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集合住宅の配管材は、一棟まるごと
クボタシーアイにお任せください！
集合住宅の配管材は、一棟まるごと
クボタシーアイにお任せください！

建築設備用配管材

貯水機能付防災ヘッダー

貯めてるゾー36L、18L

給水・給湯管

樹脂管
（PB、PEX）継手

給水管（埋設・ピット・立て管）

水道用高密度ポリエチレンパイプ

屋外・屋内消火設備

消火用ポリエチレンパイプ

雨樋・スロップシンク

耐候性カラーパイプ・継手

高温排水システム

タフカラーHTパイプ、HTDV継手（耐熱耐候性カラーパイプ）

排水立て管・集合管

排水集合管、鋳鉄管、クボタイカシリーズ

給
水
・
給
湯

排

　水

消

　火

近代日本の偉人を育んだ城下町、萩市（山口県）
にっぽん探訪

■貯水機能付防災ヘッダー
　「貯めてるゾー」（愛知県名古屋市）
■災害用トイレ配管システム（東京都荒川区）

施工現場レポート

被災地レポート
復興工事に大きな力を発揮する
「水道配水用ポリエチレンパイプ」

特 集
人に優しい理想の空調システム
「輻射冷暖房b!klimaxシステム」
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C o n t e n t s 172 2014 春・夏号

社長就任のご挨拶
特集　人に優しい理想の空調システム「輻射冷暖房b!klimaxシステム」
KC ニュース　堺工場の研究棟に「輻射冷暖房システム」と
　　　　　　 「地中熱交換用配管システム GEOGRA®」を設置
被災地レポート　復興工事に大きな力を発揮する
　　　　　　　 水道配水用ポリエチレンパイプ（岩手県・大槌町）
施工現場レポート　貯水機能付防災ヘッダー「貯めてるゾー」
　　　　　　　　  （愛知県・名古屋市）
施工現場レポート　災害用トイレ配管システム（東京都・荒川区）

展示会出展のお知らせ
新製品紹介　スマートキャッチ
　　　　　　EF 片受ソフトシール仕切弁
　　　　　　ダクタイル鋳鉄管用異種管継手 GX 形
にっぽん探訪（山口県・萩市）
ミズエおばあちゃんの知恵袋「おいしいご飯の炊き方」の巻
新製品のご案内
パルちゃんのレッツ・トライ・クッキング「ピリ辛オムそば」
お便りコーナー／イラストありがとう
読者プレゼント付きクイズ／編集後記

EF片受直管（5m）

コントローラ

同時通電用ケーブル
（ロング）

接合時間比較 接合例
1EF片受チーズ＋EF片受直管

2EF片受ベンド＋EF片受直管

施工が速い施工が速い施工が速いダブル

2個同時通電工法で施工をスピードアップ！
ポリエチレンパイプを使った水道管路の耐震
化が進む中、多くの現場でEF接合の高速化が
期待されています。クボタシーアイは、独自の
通電ケーブルで2箇所の受口を一回で接合で
きる「2個同時通電工法」を開発。接合時間を
大幅に短縮しました。

34分40秒
28分20秒

φ50

φ75

φ100

φ150

φ200

52分40秒
40分20秒

63分30秒
48分45秒

71分30秒
54分45秒

90分20秒
67分10秒

別々の通電
2個同時通電

6分の短縮

12分の短縮

14分の短縮

16分の短縮

23分の短縮

EF片受直管の2箇所接合時間（清掃・切断＋固定・解除＋通電＋冷却）

だから

備考1.接合時間は、当社計測による参考値です。
　　2.EF片受直管の据付や接合工具の準備に要する時間は含まれていません。

2個同時通電工法は、クボタシーアイ製片受直管およびEF継手（一部を除く）以外に適用できません。

φ75以上で
２０％以上の
時間短縮

φ75以上で
２０％以上の
時間短縮

　
四
月
一
日
に
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
田
畑
勝
治
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ａ
Ｌ
読
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
は
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
製
品
を

ご
愛
顧
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
は
、
当
社
設
立
1０
年
目
、
ま
た
、
ク
ボ
タ
が
塩
ビ
管
の
製
造
を

開
始
し
て
満
６０
年
の
節
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。

　
当
社
が
、
長
年
に
亘
っ
て
事
業
を
継
続
で
き
ま
す
の
も
、
偏
に
、

施
主
様
や
ユ
ー
ザ
ー
様
、
工
事
業
者
様
を
始
め
と
す
る
多
く
の
方
々
の

ご
理
解
、
ご
協
力
、
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
り
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
国
内
の
管
材
業
界
を
俯
瞰
致
し
ま
す
と
、
「
老
朽
化
が
進
む

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
再
構
築
」
「
災
害
に
強
い
街
づ
く
り
」
「
良
質
な

住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
形
成
」
「
農
業
の
競
争
力
強
化
」
等
、
今
後
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
は
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
じ
て
、
社
会
に

「
安
心
」
「
安
全
」
「
快
適
」
「
便
利
」
を
も
た
ら
し
、
人
々
の
豊
か

な
暮
ら
し
を
支
え
た
い
と
願
う
当
社
に
と
り
ま
し
て
も
、
極
め
て
重
要

な
も
の
ば
か
り
で
す
。

　
当
社
は
、
「
上
・
下
水
道
」
「
建
築
・
設
備
」
「
農
業
」
「
電
力
・

通
信
」
「
ガ
ス
」
等
の
幅
広
い
分
野
で
、
耐
震
性
、
耐
久
性
、
施
工
性
、

経
済
性
の
向
上
や
容
易
な
維
持
管
理
等
を
実
現
す
る
新
製
品
や
新
サ
ー

ビ
ス
を
社
会
に
提
供
し
続
け
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
課
題

の
解
決
に
貢
献
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
私
も
モ
ノ
づ
く
り
現
場
で
の
長
年
の
経
験
を
活
か
し
、
常
に
「
お
客

様
に
喜
ば
れ
る
も
の
は
何
か
」
を
問
い
続
け
な
が
ら
、
社
員
と
と
も
に

汗
を
か
き
、
知
恵
を
絞
っ
て
ゆ
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
　
　

　
皆
様
方
に
は
、
従
来
同
様
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
益
々
の
ご
繁
栄
と
ご
健
勝
を

お
祈
り
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

社
長
就
任
の
ご
挨
拶

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役
常
務

常
務
取
締
役

取
締
役

取
締
役

取
締
役

田
畑 

勝
治 

福
永
　
忍

髙
木
　
章

山
本 

芳
樹

土
　
和
広

山
﨑
　
薫

監
査
役

監
査
役

監
査
役

船
越 

秀
雄

羽
鳥 

克
哉

奈
良 

廣
和

役
員
一
覧（
2
0
1
4
年
4
月
1
日
現
在
）

クボタシーアイ株式会社
代表取締役社長

田 畑  勝 治
た ば た 　       まさはる
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C o n t e n t s 172 2014 春・夏号

社長就任のご挨拶
特集　人に優しい理想の空調システム「輻射冷暖房b!klimaxシステム」
KC ニュース　堺工場の研究棟に「輻射冷暖房システム」と
　　　　　　 「地中熱交換用配管システム GEOGRA®」を設置
被災地レポート　復興工事に大きな力を発揮する
　　　　　　　 水道配水用ポリエチレンパイプ（岩手県・大槌町）
施工現場レポート　貯水機能付防災ヘッダー「貯めてるゾー」
　　　　　　　　  （愛知県・名古屋市）
施工現場レポート　災害用トイレ配管システム（東京都・荒川区）

展示会出展のお知らせ
新製品紹介　スマートキャッチ
　　　　　　EF 片受ソフトシール仕切弁
　　　　　　ダクタイル鋳鉄管用異種管継手 GX 形
にっぽん探訪（山口県・萩市）
ミズエおばあちゃんの知恵袋「おいしいご飯の炊き方」の巻
新製品のご案内
パルちゃんのレッツ・トライ・クッキング「ピリ辛オムそば」
お便りコーナー／イラストありがとう
読者プレゼント付きクイズ／編集後記

EF片受直管（5m）

コントローラ

同時通電用ケーブル
（ロング）

接合時間比較 接合例
1EF片受チーズ＋EF片受直管

2EF片受ベンド＋EF片受直管

施工が速い施工が速い施工が速いダブル

2個同時通電工法で施工をスピードアップ！
ポリエチレンパイプを使った水道管路の耐震
化が進む中、多くの現場でEF接合の高速化が
期待されています。クボタシーアイは、独自の
通電ケーブルで2箇所の受口を一回で接合で
きる「2個同時通電工法」を開発。接合時間を
大幅に短縮しました。

34分40秒
28分20秒

φ50

φ75

φ100

φ150

φ200

52分40秒
40分20秒

63分30秒
48分45秒

71分30秒
54分45秒

90分20秒
67分10秒

別々の通電
2個同時通電

6分の短縮

12分の短縮

14分の短縮

16分の短縮

23分の短縮

EF片受直管の2箇所接合時間（清掃・切断＋固定・解除＋通電＋冷却）

だから

備考1.接合時間は、当社計測による参考値です。
　　2.EF片受直管の据付や接合工具の準備に要する時間は含まれていません。

2個同時通電工法は、クボタシーアイ製片受直管およびEF継手（一部を除く）以外に適用できません。

φ75以上で
２０％以上の
時間短縮

φ75以上で
２０％以上の
時間短縮
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メタルパネル（グリッドシステム天井設置型）

プラスターパネル（在来天井取付型）

アルミシート

パンチングメタル
（スチール製）

酸素透過防止機能付ポリブテンパイプ 
φ6mm（保温材付）

防護フィルム

発泡ポリスチレン  厚さ40mm

アルミシート

プッシュフィットソケット φ6mm

酸素透過防止機能付ポリブテンパイプ 
φ6mm（保温材付）

発泡ポリスチレン厚さ40mm

石膏ボード  厚さ12.5mm

プッシュフィットソケット φ6mm

構  造

構  造

仕  様

仕  様

•パネルの色やパンチング穴のサイズ、パンチング面積などをカスタマイズでき、
さまざまな内装意匠に対応します。

•テナント様のレイアウト変更に伴うパネル配置の変更にも対応可能です（応相談）。
•600×600サイズの場合、1枚当り1.9kgと軽量。
　パンチングメタルにプラスチックパイプと断熱材をセットした一体型ですので、

施工しやすく、天井にすっきりと納まります。
•パネルの4辺が支持部材に乗っているので、耐震性に優れます。
•パネルが開閉できるので、メンテナンス性に優れます。

メタルパネル 
600x600

メタルパネル 
1200x600

メタルパネル 600x600 メタルパネル 1200x600

•木製下地、鋼製下地を問わず、在来工法の天井に設置できます。
•壁紙や塗装による仕上げが可能で、さまざま意匠に対応します。
•通常の石膏ボードと同様の取り付けが可能です。ただし、ビスは長めのものを

お使いください。
•サイズは1200×2400ですが、600×1200までカッターで切断・分割して

ご使用いただけます。

寸法（縦×横×幅） ［mm］ 

輻射面の表面積　 ［m2／1枚当り］

重量　 ［kg］

m2当り重量（水含む） ［kg］

発泡ポリスチレン密度 ［kg／m3］

石膏ボード厚さ ［mm］

石膏ボード密度 ［kg／m3］ 

内蔵ポリブテンパイプサイズ ［mm］ 

1200×2400×52.5※

2.88

29.7

10.5

30

12.5

約750

外径6×厚さ1

上記製品はイタリアRDZ社製です。
※600×1200まで分割可能

新製品紹介 輻射冷暖房用天井パネル

寸法（縦×横×幅）  ［mm］ 

輻射面の表面積  ［m2／1枚当り］

m2当り重量（水含む）［kg］

発泡ポリスチレン
密度 ［kg／m3］

内蔵ポリブテンパイプ
サイズ ［mm］

重量 ［kg］ 

595×595×40.5

0.36

1.9

5.6

30

外径6×厚さ1

1195×595×40.5

0.72

3.7

5.4

30

外径6×厚さ1

●①
●②

●③

●⑦

●④

●⑤

●⑤

●⑥

空気の流れ

輻
射
と
は

　
冷
暖
房
は
、
熱
が
高
い
所
か
ら
低
い
所
に
移
動

す
る
性
質
を
利
用
し
た
も
の
で
、
熱
の
伝
達
に
は

三
つ
の
様
式
が
あ
り
ま
す
。

①「
伝
導
」は
、物
体
を
媒
体
と
し
て
熱
が
流
れ
る

現
象
を
い
い
ま
す
。

②「
対
流
」は
、物
体
の
周
り
の
空
気
や
水
な
ど
の

流
れ
に
よ
っ
て
熱
が
移
動
す
る
現
象
を
い
い
ま
す
。

③「
輻
射
」は
、
物
質
を
介
さ
ず
、
熱
が
高
い
所
か

ら
低
い
所
へ
流
れ
る
現
象
を
い
い
ま
す
。い
い
例

が
、日
な
た
ぼ
っ
こ
で
す
。気
温
が
低
く
て
も
日

光
が
当
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
暖
か
く
感
じ
、こ

れ
は
太
陽
か
ら
出
さ
れ
る
遠
赤
外
線
の
効
果

で
す
。ま
た
、

夏
場
の
ト
ン

ネ
ル
内
で
涼

し
く
感
じ
る

こ
と
も
輻
射

に
よ
る
も
の

で
す
。

輻
射
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム

　
こ
の
輻
射
と
い
う
性
質
を
利
用
し
た
空
調
が

輻
射
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
で
す
。夏
季
に
は
天
井
に

内
蔵
さ
れ
た
パ
イ
プ
に
冷
水
（
16
〜
20
℃
）
を
流

し
、
天
井
パ
ネ
ル
の
温
度
を
下
げ
る
こ
と
で
身
体

か
ら
熱
を
奪
い
ま
す
。ま
た
、冬
季
に
は
天
井
に
温

水（
30
〜
34
℃
）を
流
し
、天
井
パ
ネ
ル
の
温
度
を

上
げ
る
こ
と
で
身
体
か
ら
熱
を
奪
わ
れ
に
く
く

し
ま
す
。

対
流
式
空
調
の
問
題
点

　
現
在
、
家
庭
や
職
場
で
一
番
普
及
し
て
い
る
冷

暖
房
が
、エ
ア
コ
ン
な
ど
の
対
流
式
空
調
で
す
。設

置
の
し
や
す
さ
か
ら
幅
広
く
普
及
し
て
い
ま
す
が
、

以
下
の
よ
う
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
送
風
口
付
近
と

　
離
れ
た
場
所
で
温
度
差

　
が
で
き
る
。

②
室
内
の
高
低
で

　
温
度
差
が
生
じ
る
。

③
フ
ィ
ル
タ
ー
の
ほ
こ
り
、

　
カ
ビ
、ウ
イ
ル
ス
が

　
ま
き
散
ら
さ
れ
る
。

④
フ
ァ
ン
の
音
が
う
る
さ
い
。

⑤
フ
ァ
ン
や
フ
ィ
ル
タ
ー
を
頻
繁
に
清
掃
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
解
決
で
き
る
空
調
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
、輻
射
冷
暖
房
で
す
。

輻
射
冷
暖
房
b
!
k
l
i
m
a
x

シ
ス
テ
ム

　
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
は
、
輻
射
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
た
め
、
す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
実
績
の

あ
る
イ
タ
リ
ア
、R
D
Z
社
の
b
!
k
l
i
m
a
x

（
ビ
ー
ク
リ
マ
ッ
ク
ス
）
シ
ス
テ
ム
の
採
用
を
決
定

し
ま
し
た
。次
に
、
b
!
k
l
i
m
a
x
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
熱
源
①
で
作
ら
れ
た
冷
温
水
は
、
往
き

の
管
路
で
ポ
ン
プ
機
能
を
持
つ
熱
源
制
御
ユ
ニ
ッ

ト
②
に
送
ら
れ
ま
す
。さ
ら
に
マ
ニ
ホ
ー
ル
ド
（
分

岐
管
）③
に
送
ら
れ
、
分
水
し
、
各
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ

ュ
ー
タ
ー
（
分
岐
継
手
）④
に
送
ら
れ
ま
す
。冷
温

水
は
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
で
分
け
ら
れ
て
、
各

輻
射
天
井
パ
ネ
ル
⑤
に
入
り
、
輻
射
天
井
パ
ネ
ル

の
表
面
温
度
を
調
整
し
ま
す
。輻
射
天
井
パ
ネ
ル

の
パ
イ
プ
内
を
通
過
し
た
冷
温
水
は
、
還
り
の
管

路
で
熱
源
に
戻
り
、
再
び
加
熱
／
冷
却
し
て
循

環
し
ま
す
。

　
輻
射
天
井
パ
ネ
ル
へ
の
冷
温
水
の
循
環
と
は
別

に
、
空
気
調
和
器
⑥
を
設
置
し
、
除
湿（
夏
季
の

み
）・
換
気
を
行
い
ま
す
。こ
の
空
気
調
和
器
で

取
り
込
ん
だ
空
気
を
冷
却
す
る
た
め
熱
源
制
御

ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
冷
水
を
送
り
ま
す
。こ
れ
ら
冷
温
水

人に優しい理想の空調システム「輻射冷暖房b!klimaxシステム」

の
送
水
は
、 

酸
素
透
過
防
止
機
能
付
き
ポ
リ
ブ

テ
ン
パ
イ
プ
⑦
を
使
用
し
ま
す
。

①
熱
源
：
水
道
水
を
加
熱
、
冷
却
し
て
冷
温
水

を
作
り
ま
す
。

②
熱
源
水
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
：
ポ
ン
プ
、
パ
イ
プ
を
コ

ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
キ
ッ
ト
。冷
温
水
を
各
天

井
パ
ネ
ル
や
空
気
調
和
器
に
送
水
し
ま
す
。

③
マ
ニ
ホ
ー
ル
ド（
分
岐
管
）：
軽
量
で
耐
食
性
に

優
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
。水
の
不
純
物
を
取

り
除
く
た
め
の
ス
ト
レ
ー
ナ

ー
を
付
属
し
て
い
ま
す
。

④
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー（
分

岐
継
手
）：
軽
量
で
耐
食

性
に
優
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
。差
し
込
む
だ
け
で
接

続
が
完
了
す
る
ワ
ン
タ
ッ

チ
式
継
手
で
す
。

⑤
輻
射
天
井
パ
ネ
ル
：
グ
リ

ッ
ド
シ
ス
テ
ム
天
井
設
置

型
と
在
来
天
井
取
付
型
の

２
種
類
が
あ
り
、い
ず
れ
も

パ
ネ
ル
内
に
パ
イ
プ
を
内
蔵

し
て
い
ま
す
。

⑥
空
気
調
和
器
：
夏
季
に
室

内
の
除
湿
、換
気
、循
環
を

行
い
ま
す
。

⑦
酸
素
透
過
防
止
機
能
付
き

ポ
リ
ブ
テ
ン
パ
イ
プ
：
耐
久

性
、
可
と
う
性
に
優
れ
た
ポ

リ
ブ
テ
ン
パ
イ
プ
。サ
ビ
の

発
生
を
防
ぐ
酸
素
透
過
防

止
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

※

①
熱
源
、②
熱
源
水
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
、⑥
空
気
調

和
器
は
、日
本
で
の
販
売
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（8）
レ
イ
ア
ウ
ト
の
自
由
度

　
冷
暖
房
の
機
器
類
が
出
っ
張
る
こ
と
が
な
い
の

で
、家
具
の
設
置
に
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
好
み
の
壁
紙
で
天
井
を
仕
上
げ
た
い
場
合
に

は
、石
こ
う
ボ
ー
ド
タ
イ
プ
も
あ
る
た
め
、壁
紙
に

も
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、木
造
、鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
等
住

宅
の
構
造
は
問
い
ま
せ
ん
。熱
源
機
の
場
所
に
よ

り
ま
す
が
、1
階
だ
け
で
な
く
２
、３
階
で
の
使

用
も
可
能
で
す
。

※

パ
ネ
ル
背
面
で
の
パ
イ
プ
接
合
等
の
作
業
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、天
井
裏
に
あ
る
程
度
の
ス
ペ
ー
ス
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

季
は
＋2
℃
、冬
季
は
-2
℃
で
も
同
じ
快
適
性
が

得
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、省
エ
ネ
に
つ
な
が
り

ま
す
。地
下
水
、地
中
熱
、太
陽
熱
な
ど
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、さ

ら
な
る
省
エ
ネ
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
低
減
が

促
進
で
き
ま
す
。ま
た
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
も

下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
、ト
ー
タ
ル
で
大

き
な
削
減
に
な
り
ま
す
。

※

家
庭
用
デ
シ
カ
ン
ト
空
調
機
を
併
用
す
る
こ
と
で
、潜

熱
顕
熱
分
離
処
理
を
行
っ
て
効
率
化
を
図
る
と
共
に
、

輻
射
空
調
の
特
徴
で
あ
る
低
質
熱
源
の
利
用（
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
太
陽
熱
）を
併
用
す
る
こ
と
で
25%

以
上
の
省
エ
ネ
効
果（
通
年
）を
見
込
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。「
戸
建
て
住
宅
で
の
電
気
代
比
較（
例
）」参
照
。

け
ま
せ
ん
。メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
手
間
は
、対
流
式
空

調
に
比
べ
て
格
段
に
削
減
で
き
ま
す
。

（4）
安
全
性

　
室
内
に
燃
焼
機
器
を
設
置
す
る
必
要
が
無
く

安
心
で
す
。ま
た
、天
井
に
設
置
す
る
た
め
、子

供
が
触
れ
る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。壁
に
設
置
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、表
面
の
温
度
は
夏
で
約

20
℃
、冬
で
30
℃
強
と
常
温
に
近
い
た
め
触
っ
て

も
、や
け
ど
等
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（5）
長
寿
命

　
冷
温
水
を
通
す
パ
イ
プ
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で
、

長
期
耐
用
試
験
に
よ
り
50
年
以
上
使
用
で
き
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

※

た
だ
し
、冷
温
水
を
作
る
熱
源
器
は
、一
般
的
な
エ
ア
コ

ン
と
同
程
度
の
耐
用
年
数
と
な
り
ま
す
。

（6）
環
境
性

　
対
流
式
空
調
に
比
べ
て
省
エ
ネ
で
、二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
を
削
減
し
ま
す
。

　
デ
シ
カ
ン
ト
空
調
機
器
※1

な
ど
と
組
み
合
わ

せ
て
、潜
熱
と
顕
熱
を
分
離
し
て
熱
処
理
す
る

「
潜
顕
分
離
空
調
※2

」を
行
う
こ
と
で
、温
度
制

御
に
ム
ダ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
こ
と
な
く
、快

適
な
室
内
環
境
を
創
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

1
：
在
来
方
式
で
は
結
露
す
る
ま
で
温
度
を
下
げ
る
こ

と
で
空
気
内
の
水
分
量
を
除
去
し
、そ
の
後
再
加
熱
を

す
る
こ
と
で
低
湿
度
の
空
気
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
デ
シ
カ
ン
ト
空
調
機
器
で
は
、乾
燥
剤
や
除
湿
剤
を

用
い
る
こ
と
で
温
度
を
変
え
る
こ
と
な
く
湿
度
だ
け
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の
た
め
、過
度

に
冷
や
し
た
り
、再
加
熱
と
言
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス
が

少
な
く
、省
エ
ネ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

※

2
：
潜
熱
と
顕
熱
を
別
々
に
処
理
す
る
こ
と
で
、従
来

の
過
冷
却
を
行
う
空
調
設
備
と
比
較
し
て
冷
水
温
度

を
上
げ
る（
7
℃
↓
18
℃
）こ
と
が
で
き
、熱
源
効
率
を

上
げ
、消
費
電
力
で
約
20
％
の
省
エ
ネ
化
が
可
能
で
す
。

（7）
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

　
輻
射
式
冷
暖
房
は
対
流
式
空
調
に
比
べ
て
夏

b
!
k
l
i
m
a
x
シ
ス
テ
ム
の
特
長

（1）
快
適
性
／
健
康
面

　
冷
房
の
場
合
は
、表
面
温
度
約
20
℃
に
冷
や

さ
れ
た
輻
射
天
井
パ
ネ
ル
が
、人
体
の
輻
射
熱
を

吸
収
す
る
た
め
、部
屋
の
場
所
に
関
わ
ら
ず
均
一

に
涼
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の
た

め
対
流
式
空
調
の
よ
う
に
冷
風
が
直
接
あ
た
る

所
だ
け
寒
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、暖
房
の
場
合
は
、輻
射
天
井
パ
ネ
ル
の
表

面
温
度
が
30
℃
強
に
暖
め
ら
れ
、人
の
表
面
温
度

32
℃
と
ほ
ぼ
同
じ
で
寒
さ
を
感
じ
ず
、快
適
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、暖
か
さ
が
部
屋

全
体
に
行
き
渡
る
た
め
、「
頭
が
ぼ
ー
っ
と
す
る
」

と
か「
足
下
だ
け
が
寒
い
」と
い
う
こ
と
が
起
こ
り

ま
せ
ん
。

　
輻
射
式
冷
暖
房
は
、空
気
を
か
き
回
す
と
い
う

こ
と
が
な
い
の
で
、ウ
ィ
ル
ス
や
ほ
こ
り
を
巻
き
上

げ
る
こ
と
な
く
、空
気
感
染
を
防
ぐ
等
の
メ
リ
ッ

ト
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

（2）
音
の
静
か
さ

　
送
風
機
か
ら
の
送
風
音
が
な
い
の
で
、静
か
な

室
内
環
境
を
保
て
ま
す
。

（3）
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性

　
冷
温
水
の
配
管
に
は
酸
素
防
止
機
能
付
き
パ

イ
プ
を
使
用
し
て
い
る
の
で
、機
器
の
錆
を
防
止

し
、詰
ま
る
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、パ
イ
プ

と
継
手
は
厳
し
い
試
験
条
件
で
性
能
を
確
認
し

て
い
る
の
で
水
漏
れ
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
フ
ィ
ル
タ
ー
や
フ
ァ
ン
が
無
い
た
め
、そ
れ
ら
を

清
掃
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。調
整
や
設
定
が

必
要
な
こ
と
は
、熱
源
水
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
に
集
約
で

き
、ポ
ン
プ
や
バ
ル
ブ
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必

要
な
機
器
は
機
械
室
内
に
集
約
で
き
る
の
で
、冷

暖
房
を
実
際
に
使
用
し
て
い
る
オ
フ
ィ
ス
な
ど
で

作
業
を
す
る
必
要
が
な
く
、使
用
者
に
迷
惑
を
か

特集特集

特集特集

人に優しい理想の空調システム「輻射冷暖房b!klimaxシステム」特集特集

　
近
年
、新
し
い
空
調
シ
ス
テ
ム
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
急
速
に
広
が
っ
て
い
る
の
が
、「
輻
射
冷
暖
房
」。

日
本
で
普
及
し
て
い
る
対
流
式
空
調
と
異
な
り
、天
井
に
設
置
す
る
輻
射
パ
ネ
ル
に
冷
温
水
を
循
環
さ

せ
、室
内
の
温
度
を
調
節
し
ま
す
。温
度
の
偏
り
、ほ
こ
り
、送
風
音
な
ど
対
流
式
空
調
の
問
題
を
解
決

す
る
空
調
と
し
て
、日
本
で
も
注
目
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。今
回
は
、輻
射
式
冷
暖
房
の
特
長
な
ら
び
に

ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
輻
射
冷
暖
房
b
!
k
l
i
m
a
x
シ
ス
テ
ム
を
紹
介
し
ま
す
。

人に優しい理想の空調システム
「輻射冷暖房b!klimaxシステム」

人に優しい理想の空調システム
「輻射冷暖房b!klimaxシステム」

天井輻射パネル（寝室・子供部屋）

冷温水熱源機

太陽熱利用システム

デシカント空調機

エアコン

本体

本体

寝室（10畳）

子供部屋（6畳×2）

̶          

1,245

̶          

520

1,765

̶             

̶             

110

280

390

540

900

1,440

680

900

1,580合　計

年間消費電力(kW/年)

電気代(円/年)

電気代（対流式空調を100％としたときの％）

輻射天井パネル
＋デシカント空調機 対流式空調

夏季  冬季 夏季    冬季

消
費
電
力

【算出条件】    
対　象　面　積： 36.0m2

対　象　居　室：寝室（10 畳）、子供部屋（6 畳）×２……合計 22 畳
輻射パネル面積： 24.5m2 ※対象面積の 70%
汎用石こうボード面積：   7.2m2 ※対象面積の 20%
照　明　面　積：   3.6m2 ※対象面積の 10%

戸建て住宅での電気代比較（例）

輻射冷暖房と対流式空調の性能比較

単位：W

快適性

●

▲

輻射冷暖房

対流式空調

静  音

●

×

メンテナンス性

●

▲

安全性

●

●

長寿命

●

▲

●

▲

環境性

●

▲

●

▲

レイアウトの
自由度

ランニング
コスト

●：優れる、▲：やや劣る、×：劣る

b!klimaxシステム（例）

2,069

41,376

71

2,899

57,984

100

冷

冷冷 冷

暑
暑

暑
暑

直風が
当たる

温度ムラ
ホコリが
舞う

運転音が
気になる

冷温水の流れ
●①⇄●②⇄●③⇄●④⇄●⑤
�
●⑥

２５％以上の
省エネ効果

人からの
放熱が

多くなる

冷水を流し
天井を冷やす

輻射天井パネル

人からの
放熱が

少なくなる

輻射天井パネル

温水を流し
天井を暖める

輻射暖房 輻射冷房

フィルターの
メンテナンス

プラスターパネル
12００×24００

メタルパネル 
６００×６００
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メタルパネル（グリッドシステム天井設置型）

プラスターパネル（在来天井取付型）

アルミシート

パンチングメタル
（スチール製）

酸素透過防止機能付ポリブテンパイプ 
φ6mm（保温材付）

防護フィルム

発泡ポリスチレン  厚さ40mm

アルミシート

プッシュフィットソケット φ6mm

酸素透過防止機能付ポリブテンパイプ 
φ6mm（保温材付）

発泡ポリスチレン厚さ40mm

石膏ボード  厚さ12.5mm

プッシュフィットソケット φ6mm

構  造

構  造

仕  様

仕  様

•パネルの色やパンチング穴のサイズ、パンチング面積などをカスタマイズでき、
さまざまな内装意匠に対応します。

•テナント様のレイアウト変更に伴うパネル配置の変更にも対応可能です（応相談）。
•600×600サイズの場合、1枚当り1.9kgと軽量。
　パンチングメタルにプラスチックパイプと断熱材をセットした一体型ですので、

施工しやすく、天井にすっきりと納まります。
•パネルの4辺が支持部材に乗っているので、耐震性に優れます。
•パネルが開閉できるので、メンテナンス性に優れます。

メタルパネル 
600x600

メタルパネル 
1200x600

メタルパネル 600x600 メタルパネル 1200x600

•木製下地、鋼製下地を問わず、在来工法の天井に設置できます。
•壁紙や塗装による仕上げが可能で、さまざま意匠に対応します。
•通常の石膏ボードと同様の取り付けが可能です。ただし、ビスは長めのものを

お使いください。
•サイズは1200×2400ですが、600×1200までカッターで切断・分割して

ご使用いただけます。

寸法（縦×横×幅） ［mm］ 

輻射面の表面積　 ［m2／1枚当り］

重量　 ［kg］

m2当り重量（水含む） ［kg］

発泡ポリスチレン密度 ［kg／m3］

石膏ボード厚さ ［mm］

石膏ボード密度 ［kg／m3］ 

内蔵ポリブテンパイプサイズ ［mm］ 

1200×2400×52.5※

2.88

29.7

10.5

30

12.5

約750

外径6×厚さ1

上記製品はイタリアRDZ社製です。
※600×1200まで分割可能

新製品紹介 輻射冷暖房用天井パネル

寸法（縦×横×幅）  ［mm］ 

輻射面の表面積  ［m2／1枚当り］

m2当り重量（水含む）［kg］

発泡ポリスチレン
密度 ［kg／m3］

内蔵ポリブテンパイプ
サイズ ［mm］

重量 ［kg］ 

595×595×40.5

0.36

1.9

5.6

30

外径6×厚さ1

1195×595×40.5

0.72

3.7

5.4

30

外径6×厚さ1

●①
●②

●③

●⑦

●④

●⑤

●⑤

●⑥

空気の流れ

輻
射
と
は

　
冷
暖
房
は
、
熱
が
高
い
所
か
ら
低
い
所
に
移
動

す
る
性
質
を
利
用
し
た
も
の
で
、
熱
の
伝
達
に
は

三
つ
の
様
式
が
あ
り
ま
す
。

①「
伝
導
」は
、物
体
を
媒
体
と
し
て
熱
が
流
れ
る

現
象
を
い
い
ま
す
。

②「
対
流
」は
、物
体
の
周
り
の
空
気
や
水
な
ど
の

流
れ
に
よ
っ
て
熱
が
移
動
す
る
現
象
を
い
い
ま
す
。

③「
輻
射
」は
、
物
質
を
介
さ
ず
、
熱
が
高
い
所
か

ら
低
い
所
へ
流
れ
る
現
象
を
い
い
ま
す
。い
い
例

が
、日
な
た
ぼ
っ
こ
で
す
。気
温
が
低
く
て
も
日

光
が
当
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
暖
か
く
感
じ
、こ

れ
は
太
陽
か
ら
出
さ
れ
る
遠
赤
外
線
の
効
果

で
す
。ま
た
、

夏
場
の
ト
ン

ネ
ル
内
で
涼

し
く
感
じ
る

こ
と
も
輻
射

に
よ
る
も
の

で
す
。

輻
射
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム

　
こ
の
輻
射
と
い
う
性
質
を
利
用
し
た
空
調
が

輻
射
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
で
す
。夏
季
に
は
天
井
に

内
蔵
さ
れ
た
パ
イ
プ
に
冷
水
（
16
〜
20
℃
）
を
流

し
、
天
井
パ
ネ
ル
の
温
度
を
下
げ
る
こ
と
で
身
体

か
ら
熱
を
奪
い
ま
す
。ま
た
、冬
季
に
は
天
井
に
温

水（
30
〜
34
℃
）を
流
し
、天
井
パ
ネ
ル
の
温
度
を

上
げ
る
こ
と
で
身
体
か
ら
熱
を
奪
わ
れ
に
く
く

し
ま
す
。

対
流
式
空
調
の
問
題
点

　
現
在
、
家
庭
や
職
場
で
一
番
普
及
し
て
い
る
冷

暖
房
が
、エ
ア
コ
ン
な
ど
の
対
流
式
空
調
で
す
。設

置
の
し
や
す
さ
か
ら
幅
広
く
普
及
し
て
い
ま
す
が
、

以
下
の
よ
う
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
送
風
口
付
近
と

　
離
れ
た
場
所
で
温
度
差

　
が
で
き
る
。

②
室
内
の
高
低
で

　
温
度
差
が
生
じ
る
。

③
フ
ィ
ル
タ
ー
の
ほ
こ
り
、

　
カ
ビ
、ウ
イ
ル
ス
が

　
ま
き
散
ら
さ
れ
る
。

④
フ
ァ
ン
の
音
が
う
る
さ
い
。

⑤
フ
ァ
ン
や
フ
ィ
ル
タ
ー
を
頻
繁
に
清
掃
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
解
決
で
き
る
空
調
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
、輻
射
冷
暖
房
で
す
。

輻
射
冷
暖
房
b
!
k
l
i
m
a
x

シ
ス
テ
ム

　
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
は
、
輻
射
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
た
め
、
す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
実
績
の

あ
る
イ
タ
リ
ア
、R
D
Z
社
の
b
!
k
l
i
m
a
x

（
ビ
ー
ク
リ
マ
ッ
ク
ス
）
シ
ス
テ
ム
の
採
用
を
決
定

し
ま
し
た
。次
に
、
b
!
k
l
i
m
a
x
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
熱
源
①
で
作
ら
れ
た
冷
温
水
は
、
往
き

の
管
路
で
ポ
ン
プ
機
能
を
持
つ
熱
源
制
御
ユ
ニ
ッ

ト
②
に
送
ら
れ
ま
す
。さ
ら
に
マ
ニ
ホ
ー
ル
ド
（
分

岐
管
）③
に
送
ら
れ
、
分
水
し
、
各
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ

ュ
ー
タ
ー
（
分
岐
継
手
）④
に
送
ら
れ
ま
す
。冷
温

水
は
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
で
分
け
ら
れ
て
、
各

輻
射
天
井
パ
ネ
ル
⑤
に
入
り
、
輻
射
天
井
パ
ネ
ル

の
表
面
温
度
を
調
整
し
ま
す
。輻
射
天
井
パ
ネ
ル

の
パ
イ
プ
内
を
通
過
し
た
冷
温
水
は
、
還
り
の
管

路
で
熱
源
に
戻
り
、
再
び
加
熱
／
冷
却
し
て
循

環
し
ま
す
。

　
輻
射
天
井
パ
ネ
ル
へ
の
冷
温
水
の
循
環
と
は
別

に
、
空
気
調
和
器
⑥
を
設
置
し
、
除
湿（
夏
季
の

み
）・
換
気
を
行
い
ま
す
。こ
の
空
気
調
和
器
で

取
り
込
ん
だ
空
気
を
冷
却
す
る
た
め
熱
源
制
御

ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
冷
水
を
送
り
ま
す
。こ
れ
ら
冷
温
水

人に優しい理想の空調システム「輻射冷暖房b!klimaxシステム」

の
送
水
は
、 

酸
素
透
過
防
止
機
能
付
き
ポ
リ
ブ

テ
ン
パ
イ
プ
⑦
を
使
用
し
ま
す
。

①
熱
源
：
水
道
水
を
加
熱
、
冷
却
し
て
冷
温
水

を
作
り
ま
す
。

②
熱
源
水
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
：
ポ
ン
プ
、
パ
イ
プ
を
コ

ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
キ
ッ
ト
。冷
温
水
を
各
天

井
パ
ネ
ル
や
空
気
調
和
器
に
送
水
し
ま
す
。

③
マ
ニ
ホ
ー
ル
ド（
分
岐
管
）：
軽
量
で
耐
食
性
に

優
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
。水
の
不
純
物
を
取

り
除
く
た
め
の
ス
ト
レ
ー
ナ

ー
を
付
属
し
て
い
ま
す
。

④
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー（
分

岐
継
手
）：
軽
量
で
耐
食

性
に
優
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
。差
し
込
む
だ
け
で
接

続
が
完
了
す
る
ワ
ン
タ
ッ

チ
式
継
手
で
す
。

⑤
輻
射
天
井
パ
ネ
ル
：
グ
リ

ッ
ド
シ
ス
テ
ム
天
井
設
置

型
と
在
来
天
井
取
付
型
の

２
種
類
が
あ
り
、い
ず
れ
も

パ
ネ
ル
内
に
パ
イ
プ
を
内
蔵

し
て
い
ま
す
。

⑥
空
気
調
和
器
：
夏
季
に
室

内
の
除
湿
、換
気
、循
環
を

行
い
ま
す
。

⑦
酸
素
透
過
防
止
機
能
付
き

ポ
リ
ブ
テ
ン
パ
イ
プ
：
耐
久

性
、
可
と
う
性
に
優
れ
た
ポ

リ
ブ
テ
ン
パ
イ
プ
。サ
ビ
の

発
生
を
防
ぐ
酸
素
透
過
防

止
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

※

①
熱
源
、②
熱
源
水
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
、⑥
空
気
調

和
器
は
、日
本
で
の
販
売
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（8）
レ
イ
ア
ウ
ト
の
自
由
度

　
冷
暖
房
の
機
器
類
が
出
っ
張
る
こ
と
が
な
い
の

で
、家
具
の
設
置
に
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
好
み
の
壁
紙
で
天
井
を
仕
上
げ
た
い
場
合
に

は
、石
こ
う
ボ
ー
ド
タ
イ
プ
も
あ
る
た
め
、壁
紙
に

も
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、木
造
、鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
等
住

宅
の
構
造
は
問
い
ま
せ
ん
。熱
源
機
の
場
所
に
よ

り
ま
す
が
、1
階
だ
け
で
な
く
２
、３
階
で
の
使

用
も
可
能
で
す
。

※

パ
ネ
ル
背
面
で
の
パ
イ
プ
接
合
等
の
作
業
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、天
井
裏
に
あ
る
程
度
の
ス
ペ
ー
ス
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

季
は
＋2
℃
、冬
季
は
-2
℃
で
も
同
じ
快
適
性
が

得
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、省
エ
ネ
に
つ
な
が
り

ま
す
。地
下
水
、地
中
熱
、太
陽
熱
な
ど
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、さ

ら
な
る
省
エ
ネ
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
低
減
が

促
進
で
き
ま
す
。ま
た
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
も

下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
、ト
ー
タ
ル
で
大

き
な
削
減
に
な
り
ま
す
。

※

家
庭
用
デ
シ
カ
ン
ト
空
調
機
を
併
用
す
る
こ
と
で
、潜

熱
顕
熱
分
離
処
理
を
行
っ
て
効
率
化
を
図
る
と
共
に
、

輻
射
空
調
の
特
徴
で
あ
る
低
質
熱
源
の
利
用（
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
太
陽
熱
）を
併
用
す
る
こ
と
で
25%

以
上
の
省
エ
ネ
効
果（
通
年
）を
見
込
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。「
戸
建
て
住
宅
で
の
電
気
代
比
較（
例
）」参
照
。

け
ま
せ
ん
。メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
手
間
は
、対
流
式
空

調
に
比
べ
て
格
段
に
削
減
で
き
ま
す
。

（4）
安
全
性

　
室
内
に
燃
焼
機
器
を
設
置
す
る
必
要
が
無
く

安
心
で
す
。ま
た
、天
井
に
設
置
す
る
た
め
、子

供
が
触
れ
る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。壁
に
設
置
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、表
面
の
温
度
は
夏
で
約

20
℃
、冬
で
30
℃
強
と
常
温
に
近
い
た
め
触
っ
て

も
、や
け
ど
等
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（5）
長
寿
命

　
冷
温
水
を
通
す
パ
イ
プ
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で
、

長
期
耐
用
試
験
に
よ
り
50
年
以
上
使
用
で
き
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

※

た
だ
し
、冷
温
水
を
作
る
熱
源
器
は
、一
般
的
な
エ
ア
コ

ン
と
同
程
度
の
耐
用
年
数
と
な
り
ま
す
。

（6）
環
境
性

　
対
流
式
空
調
に
比
べ
て
省
エ
ネ
で
、二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
を
削
減
し
ま
す
。

　
デ
シ
カ
ン
ト
空
調
機
器
※1

な
ど
と
組
み
合
わ

せ
て
、潜
熱
と
顕
熱
を
分
離
し
て
熱
処
理
す
る

「
潜
顕
分
離
空
調
※2

」を
行
う
こ
と
で
、温
度
制

御
に
ム
ダ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
こ
と
な
く
、快

適
な
室
内
環
境
を
創
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

1
：
在
来
方
式
で
は
結
露
す
る
ま
で
温
度
を
下
げ
る
こ

と
で
空
気
内
の
水
分
量
を
除
去
し
、そ
の
後
再
加
熱
を

す
る
こ
と
で
低
湿
度
の
空
気
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
デ
シ
カ
ン
ト
空
調
機
器
で
は
、乾
燥
剤
や
除
湿
剤
を

用
い
る
こ
と
で
温
度
を
変
え
る
こ
と
な
く
湿
度
だ
け
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の
た
め
、過
度

に
冷
や
し
た
り
、再
加
熱
と
言
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス
が

少
な
く
、省
エ
ネ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

※

2
：
潜
熱
と
顕
熱
を
別
々
に
処
理
す
る
こ
と
で
、従
来

の
過
冷
却
を
行
う
空
調
設
備
と
比
較
し
て
冷
水
温
度

を
上
げ
る（
7
℃
↓
18
℃
）こ
と
が
で
き
、熱
源
効
率
を

上
げ
、消
費
電
力
で
約
20
％
の
省
エ
ネ
化
が
可
能
で
す
。

（7）
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

　
輻
射
式
冷
暖
房
は
対
流
式
空
調
に
比
べ
て
夏

b
!
k
l
i
m
a
x
シ
ス
テ
ム
の
特
長

（1）
快
適
性
／
健
康
面

　
冷
房
の
場
合
は
、表
面
温
度
約
20
℃
に
冷
や

さ
れ
た
輻
射
天
井
パ
ネ
ル
が
、人
体
の
輻
射
熱
を

吸
収
す
る
た
め
、部
屋
の
場
所
に
関
わ
ら
ず
均
一

に
涼
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の
た

め
対
流
式
空
調
の
よ
う
に
冷
風
が
直
接
あ
た
る

所
だ
け
寒
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、暖
房
の
場
合
は
、輻
射
天
井
パ
ネ
ル
の
表

面
温
度
が
30
℃
強
に
暖
め
ら
れ
、人
の
表
面
温
度

32
℃
と
ほ
ぼ
同
じ
で
寒
さ
を
感
じ
ず
、快
適
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、暖
か
さ
が
部
屋

全
体
に
行
き
渡
る
た
め
、「
頭
が
ぼ
ー
っ
と
す
る
」

と
か「
足
下
だ
け
が
寒
い
」と
い
う
こ
と
が
起
こ
り

ま
せ
ん
。

　
輻
射
式
冷
暖
房
は
、空
気
を
か
き
回
す
と
い
う

こ
と
が
な
い
の
で
、ウ
ィ
ル
ス
や
ほ
こ
り
を
巻
き
上

げ
る
こ
と
な
く
、空
気
感
染
を
防
ぐ
等
の
メ
リ
ッ

ト
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

（2）
音
の
静
か
さ

　
送
風
機
か
ら
の
送
風
音
が
な
い
の
で
、静
か
な

室
内
環
境
を
保
て
ま
す
。

（3）
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性

　
冷
温
水
の
配
管
に
は
酸
素
防
止
機
能
付
き
パ

イ
プ
を
使
用
し
て
い
る
の
で
、機
器
の
錆
を
防
止

し
、詰
ま
る
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、パ
イ
プ

と
継
手
は
厳
し
い
試
験
条
件
で
性
能
を
確
認
し

て
い
る
の
で
水
漏
れ
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
フ
ィ
ル
タ
ー
や
フ
ァ
ン
が
無
い
た
め
、そ
れ
ら
を

清
掃
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。調
整
や
設
定
が

必
要
な
こ
と
は
、熱
源
水
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
に
集
約
で

き
、ポ
ン
プ
や
バ
ル
ブ
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必

要
な
機
器
は
機
械
室
内
に
集
約
で
き
る
の
で
、冷

暖
房
を
実
際
に
使
用
し
て
い
る
オ
フ
ィ
ス
な
ど
で

作
業
を
す
る
必
要
が
な
く
、使
用
者
に
迷
惑
を
か

特集特集

特集特集

人に優しい理想の空調システム「輻射冷暖房b!klimaxシステム」特集特集

　
近
年
、新
し
い
空
調
シ
ス
テ
ム
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
急
速
に
広
が
っ
て
い
る
の
が
、「
輻
射
冷
暖
房
」。

日
本
で
普
及
し
て
い
る
対
流
式
空
調
と
異
な
り
、天
井
に
設
置
す
る
輻
射
パ
ネ
ル
に
冷
温
水
を
循
環
さ

せ
、室
内
の
温
度
を
調
節
し
ま
す
。温
度
の
偏
り
、ほ
こ
り
、送
風
音
な
ど
対
流
式
空
調
の
問
題
を
解
決

す
る
空
調
と
し
て
、日
本
で
も
注
目
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。今
回
は
、輻
射
式
冷
暖
房
の
特
長
な
ら
び
に

ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
輻
射
冷
暖
房
b
!
k
l
i
m
a
x
シ
ス
テ
ム
を
紹
介
し
ま
す
。

人に優しい理想の空調システム
「輻射冷暖房b!klimaxシステム」

人に優しい理想の空調システム
「輻射冷暖房b!klimaxシステム」

天井輻射パネル（寝室・子供部屋）

冷温水熱源機

太陽熱利用システム

デシカント空調機

エアコン

本体

本体

寝室（10畳）

子供部屋（6畳×2）

̶          

1,245

̶          

520

1,765

̶             

̶             

110

280

390

540

900

1,440

680

900

1,580合　計

年間消費電力(kW/年)

電気代(円/年)

電気代（対流式空調を100％としたときの％）

輻射天井パネル
＋デシカント空調機 対流式空調

夏季  冬季 夏季    冬季

消
費
電
力

【算出条件】    
対　象　面　積： 36.0m2

対　象　居　室：寝室（10 畳）、子供部屋（6 畳）×２……合計 22 畳
輻射パネル面積： 24.5m2 ※対象面積の 70%
汎用石こうボード面積：   7.2m2 ※対象面積の 20%
照　明　面　積：   3.6m2 ※対象面積の 10%

戸建て住宅での電気代比較（例）

輻射冷暖房と対流式空調の性能比較

単位：W

快適性

●

▲

輻射冷暖房

対流式空調

静  音

●

×

メンテナンス性

●

▲

安全性

●

●

長寿命

●

▲

●

▲

環境性

●

▲

●

▲

レイアウトの
自由度

ランニング
コスト

●：優れる、▲：やや劣る、×：劣る

b!klimaxシステム（例）

2,069

41,376

71

2,899

57,984

100

冷

冷冷 冷

暑
暑

暑
暑

直風が
当たる

温度ムラ
ホコリが
舞う

運転音が
気になる

冷温水の流れ
●①⇄●②⇄●③⇄●④⇄●⑤
�
●⑥

２５％以上の
省エネ効果

人からの
放熱が

多くなる

冷水を流し
天井を冷やす

輻射天井パネル

人からの
放熱が

少なくなる

輻射天井パネル

温水を流し
天井を暖める

輻射暖房 輻射冷房

フィルターの
メンテナンス

プラスターパネル
12００×24００

メタルパネル 
６００×６００
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メタルパネル（グリッドシステム天井設置型）

プラスターパネル（在来天井取付型）

アルミシート

パンチングメタル
（スチール製）

酸素透過防止機能付ポリブテンパイプ 
φ6mm（保温材付）

防護フィルム

発泡ポリスチレン  厚さ40mm

アルミシート

プッシュフィットソケット φ6mm

酸素透過防止機能付ポリブテンパイプ 
φ6mm（保温材付）

発泡ポリスチレン厚さ40mm

石膏ボード  厚さ12.5mm

プッシュフィットソケット φ6mm

構  造

構  造

仕  様

仕  様

•パネルの色やパンチング穴のサイズ、パンチング面積などをカスタマイズでき、
さまざまな内装意匠に対応します。

•テナント様のレイアウト変更に伴うパネル配置の変更にも対応可能です（応相談）。
•600×600サイズの場合、1枚当り1.9kgと軽量。
　パンチングメタルにプラスチックパイプと断熱材をセットした一体型ですので、

施工しやすく、天井にすっきりと納まります。
•パネルの4辺が支持部材に乗っているので、耐震性に優れます。
•パネルが開閉できるので、メンテナンス性に優れます。

メタルパネル 
600x600

メタルパネル 
1200x600

メタルパネル 600x600 メタルパネル 1200x600

•木製下地、鋼製下地を問わず、在来工法の天井に設置できます。
•壁紙や塗装による仕上げが可能で、さまざま意匠に対応します。
•通常の石膏ボードと同様の取り付けが可能です。ただし、ビスは長めのものを

お使いください。
•サイズは1200×2400ですが、600×1200までカッターで切断・分割して

ご使用いただけます。

寸法（縦×横×幅） ［mm］ 

輻射面の表面積　 ［m2／1枚当り］

重量　 ［kg］

m2当り重量（水含む） ［kg］

発泡ポリスチレン密度 ［kg／m3］

石膏ボード厚さ ［mm］

石膏ボード密度 ［kg／m3］ 

内蔵ポリブテンパイプサイズ ［mm］ 

1200×2400×52.5※

2.88

29.7

10.5

30

12.5

約750

外径6×厚さ1

上記製品はイタリアRDZ社製です。
※600×1200まで分割可能

新製品紹介 輻射冷暖房用天井パネル

寸法（縦×横×幅）  ［mm］ 

輻射面の表面積  ［m2／1枚当り］

m2当り重量（水含む）［kg］

発泡ポリスチレン
密度 ［kg／m3］

内蔵ポリブテンパイプ
サイズ ［mm］

重量 ［kg］ 

595×595×40.5

0.36

1.9

5.6

30

外径6×厚さ1

1195×595×40.5

0.72

3.7

5.4

30

外径6×厚さ1

●①
●②

●③

●⑦

●④

●⑤

●⑤

●⑥

空気の流れ

輻
射
と
は

　
冷
暖
房
は
、
熱
が
高
い
所
か
ら
低
い
所
に
移
動

す
る
性
質
を
利
用
し
た
も
の
で
、
熱
の
伝
達
に
は

三
つ
の
様
式
が
あ
り
ま
す
。

①「
伝
導
」は
、物
体
を
媒
体
と
し
て
熱
が
流
れ
る

現
象
を
い
い
ま
す
。

②「
対
流
」は
、物
体
の
周
り
の
空
気
や
水
な
ど
の

流
れ
に
よ
っ
て
熱
が
移
動
す
る
現
象
を
い
い
ま
す
。

③「
輻
射
」は
、
物
質
を
介
さ
ず
、
熱
が
高
い
所
か

ら
低
い
所
へ
流
れ
る
現
象
を
い
い
ま
す
。い
い
例

が
、日
な
た
ぼ
っ
こ
で
す
。気
温
が
低
く
て
も
日

光
が
当
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
暖
か
く
感
じ
、こ

れ
は
太
陽
か
ら
出
さ
れ
る
遠
赤
外
線
の
効
果

で
す
。ま
た
、

夏
場
の
ト
ン

ネ
ル
内
で
涼

し
く
感
じ
る

こ
と
も
輻
射

に
よ
る
も
の

で
す
。

輻
射
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム

　
こ
の
輻
射
と
い
う
性
質
を
利
用
し
た
空
調
が

輻
射
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
で
す
。夏
季
に
は
天
井
に

内
蔵
さ
れ
た
パ
イ
プ
に
冷
水
（
16
〜
20
℃
）
を
流

し
、
天
井
パ
ネ
ル
の
温
度
を
下
げ
る
こ
と
で
身
体

か
ら
熱
を
奪
い
ま
す
。ま
た
、冬
季
に
は
天
井
に
温

水（
30
〜
34
℃
）を
流
し
、天
井
パ
ネ
ル
の
温
度
を

上
げ
る
こ
と
で
身
体
か
ら
熱
を
奪
わ
れ
に
く
く

し
ま
す
。

対
流
式
空
調
の
問
題
点

　
現
在
、
家
庭
や
職
場
で
一
番
普
及
し
て
い
る
冷

暖
房
が
、エ
ア
コ
ン
な
ど
の
対
流
式
空
調
で
す
。設

置
の
し
や
す
さ
か
ら
幅
広
く
普
及
し
て
い
ま
す
が
、

以
下
の
よ
う
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
送
風
口
付
近
と

　
離
れ
た
場
所
で
温
度
差

　
が
で
き
る
。

②
室
内
の
高
低
で

　
温
度
差
が
生
じ
る
。

③
フ
ィ
ル
タ
ー
の
ほ
こ
り
、

　
カ
ビ
、ウ
イ
ル
ス
が

　
ま
き
散
ら
さ
れ
る
。

④
フ
ァ
ン
の
音
が
う
る
さ
い
。

⑤
フ
ァ
ン
や
フ
ィ
ル
タ
ー
を
頻
繁
に
清
掃
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
解
決
で
き
る
空
調
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
、輻
射
冷
暖
房
で
す
。

輻
射
冷
暖
房
b
!
k
l
i
m
a
x

シ
ス
テ
ム

　
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
は
、
輻
射
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
た
め
、
す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
実
績
の

あ
る
イ
タ
リ
ア
、R
D
Z
社
の
b
!
k
l
i
m
a
x

（
ビ
ー
ク
リ
マ
ッ
ク
ス
）
シ
ス
テ
ム
の
採
用
を
決
定

し
ま
し
た
。次
に
、
b
!
k
l
i
m
a
x
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
熱
源
①
で
作
ら
れ
た
冷
温
水
は
、
往
き

の
管
路
で
ポ
ン
プ
機
能
を
持
つ
熱
源
制
御
ユ
ニ
ッ

ト
②
に
送
ら
れ
ま
す
。さ
ら
に
マ
ニ
ホ
ー
ル
ド
（
分

岐
管
）③
に
送
ら
れ
、
分
水
し
、
各
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ

ュ
ー
タ
ー
（
分
岐
継
手
）④
に
送
ら
れ
ま
す
。冷
温

水
は
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
で
分
け
ら
れ
て
、
各

輻
射
天
井
パ
ネ
ル
⑤
に
入
り
、
輻
射
天
井
パ
ネ
ル

の
表
面
温
度
を
調
整
し
ま
す
。輻
射
天
井
パ
ネ
ル

の
パ
イ
プ
内
を
通
過
し
た
冷
温
水
は
、
還
り
の
管

路
で
熱
源
に
戻
り
、
再
び
加
熱
／
冷
却
し
て
循

環
し
ま
す
。

　
輻
射
天
井
パ
ネ
ル
へ
の
冷
温
水
の
循
環
と
は
別

に
、
空
気
調
和
器
⑥
を
設
置
し
、
除
湿（
夏
季
の

み
）・
換
気
を
行
い
ま
す
。こ
の
空
気
調
和
器
で

取
り
込
ん
だ
空
気
を
冷
却
す
る
た
め
熱
源
制
御

ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
冷
水
を
送
り
ま
す
。こ
れ
ら
冷
温
水

人に優しい理想の空調システム「輻射冷暖房b!klimaxシステム」

の
送
水
は
、 

酸
素
透
過
防
止
機
能
付
き
ポ
リ
ブ

テ
ン
パ
イ
プ
⑦
を
使
用
し
ま
す
。

①
熱
源
：
水
道
水
を
加
熱
、
冷
却
し
て
冷
温
水

を
作
り
ま
す
。

②
熱
源
水
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
：
ポ
ン
プ
、
パ
イ
プ
を
コ

ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
キ
ッ
ト
。冷
温
水
を
各
天

井
パ
ネ
ル
や
空
気
調
和
器
に
送
水
し
ま
す
。

③
マ
ニ
ホ
ー
ル
ド（
分
岐
管
）：
軽
量
で
耐
食
性
に

優
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
。水
の
不
純
物
を
取

り
除
く
た
め
の
ス
ト
レ
ー
ナ

ー
を
付
属
し
て
い
ま
す
。

④
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー（
分

岐
継
手
）：
軽
量
で
耐
食

性
に
優
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
。差
し
込
む
だ
け
で
接

続
が
完
了
す
る
ワ
ン
タ
ッ

チ
式
継
手
で
す
。

⑤
輻
射
天
井
パ
ネ
ル
：
グ
リ

ッ
ド
シ
ス
テ
ム
天
井
設
置

型
と
在
来
天
井
取
付
型
の

２
種
類
が
あ
り
、い
ず
れ
も

パ
ネ
ル
内
に
パ
イ
プ
を
内
蔵

し
て
い
ま
す
。

⑥
空
気
調
和
器
：
夏
季
に
室

内
の
除
湿
、換
気
、循
環
を

行
い
ま
す
。

⑦
酸
素
透
過
防
止
機
能
付
き

ポ
リ
ブ
テ
ン
パ
イ
プ
：
耐
久

性
、
可
と
う
性
に
優
れ
た
ポ

リ
ブ
テ
ン
パ
イ
プ
。サ
ビ
の

発
生
を
防
ぐ
酸
素
透
過
防

止
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

※

①
熱
源
、②
熱
源
水
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
、⑥
空
気
調

和
器
は
、日
本
で
の
販
売
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（8）
レ
イ
ア
ウ
ト
の
自
由
度

　
冷
暖
房
の
機
器
類
が
出
っ
張
る
こ
と
が
な
い
の

で
、家
具
の
設
置
に
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
好
み
の
壁
紙
で
天
井
を
仕
上
げ
た
い
場
合
に

は
、石
こ
う
ボ
ー
ド
タ
イ
プ
も
あ
る
た
め
、壁
紙
に

も
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、木
造
、鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
等
住

宅
の
構
造
は
問
い
ま
せ
ん
。熱
源
機
の
場
所
に
よ

り
ま
す
が
、1
階
だ
け
で
な
く
２
、３
階
で
の
使

用
も
可
能
で
す
。

※

パ
ネ
ル
背
面
で
の
パ
イ
プ
接
合
等
の
作
業
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、天
井
裏
に
あ
る
程
度
の
ス
ペ
ー
ス
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

季
は
＋2
℃
、冬
季
は
-2
℃
で
も
同
じ
快
適
性
が

得
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、省
エ
ネ
に
つ
な
が
り

ま
す
。地
下
水
、地
中
熱
、太
陽
熱
な
ど
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、さ

ら
な
る
省
エ
ネ
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
低
減
が

促
進
で
き
ま
す
。ま
た
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
も

下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
、ト
ー
タ
ル
で
大

き
な
削
減
に
な
り
ま
す
。

※

家
庭
用
デ
シ
カ
ン
ト
空
調
機
を
併
用
す
る
こ
と
で
、潜

熱
顕
熱
分
離
処
理
を
行
っ
て
効
率
化
を
図
る
と
共
に
、

輻
射
空
調
の
特
徴
で
あ
る
低
質
熱
源
の
利
用（
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
太
陽
熱
）を
併
用
す
る
こ
と
で
25%

以
上
の
省
エ
ネ
効
果（
通
年
）を
見
込
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。「
戸
建
て
住
宅
で
の
電
気
代
比
較（
例
）」参
照
。

け
ま
せ
ん
。メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
手
間
は
、対
流
式
空

調
に
比
べ
て
格
段
に
削
減
で
き
ま
す
。

（4）
安
全
性

　
室
内
に
燃
焼
機
器
を
設
置
す
る
必
要
が
無
く

安
心
で
す
。ま
た
、天
井
に
設
置
す
る
た
め
、子

供
が
触
れ
る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。壁
に
設
置
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、表
面
の
温
度
は
夏
で
約

20
℃
、冬
で
30
℃
強
と
常
温
に
近
い
た
め
触
っ
て

も
、や
け
ど
等
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（5）
長
寿
命

　
冷
温
水
を
通
す
パ
イ
プ
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で
、

長
期
耐
用
試
験
に
よ
り
50
年
以
上
使
用
で
き
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

※

た
だ
し
、冷
温
水
を
作
る
熱
源
器
は
、一
般
的
な
エ
ア
コ

ン
と
同
程
度
の
耐
用
年
数
と
な
り
ま
す
。

（6）
環
境
性

　
対
流
式
空
調
に
比
べ
て
省
エ
ネ
で
、二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
を
削
減
し
ま
す
。

　
デ
シ
カ
ン
ト
空
調
機
器
※1

な
ど
と
組
み
合
わ

せ
て
、潜
熱
と
顕
熱
を
分
離
し
て
熱
処
理
す
る

「
潜
顕
分
離
空
調
※2

」を
行
う
こ
と
で
、温
度
制

御
に
ム
ダ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
こ
と
な
く
、快

適
な
室
内
環
境
を
創
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

1
：
在
来
方
式
で
は
結
露
す
る
ま
で
温
度
を
下
げ
る
こ

と
で
空
気
内
の
水
分
量
を
除
去
し
、そ
の
後
再
加
熱
を

す
る
こ
と
で
低
湿
度
の
空
気
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
デ
シ
カ
ン
ト
空
調
機
器
で
は
、乾
燥
剤
や
除
湿
剤
を

用
い
る
こ
と
で
温
度
を
変
え
る
こ
と
な
く
湿
度
だ
け
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の
た
め
、過
度

に
冷
や
し
た
り
、再
加
熱
と
言
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス
が

少
な
く
、省
エ
ネ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

※

2
：
潜
熱
と
顕
熱
を
別
々
に
処
理
す
る
こ
と
で
、従
来

の
過
冷
却
を
行
う
空
調
設
備
と
比
較
し
て
冷
水
温
度

を
上
げ
る（
7
℃
↓
18
℃
）こ
と
が
で
き
、熱
源
効
率
を

上
げ
、消
費
電
力
で
約
20
％
の
省
エ
ネ
化
が
可
能
で
す
。

（7）
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

　
輻
射
式
冷
暖
房
は
対
流
式
空
調
に
比
べ
て
夏

b
!
k
l
i
m
a
x
シ
ス
テ
ム
の
特
長

（1）
快
適
性
／
健
康
面

　
冷
房
の
場
合
は
、表
面
温
度
約
20
℃
に
冷
や

さ
れ
た
輻
射
天
井
パ
ネ
ル
が
、人
体
の
輻
射
熱
を

吸
収
す
る
た
め
、部
屋
の
場
所
に
関
わ
ら
ず
均
一

に
涼
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の
た

め
対
流
式
空
調
の
よ
う
に
冷
風
が
直
接
あ
た
る

所
だ
け
寒
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、暖
房
の
場
合
は
、輻
射
天
井
パ
ネ
ル
の
表

面
温
度
が
30
℃
強
に
暖
め
ら
れ
、人
の
表
面
温
度

32
℃
と
ほ
ぼ
同
じ
で
寒
さ
を
感
じ
ず
、快
適
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、暖
か
さ
が
部
屋

全
体
に
行
き
渡
る
た
め
、「
頭
が
ぼ
ー
っ
と
す
る
」

と
か「
足
下
だ
け
が
寒
い
」と
い
う
こ
と
が
起
こ
り

ま
せ
ん
。

　
輻
射
式
冷
暖
房
は
、空
気
を
か
き
回
す
と
い
う

こ
と
が
な
い
の
で
、ウ
ィ
ル
ス
や
ほ
こ
り
を
巻
き
上

げ
る
こ
と
な
く
、空
気
感
染
を
防
ぐ
等
の
メ
リ
ッ

ト
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

（2）
音
の
静
か
さ

　
送
風
機
か
ら
の
送
風
音
が
な
い
の
で
、静
か
な

室
内
環
境
を
保
て
ま
す
。

（3）
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性

　
冷
温
水
の
配
管
に
は
酸
素
防
止
機
能
付
き
パ

イ
プ
を
使
用
し
て
い
る
の
で
、機
器
の
錆
を
防
止

し
、詰
ま
る
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、パ
イ
プ

と
継
手
は
厳
し
い
試
験
条
件
で
性
能
を
確
認
し

て
い
る
の
で
水
漏
れ
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
フ
ィ
ル
タ
ー
や
フ
ァ
ン
が
無
い
た
め
、そ
れ
ら
を

清
掃
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。調
整
や
設
定
が

必
要
な
こ
と
は
、熱
源
水
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
に
集
約
で

き
、ポ
ン
プ
や
バ
ル
ブ
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必

要
な
機
器
は
機
械
室
内
に
集
約
で
き
る
の
で
、冷

暖
房
を
実
際
に
使
用
し
て
い
る
オ
フ
ィ
ス
な
ど
で

作
業
を
す
る
必
要
が
な
く
、使
用
者
に
迷
惑
を
か

特集特集

特集特集

人に優しい理想の空調システム「輻射冷暖房b!klimaxシステム」特集特集

　
近
年
、新
し
い
空
調
シ
ス
テ
ム
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
急
速
に
広
が
っ
て
い
る
の
が
、「
輻
射
冷
暖
房
」。

日
本
で
普
及
し
て
い
る
対
流
式
空
調
と
異
な
り
、天
井
に
設
置
す
る
輻
射
パ
ネ
ル
に
冷
温
水
を
循
環
さ

せ
、室
内
の
温
度
を
調
節
し
ま
す
。温
度
の
偏
り
、ほ
こ
り
、送
風
音
な
ど
対
流
式
空
調
の
問
題
を
解
決

す
る
空
調
と
し
て
、日
本
で
も
注
目
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。今
回
は
、輻
射
式
冷
暖
房
の
特
長
な
ら
び
に

ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
輻
射
冷
暖
房
b
!
k
l
i
m
a
x
シ
ス
テ
ム
を
紹
介
し
ま
す
。

人に優しい理想の空調システム
「輻射冷暖房b!klimaxシステム」

人に優しい理想の空調システム
「輻射冷暖房b!klimaxシステム」

天井輻射パネル（寝室・子供部屋）

冷温水熱源機

太陽熱利用システム

デシカント空調機

エアコン

本体

本体

寝室（10畳）

子供部屋（6畳×2）

̶          

1,245

̶          

520

1,765

̶             

̶             

110

280

390

540

900

1,440

680

900

1,580合　計

年間消費電力(kW/年)

電気代(円/年)

電気代（対流式空調を100％としたときの％）

輻射天井パネル
＋デシカント空調機 対流式空調

夏季  冬季 夏季    冬季

消
費
電
力

【算出条件】    
対　象　面　積： 36.0m2

対　象　居　室：寝室（10 畳）、子供部屋（6 畳）×２……合計 22 畳
輻射パネル面積： 24.5m2 ※対象面積の 70%
汎用石こうボード面積：   7.2m2 ※対象面積の 20%
照　明　面　積：   3.6m2 ※対象面積の 10%

戸建て住宅での電気代比較（例）

輻射冷暖房と対流式空調の性能比較

単位：W

快適性

●

▲

輻射冷暖房

対流式空調

静  音

●

×

メンテナンス性

●

▲

安全性

●

●

長寿命

●

▲

●

▲

環境性

●

▲

●

▲

レイアウトの
自由度

ランニング
コスト

●：優れる、▲：やや劣る、×：劣る

b!klimaxシステム（例）

2,069

41,376

71

2,899

57,984

100

冷

冷冷 冷

暑
暑

暑
暑

直風が
当たる

温度ムラ
ホコリが
舞う

運転音が
気になる

冷温水の流れ
●①⇄●②⇄●③⇄●④⇄●⑤
�
●⑥

２５％以上の
省エネ効果

人からの
放熱が

多くなる

冷水を流し
天井を冷やす

輻射天井パネル

人からの
放熱が

少なくなる

輻射天井パネル

温水を流し
天井を暖める

輻射暖房 輻射冷房

フィルターの
メンテナンス

プラスターパネル
12００×24００

メタルパネル 
６００×６００
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メタルパネル（グリッドシステム天井設置型）

プラスターパネル（在来天井取付型）

アルミシート

パンチングメタル
（スチール製）

酸素透過防止機能付ポリブテンパイプ 
φ6mm（保温材付）

防護フィルム

発泡ポリスチレン  厚さ40mm

アルミシート

プッシュフィットソケット φ6mm

酸素透過防止機能付ポリブテンパイプ 
φ6mm（保温材付）

発泡ポリスチレン厚さ40mm

石膏ボード  厚さ12.5mm

プッシュフィットソケット φ6mm

構  造

構  造

仕  様

仕  様

•パネルの色やパンチング穴のサイズ、パンチング面積などをカスタマイズでき、
さまざまな内装意匠に対応します。

•テナント様のレイアウト変更に伴うパネル配置の変更にも対応可能です（応相談）。
•600×600サイズの場合、1枚当り1.9kgと軽量。
　パンチングメタルにプラスチックパイプと断熱材をセットした一体型ですので、

施工しやすく、天井にすっきりと納まります。
•パネルの4辺が支持部材に乗っているので、耐震性に優れます。
•パネルが開閉できるので、メンテナンス性に優れます。

メタルパネル 
600x600

メタルパネル 
1200x600

メタルパネル 600x600 メタルパネル 1200x600

•木製下地、鋼製下地を問わず、在来工法の天井に設置できます。
•壁紙や塗装による仕上げが可能で、さまざま意匠に対応します。
•通常の石膏ボードと同様の取り付けが可能です。ただし、ビスは長めのものを

お使いください。
•サイズは1200×2400ですが、600×1200までカッターで切断・分割して

ご使用いただけます。

寸法（縦×横×幅） ［mm］ 

輻射面の表面積　 ［m2／1枚当り］

重量　 ［kg］

m2当り重量（水含む） ［kg］

発泡ポリスチレン密度 ［kg／m3］

石膏ボード厚さ ［mm］

石膏ボード密度 ［kg／m3］ 

内蔵ポリブテンパイプサイズ ［mm］ 

1200×2400×52.5※

2.88

29.7

10.5

30

12.5

約750

外径6×厚さ1

上記製品はイタリアRDZ社製です。
※600×1200まで分割可能

新製品紹介 輻射冷暖房用天井パネル

寸法（縦×横×幅）  ［mm］ 

輻射面の表面積  ［m2／1枚当り］

m2当り重量（水含む）［kg］

発泡ポリスチレン
密度 ［kg／m3］

内蔵ポリブテンパイプ
サイズ ［mm］

重量 ［kg］ 

595×595×40.5

0.36

1.9

5.6

30

外径6×厚さ1

1195×595×40.5

0.72

3.7

5.4

30

外径6×厚さ1

●①
●②

●③

●⑦

●④

●⑤

●⑤

●⑥

空気の流れ

輻
射
と
は

　
冷
暖
房
は
、
熱
が
高
い
所
か
ら
低
い
所
に
移
動

す
る
性
質
を
利
用
し
た
も
の
で
、
熱
の
伝
達
に
は

三
つ
の
様
式
が
あ
り
ま
す
。

①「
伝
導
」は
、物
体
を
媒
体
と
し
て
熱
が
流
れ
る

現
象
を
い
い
ま
す
。

②「
対
流
」は
、物
体
の
周
り
の
空
気
や
水
な
ど
の

流
れ
に
よ
っ
て
熱
が
移
動
す
る
現
象
を
い
い
ま
す
。

③「
輻
射
」は
、
物
質
を
介
さ
ず
、
熱
が
高
い
所
か

ら
低
い
所
へ
流
れ
る
現
象
を
い
い
ま
す
。い
い
例

が
、日
な
た
ぼ
っ
こ
で
す
。気
温
が
低
く
て
も
日

光
が
当
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
暖
か
く
感
じ
、こ

れ
は
太
陽
か
ら
出
さ
れ
る
遠
赤
外
線
の
効
果

で
す
。ま
た
、

夏
場
の
ト
ン

ネ
ル
内
で
涼

し
く
感
じ
る

こ
と
も
輻
射

に
よ
る
も
の

で
す
。

輻
射
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム

　
こ
の
輻
射
と
い
う
性
質
を
利
用
し
た
空
調
が

輻
射
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
で
す
。夏
季
に
は
天
井
に

内
蔵
さ
れ
た
パ
イ
プ
に
冷
水
（
16
〜
20
℃
）
を
流

し
、
天
井
パ
ネ
ル
の
温
度
を
下
げ
る
こ
と
で
身
体

か
ら
熱
を
奪
い
ま
す
。ま
た
、冬
季
に
は
天
井
に
温

水（
30
〜
34
℃
）を
流
し
、天
井
パ
ネ
ル
の
温
度
を

上
げ
る
こ
と
で
身
体
か
ら
熱
を
奪
わ
れ
に
く
く

し
ま
す
。

対
流
式
空
調
の
問
題
点

　
現
在
、
家
庭
や
職
場
で
一
番
普
及
し
て
い
る
冷

暖
房
が
、エ
ア
コ
ン
な
ど
の
対
流
式
空
調
で
す
。設

置
の
し
や
す
さ
か
ら
幅
広
く
普
及
し
て
い
ま
す
が
、

以
下
の
よ
う
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
送
風
口
付
近
と

　
離
れ
た
場
所
で
温
度
差

　
が
で
き
る
。

②
室
内
の
高
低
で

　
温
度
差
が
生
じ
る
。

③
フ
ィ
ル
タ
ー
の
ほ
こ
り
、

　
カ
ビ
、ウ
イ
ル
ス
が

　
ま
き
散
ら
さ
れ
る
。

④
フ
ァ
ン
の
音
が
う
る
さ
い
。

⑤
フ
ァ
ン
や
フ
ィ
ル
タ
ー
を
頻
繁
に
清
掃
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
解
決
で
き
る
空
調
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
、輻
射
冷
暖
房
で
す
。

輻
射
冷
暖
房
b
!
k
l
i
m
a
x

シ
ス
テ
ム

　
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
は
、
輻
射
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
た
め
、
す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
実
績
の

あ
る
イ
タ
リ
ア
、R
D
Z
社
の
b
!
k
l
i
m
a
x

（
ビ
ー
ク
リ
マ
ッ
ク
ス
）
シ
ス
テ
ム
の
採
用
を
決
定

し
ま
し
た
。次
に
、
b
!
k
l
i
m
a
x
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
熱
源
①
で
作
ら
れ
た
冷
温
水
は
、
往
き

の
管
路
で
ポ
ン
プ
機
能
を
持
つ
熱
源
制
御
ユ
ニ
ッ

ト
②
に
送
ら
れ
ま
す
。さ
ら
に
マ
ニ
ホ
ー
ル
ド
（
分

岐
管
）③
に
送
ら
れ
、
分
水
し
、
各
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ

ュ
ー
タ
ー
（
分
岐
継
手
）④
に
送
ら
れ
ま
す
。冷
温

水
は
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
で
分
け
ら
れ
て
、
各

輻
射
天
井
パ
ネ
ル
⑤
に
入
り
、
輻
射
天
井
パ
ネ
ル

の
表
面
温
度
を
調
整
し
ま
す
。輻
射
天
井
パ
ネ
ル

の
パ
イ
プ
内
を
通
過
し
た
冷
温
水
は
、
還
り
の
管

路
で
熱
源
に
戻
り
、
再
び
加
熱
／
冷
却
し
て
循

環
し
ま
す
。

　
輻
射
天
井
パ
ネ
ル
へ
の
冷
温
水
の
循
環
と
は
別

に
、
空
気
調
和
器
⑥
を
設
置
し
、
除
湿（
夏
季
の

み
）・
換
気
を
行
い
ま
す
。こ
の
空
気
調
和
器
で

取
り
込
ん
だ
空
気
を
冷
却
す
る
た
め
熱
源
制
御

ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
冷
水
を
送
り
ま
す
。こ
れ
ら
冷
温
水

人に優しい理想の空調システム「輻射冷暖房b!klimaxシステム」

の
送
水
は
、 

酸
素
透
過
防
止
機
能
付
き
ポ
リ
ブ

テ
ン
パ
イ
プ
⑦
を
使
用
し
ま
す
。

①
熱
源
：
水
道
水
を
加
熱
、
冷
却
し
て
冷
温
水

を
作
り
ま
す
。

②
熱
源
水
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
：
ポ
ン
プ
、
パ
イ
プ
を
コ

ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
キ
ッ
ト
。冷
温
水
を
各
天

井
パ
ネ
ル
や
空
気
調
和
器
に
送
水
し
ま
す
。

③
マ
ニ
ホ
ー
ル
ド（
分
岐
管
）：
軽
量
で
耐
食
性
に

優
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
。水
の
不
純
物
を
取

り
除
く
た
め
の
ス
ト
レ
ー
ナ

ー
を
付
属
し
て
い
ま
す
。

④
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー（
分

岐
継
手
）：
軽
量
で
耐
食

性
に
優
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
。差
し
込
む
だ
け
で
接

続
が
完
了
す
る
ワ
ン
タ
ッ

チ
式
継
手
で
す
。

⑤
輻
射
天
井
パ
ネ
ル
：
グ
リ

ッ
ド
シ
ス
テ
ム
天
井
設
置

型
と
在
来
天
井
取
付
型
の

２
種
類
が
あ
り
、い
ず
れ
も

パ
ネ
ル
内
に
パ
イ
プ
を
内
蔵

し
て
い
ま
す
。

⑥
空
気
調
和
器
：
夏
季
に
室

内
の
除
湿
、換
気
、循
環
を

行
い
ま
す
。

⑦
酸
素
透
過
防
止
機
能
付
き

ポ
リ
ブ
テ
ン
パ
イ
プ
：
耐
久

性
、
可
と
う
性
に
優
れ
た
ポ

リ
ブ
テ
ン
パ
イ
プ
。サ
ビ
の

発
生
を
防
ぐ
酸
素
透
過
防

止
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

※

①
熱
源
、②
熱
源
水
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
、⑥
空
気
調

和
器
は
、日
本
で
の
販
売
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（8）
レ
イ
ア
ウ
ト
の
自
由
度

　
冷
暖
房
の
機
器
類
が
出
っ
張
る
こ
と
が
な
い
の

で
、家
具
の
設
置
に
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
好
み
の
壁
紙
で
天
井
を
仕
上
げ
た
い
場
合
に

は
、石
こ
う
ボ
ー
ド
タ
イ
プ
も
あ
る
た
め
、壁
紙
に

も
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、木
造
、鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
等
住

宅
の
構
造
は
問
い
ま
せ
ん
。熱
源
機
の
場
所
に
よ

り
ま
す
が
、1
階
だ
け
で
な
く
２
、３
階
で
の
使

用
も
可
能
で
す
。

※

パ
ネ
ル
背
面
で
の
パ
イ
プ
接
合
等
の
作
業
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、天
井
裏
に
あ
る
程
度
の
ス
ペ
ー
ス
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

季
は
＋2
℃
、冬
季
は
-2
℃
で
も
同
じ
快
適
性
が

得
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、省
エ
ネ
に
つ
な
が
り

ま
す
。地
下
水
、地
中
熱
、太
陽
熱
な
ど
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、さ

ら
な
る
省
エ
ネ
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
低
減
が

促
進
で
き
ま
す
。ま
た
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
も

下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
、ト
ー
タ
ル
で
大

き
な
削
減
に
な
り
ま
す
。

※

家
庭
用
デ
シ
カ
ン
ト
空
調
機
を
併
用
す
る
こ
と
で
、潜

熱
顕
熱
分
離
処
理
を
行
っ
て
効
率
化
を
図
る
と
共
に
、

輻
射
空
調
の
特
徴
で
あ
る
低
質
熱
源
の
利
用（
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
太
陽
熱
）を
併
用
す
る
こ
と
で
25%

以
上
の
省
エ
ネ
効
果（
通
年
）を
見
込
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。「
戸
建
て
住
宅
で
の
電
気
代
比
較（
例
）」参
照
。

け
ま
せ
ん
。メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
手
間
は
、対
流
式
空

調
に
比
べ
て
格
段
に
削
減
で
き
ま
す
。

（4）
安
全
性

　
室
内
に
燃
焼
機
器
を
設
置
す
る
必
要
が
無
く

安
心
で
す
。ま
た
、天
井
に
設
置
す
る
た
め
、子

供
が
触
れ
る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。壁
に
設
置
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、表
面
の
温
度
は
夏
で
約

20
℃
、冬
で
30
℃
強
と
常
温
に
近
い
た
め
触
っ
て

も
、や
け
ど
等
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（5）
長
寿
命

　
冷
温
水
を
通
す
パ
イ
プ
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で
、

長
期
耐
用
試
験
に
よ
り
50
年
以
上
使
用
で
き
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

※

た
だ
し
、冷
温
水
を
作
る
熱
源
器
は
、一
般
的
な
エ
ア
コ

ン
と
同
程
度
の
耐
用
年
数
と
な
り
ま
す
。

（6）
環
境
性

　
対
流
式
空
調
に
比
べ
て
省
エ
ネ
で
、二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
を
削
減
し
ま
す
。

　
デ
シ
カ
ン
ト
空
調
機
器
※1

な
ど
と
組
み
合
わ

せ
て
、潜
熱
と
顕
熱
を
分
離
し
て
熱
処
理
す
る

「
潜
顕
分
離
空
調
※2

」を
行
う
こ
と
で
、温
度
制

御
に
ム
ダ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
こ
と
な
く
、快

適
な
室
内
環
境
を
創
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

1
：
在
来
方
式
で
は
結
露
す
る
ま
で
温
度
を
下
げ
る
こ

と
で
空
気
内
の
水
分
量
を
除
去
し
、そ
の
後
再
加
熱
を

す
る
こ
と
で
低
湿
度
の
空
気
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
デ
シ
カ
ン
ト
空
調
機
器
で
は
、乾
燥
剤
や
除
湿
剤
を

用
い
る
こ
と
で
温
度
を
変
え
る
こ
と
な
く
湿
度
だ
け
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の
た
め
、過
度

に
冷
や
し
た
り
、再
加
熱
と
言
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス
が

少
な
く
、省
エ
ネ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

※

2
：
潜
熱
と
顕
熱
を
別
々
に
処
理
す
る
こ
と
で
、従
来

の
過
冷
却
を
行
う
空
調
設
備
と
比
較
し
て
冷
水
温
度

を
上
げ
る（
7
℃
↓
18
℃
）こ
と
が
で
き
、熱
源
効
率
を

上
げ
、消
費
電
力
で
約
20
％
の
省
エ
ネ
化
が
可
能
で
す
。

（7）
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

　
輻
射
式
冷
暖
房
は
対
流
式
空
調
に
比
べ
て
夏

b
!
k
l
i
m
a
x
シ
ス
テ
ム
の
特
長

（1）
快
適
性
／
健
康
面

　
冷
房
の
場
合
は
、表
面
温
度
約
20
℃
に
冷
や

さ
れ
た
輻
射
天
井
パ
ネ
ル
が
、人
体
の
輻
射
熱
を

吸
収
す
る
た
め
、部
屋
の
場
所
に
関
わ
ら
ず
均
一

に
涼
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の
た

め
対
流
式
空
調
の
よ
う
に
冷
風
が
直
接
あ
た
る

所
だ
け
寒
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、暖
房
の
場
合
は
、輻
射
天
井
パ
ネ
ル
の
表

面
温
度
が
30
℃
強
に
暖
め
ら
れ
、人
の
表
面
温
度

32
℃
と
ほ
ぼ
同
じ
で
寒
さ
を
感
じ
ず
、快
適
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、暖
か
さ
が
部
屋

全
体
に
行
き
渡
る
た
め
、「
頭
が
ぼ
ー
っ
と
す
る
」

と
か「
足
下
だ
け
が
寒
い
」と
い
う
こ
と
が
起
こ
り

ま
せ
ん
。

　
輻
射
式
冷
暖
房
は
、空
気
を
か
き
回
す
と
い
う

こ
と
が
な
い
の
で
、ウ
ィ
ル
ス
や
ほ
こ
り
を
巻
き
上

げ
る
こ
と
な
く
、空
気
感
染
を
防
ぐ
等
の
メ
リ
ッ

ト
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

（2）
音
の
静
か
さ

　
送
風
機
か
ら
の
送
風
音
が
な
い
の
で
、静
か
な

室
内
環
境
を
保
て
ま
す
。

（3）
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性

　
冷
温
水
の
配
管
に
は
酸
素
防
止
機
能
付
き
パ

イ
プ
を
使
用
し
て
い
る
の
で
、機
器
の
錆
を
防
止

し
、詰
ま
る
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、パ
イ
プ

と
継
手
は
厳
し
い
試
験
条
件
で
性
能
を
確
認
し

て
い
る
の
で
水
漏
れ
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
フ
ィ
ル
タ
ー
や
フ
ァ
ン
が
無
い
た
め
、そ
れ
ら
を

清
掃
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。調
整
や
設
定
が

必
要
な
こ
と
は
、熱
源
水
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
に
集
約
で

き
、ポ
ン
プ
や
バ
ル
ブ
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必

要
な
機
器
は
機
械
室
内
に
集
約
で
き
る
の
で
、冷

暖
房
を
実
際
に
使
用
し
て
い
る
オ
フ
ィ
ス
な
ど
で

作
業
を
す
る
必
要
が
な
く
、使
用
者
に
迷
惑
を
か

特集特集

特集特集

人に優しい理想の空調システム「輻射冷暖房b!klimaxシステム」特集特集

　
近
年
、新
し
い
空
調
シ
ス
テ
ム
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
急
速
に
広
が
っ
て
い
る
の
が
、「
輻
射
冷
暖
房
」。

日
本
で
普
及
し
て
い
る
対
流
式
空
調
と
異
な
り
、天
井
に
設
置
す
る
輻
射
パ
ネ
ル
に
冷
温
水
を
循
環
さ

せ
、室
内
の
温
度
を
調
節
し
ま
す
。温
度
の
偏
り
、ほ
こ
り
、送
風
音
な
ど
対
流
式
空
調
の
問
題
を
解
決

す
る
空
調
と
し
て
、日
本
で
も
注
目
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。今
回
は
、輻
射
式
冷
暖
房
の
特
長
な
ら
び
に

ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
輻
射
冷
暖
房
b
!
k
l
i
m
a
x
シ
ス
テ
ム
を
紹
介
し
ま
す
。

人に優しい理想の空調システム
「輻射冷暖房b!klimaxシステム」

人に優しい理想の空調システム
「輻射冷暖房b!klimaxシステム」

天井輻射パネル（寝室・子供部屋）

冷温水熱源機

太陽熱利用システム

デシカント空調機

エアコン

本体

本体

寝室（10畳）

子供部屋（6畳×2）

̶          

1,245

̶          

520

1,765

̶             

̶             

110

280

390

540

900

1,440

680

900

1,580合　計

年間消費電力(kW/年)

電気代(円/年)

電気代（対流式空調を100％としたときの％）

輻射天井パネル
＋デシカント空調機 対流式空調

夏季  冬季 夏季    冬季

消
費
電
力

【算出条件】    
対　象　面　積： 36.0m2

対　象　居　室：寝室（10 畳）、子供部屋（6 畳）×２……合計 22 畳
輻射パネル面積： 24.5m2 ※対象面積の 70%
汎用石こうボード面積：   7.2m2 ※対象面積の 20%
照　明　面　積：   3.6m2 ※対象面積の 10%

戸建て住宅での電気代比較（例）

輻射冷暖房と対流式空調の性能比較

単位：W

快適性

●

▲

輻射冷暖房

対流式空調

静  音

●

×

メンテナンス性

●

▲

安全性

●

●

長寿命

●

▲

●

▲

環境性

●

▲

●

▲

レイアウトの
自由度

ランニング
コスト

●：優れる、▲：やや劣る、×：劣る

b!klimaxシステム（例）

2,069

41,376

71

2,899

57,984

100

冷

冷冷 冷

暑
暑

暑
暑

直風が
当たる

温度ムラ
ホコリが
舞う

運転音が
気になる

冷温水の流れ
●①⇄●②⇄●③⇄●④⇄●⑤
�
●⑥

２５％以上の
省エネ効果

人からの
放熱が

多くなる

冷水を流し
天井を冷やす

輻射天井パネル

人からの
放熱が

少なくなる

輻射天井パネル

温水を流し
天井を暖める

輻射暖房 輻射冷房

フィルターの
メンテナンス

プラスターパネル
12００×24００

メタルパネル 
６００×６００
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堺工場の研究棟に「輻射冷暖房システム」と
「地中熱交換用配管システムGEOGRA®」を設置

■輻射冷暖房システムb!klimaxシステム

堺工場研究棟会議室の輻射天井パネル

ダブルUチューブ

KCニュースKCニュースKCニュース

み
る
と
見
た
目
以
上
に
軽
量
で
す
。配
管
材
と
し
て

専
用
の
酸
素
透
過
防
止
機
能
付
ポ
リ
ブ
テ
ン
パ
イ
プ

（
φ
20
と
φ
6
）が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。パ
イ
プ
に
は

あ
ら
か
じ
め
保
温
材
が
巻
か
れ
て
お
り
、継
手
と
接

続
す
る
と
き
は
、保
温
材
の
先
端
部
分
を
切
り
取
り
、

滑
材
を
塗
布
し
て
挿
入
す
る
だ
け
な
の
で
、施
工
は

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、こ
の
工
事
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
の
が
、輻

射
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
熱
源
に
地
中
熱
を
利
用
す
る

地
中
熱
交
換
用
配
管
シ
ス
テ
ム
工
事
。地
中
は
約
10

m
以
上
の
深
さ
に
な
る
と
年
間
を
通
し
て
ほ
ぼ
一
定

で
あ
り
、夏
は
外
気
温
よ
り
温
度
が
低
く
、冬
は
温
度

が
高
く
な
り
ま
す
。地
中
熱
交
換
用
配
管
シ
ス
テ
ム

は
、地
下
約
50
〜
1
0
0
m
に
パ
イ
プ
を
埋
め
、水
を

循
環
さ
せ
、夏
季
に
は
水
を
冷
や
し
、冬
季
に
は
水
を

暖
め
る
こ
と
で
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
で
の
冷
却
／
加
熱
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
節
約
し
ま
す
。ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の

同
シ
ス
テ
ム
は
、平
成
25
年
10
月
よ
り
販
売
を
開
始

し
、す
で
に
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
に
採
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
今
回
の
工
事
で
は
、1
0
0
m
×
2
本
と
50
m
×
1

本
の
計
3
本
の
熱
交
換
井
を
掘
り
、そ
れ
ぞ
れ
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
製
の
ダ
ブ
ル
U
チ
ュ
ー
ブ
を
挿
入
し
ま
し

た
。ダ
ブ
ル
U
チ
ュ
ー
ブ
に
流
さ
れ
る
水
の
流
量
調
節

は
、バ
ル
ブ
、空
気
弁
、メ
ー
タ
ー
類
を
備
え
た
樹
脂
ヘ

ッ
ダ
ー
で
行
わ
れ
、地
中
で
冷
却
／
加
温
さ
れ
、ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
に
送
ら
れ
ま
す
。

　
一
連
の
工
事
が
完
了
し
た
後
、暖
房
状
態
を
体
感
し

ま
し
た
。第
一
印
象
は
や
は
り
、送
風
音
が
無
く
静
か

で
あ
る
こ
と
。広
い
会
議
室
全
体
が
ほ
ん
の
り
と
し

た
暖
か
さ
に
包
ま
れ
、場
所
に
よ
る
温
度
の
偏
り
が

無
い
こ
と
が
実
感
で
き
ま
し
た
。今
後
は
、対
流
式
空

調
と
の
違
い
を
よ
り
多
く
の
人
に
実
感
し
て
い
た
だ

く
た
め
、輻
射
冷
暖
房
の
体
感
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
使

用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
は
新
し
い
空
調
と
し
て
、エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
が
少
な
く
、健
康
面
で
も
優
れ
た
輻
射
冷

暖
房
シ
ス
テ
ム
に
着
目
し
、環
境
先
進
国
で
あ
る
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
結

果
、輻
射
天
井
パ
ネ
ル
の
他
、床
冷
暖
房
や
除
湿
ユ
ニ

ッ
ト
な
ど
で
豊
富
な
実
績
を
持
つ
イ
タ
リ
ア
R
D
Z

社
と
提
携
し
、b
!
k
l
i
m
a
x（
ビ
ー
ク
リ
マ
ッ

ク
ス
）シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
導
入
に
際
し
て
懸
念
さ
れ
た
こ
と
は
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
と
日
本
の
気
候
の
違
い
。夏
場
は
気
温
が
高
く
て

も
湿
度
が
低
い
た
め
、比
較
的
過
ご
し
や
す
い
の
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
気
候
。一
方
、日
本
の
夏
は
高
温
多
湿

で
、近
年
は
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
も
あ
り
、気
温

が
非
常
に
高
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
日

本
の
気
候
に
対
応
で
き
る
の
か
、あ
る
い
は
対
流
式

空
調
と
ど
の
よ
う
に
違
う
の
か
実
際
に
体
験
で
き

る
施
設
を
作
る
た
め
、ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
堺
工
場
内
、

研
究
棟
会
議
室
に
同
シ
ス
テ
ム
の
設
置
工
事
を
行
い

ま
し
た
。

　
使
用
さ
れ
た
輻

射
天
井
パ
ネ
ル
は
、

グ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム

天
井
設
置
型
の「
メ

タ
ル
パ
ネ
ル
」と
在

来
天
井
取
付
型
の

「
プ
ラ
ス
タ
ー
パ
ネ

ル
」の
２
種
類
。
会

議
室
の
３
／
４
に
メ

タ
ル
パ
ネ
ル
が
使
用

さ
れ
、残
り
の
1
／

4
に
プ
ラ
ス
タ
ー
パ

ネ
ル
が
使
用
さ
れ
ま

し
た
。メ
タ
ル
パ
ネ

ル
は
約
60
㎝
四
方
で
、

実
際
に
手
に
取
っ
て

ガラス片

■環境省
•地熱・地中熱等の利用による低炭素社会推進事業

⑴地熱・地中熱等利用事業の事業化計画
　補助率：地方公共団体　定額（1,000万円上限）
　民間事業者等2/3
⑵地熱・地中熱等利用事業
　補助率：地方公共団体1/2、2/3
　民間事業者等1/3、1/2、定額

■経済産業省
•再生可能エネルギー熱利用加速化支援対策事業

補助率：⑴地域再生可能エネルギー熱導入促進対策事業 補助対象経費
　　　  　の 1/2 以内
　　　  ⑵再生可能エネルギー熱事業者支援対策事業 補助対象経費の
　　　　　1/3以内

•再生可能エネルギー熱利用高度複合システム案件形成調査事業
補助率：定額。ただし、一件当たりの上限を以下のとおり。
　　　　環境影響調査を実施する調査事業：上限3000万円
　　　　上記以外の調査事業：上限1000万円

•再生可能エネルギー熱利用高度複合システム実証事業
補助率：補助対象経費の 1/2 以内
　　　　補助金額は補助対象経費に補助率を乗じた額となります。
　　　　ただし、1件当たりの年間の補助金額の上限額は、原則として10億円

•再生可能エネルギー熱利用技術開発事業
事業費：（平成 26 年度 5 億円）

•平成26年度 ネット・ゼロ・エネルギー・ビル実証事業
補助率：補助対象経費の原則 1/3 以内

•平成26年度住宅のゼロ・エネルギー化推進事業
補助率：補助対象費用の 1/2 以内。補助限度額　一戸あたり165 万円

•平成26年度ネット・ゼロ・エネルギーハウス支援事業
補助率：補助対象費用の 1/2 以内。補助限度額　一戸あたり350 万円

メタルパネル プラスターパネル

以下に本年度の補助金事業の実績を示します。

出典：環境省および経済産業省ホームページより抜粋。
（ご注意）補助事業の詳しくは、各省のホームページ等でご確認ください。

再生可能エネルギーの積極的な活用を促すため、地中熱関連工事対して国から補助金が用意されています。

❶空気調和機 
室内の除湿（夏季のみ）・換気；循環を行います。

❺地中熱ヒートポンプ 
Uチューブ（地中熱交換器）で
採放熱した熱媒を熱源に冷温
水をつくり、熱源水制御ユニッ
トに供給します。

❻樹脂ヘッダー 
樹脂ヘッダー及びバルブによ
り、Uチューブ毎の流量を調節
します。

❷輻射天井パネル
•メタルパネル

（600×600）
•プラスターパネル

（１２00×２４00）

❹熱源水制御
ユニット

地中熱ポンプから
の熱源水の水温
を調整して、天井
パネル・空気調和
機に供給します。

❸マニホールド（分岐管）
熱源水制御ユニットからの冷温水を天井パネ
ルに送るための分岐管です。

❼熱交換井 
ダブルＵチューブ100ｘ2本、55ｍｘ1本を
設置しています。

■地中熱交換用配管システム
　GEOGRA®

●❶ ●❷

●❷
●❸

●❹

●❻

●❼

●❺

地中熱工事関連の補助金について
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「地中熱交換用配管システムGEOGRA®」を設置

■輻射冷暖房システムb!klimaxシステム

堺工場研究棟会議室の輻射天井パネル

ダブルUチューブ

KCニュースKCニュースKCニュース

み
る
と
見
た
目
以
上
に
軽
量
で
す
。配
管
材
と
し
て

専
用
の
酸
素
透
過
防
止
機
能
付
ポ
リ
ブ
テ
ン
パ
イ
プ

（
φ
20
と
φ
6
）が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。パ
イ
プ
に
は

あ
ら
か
じ
め
保
温
材
が
巻
か
れ
て
お
り
、継
手
と
接

続
す
る
と
き
は
、保
温
材
の
先
端
部
分
を
切
り
取
り
、

滑
材
を
塗
布
し
て
挿
入
す
る
だ
け
な
の
で
、施
工
は

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、こ
の
工
事
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
の
が
、輻

射
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
熱
源
に
地
中
熱
を
利
用
す
る

地
中
熱
交
換
用
配
管
シ
ス
テ
ム
工
事
。地
中
は
約
10

m
以
上
の
深
さ
に
な
る
と
年
間
を
通
し
て
ほ
ぼ
一
定

で
あ
り
、夏
は
外
気
温
よ
り
温
度
が
低
く
、冬
は
温
度

が
高
く
な
り
ま
す
。地
中
熱
交
換
用
配
管
シ
ス
テ
ム

は
、地
下
約
50
〜
1
0
0
m
に
パ
イ
プ
を
埋
め
、水
を

循
環
さ
せ
、夏
季
に
は
水
を
冷
や
し
、冬
季
に
は
水
を

暖
め
る
こ
と
で
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
で
の
冷
却
／
加
熱
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
節
約
し
ま
す
。ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の

同
シ
ス
テ
ム
は
、平
成
25
年
10
月
よ
り
販
売
を
開
始

し
、す
で
に
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
に
採
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
今
回
の
工
事
で
は
、1
0
0
m
×
2
本
と
50
m
×
1

本
の
計
3
本
の
熱
交
換
井
を
掘
り
、そ
れ
ぞ
れ
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
製
の
ダ
ブ
ル
U
チ
ュ
ー
ブ
を
挿
入
し
ま
し

た
。ダ
ブ
ル
U
チ
ュ
ー
ブ
に
流
さ
れ
る
水
の
流
量
調
節

は
、バ
ル
ブ
、空
気
弁
、メ
ー
タ
ー
類
を
備
え
た
樹
脂
ヘ

ッ
ダ
ー
で
行
わ
れ
、地
中
で
冷
却
／
加
温
さ
れ
、ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
に
送
ら
れ
ま
す
。

　
一
連
の
工
事
が
完
了
し
た
後
、暖
房
状
態
を
体
感
し

ま
し
た
。第
一
印
象
は
や
は
り
、送
風
音
が
無
く
静
か

で
あ
る
こ
と
。広
い
会
議
室
全
体
が
ほ
ん
の
り
と
し

た
暖
か
さ
に
包
ま
れ
、場
所
に
よ
る
温
度
の
偏
り
が

無
い
こ
と
が
実
感
で
き
ま
し
た
。今
後
は
、対
流
式
空

調
と
の
違
い
を
よ
り
多
く
の
人
に
実
感
し
て
い
た
だ

く
た
め
、輻
射
冷
暖
房
の
体
感
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
使

用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
は
新
し
い
空
調
と
し
て
、エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
が
少
な
く
、健
康
面
で
も
優
れ
た
輻
射
冷

暖
房
シ
ス
テ
ム
に
着
目
し
、環
境
先
進
国
で
あ
る
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
結

果
、輻
射
天
井
パ
ネ
ル
の
他
、床
冷
暖
房
や
除
湿
ユ
ニ

ッ
ト
な
ど
で
豊
富
な
実
績
を
持
つ
イ
タ
リ
ア
R
D
Z

社
と
提
携
し
、b
!
k
l
i
m
a
x（
ビ
ー
ク
リ
マ
ッ

ク
ス
）シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
導
入
に
際
し
て
懸
念
さ
れ
た
こ
と
は
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
と
日
本
の
気
候
の
違
い
。夏
場
は
気
温
が
高
く
て

も
湿
度
が
低
い
た
め
、比
較
的
過
ご
し
や
す
い
の
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
気
候
。一
方
、日
本
の
夏
は
高
温
多
湿

で
、近
年
は
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
も
あ
り
、気
温

が
非
常
に
高
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
日

本
の
気
候
に
対
応
で
き
る
の
か
、あ
る
い
は
対
流
式

空
調
と
ど
の
よ
う
に
違
う
の
か
実
際
に
体
験
で
き

る
施
設
を
作
る
た
め
、ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
堺
工
場
内
、

研
究
棟
会
議
室
に
同
シ
ス
テ
ム
の
設
置
工
事
を
行
い

ま
し
た
。

　
使
用
さ
れ
た
輻

射
天
井
パ
ネ
ル
は
、

グ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム

天
井
設
置
型
の「
メ

タ
ル
パ
ネ
ル
」と
在

来
天
井
取
付
型
の

「
プ
ラ
ス
タ
ー
パ
ネ

ル
」の
２
種
類
。
会

議
室
の
３
／
４
に
メ

タ
ル
パ
ネ
ル
が
使
用

さ
れ
、残
り
の
1
／

4
に
プ
ラ
ス
タ
ー
パ

ネ
ル
が
使
用
さ
れ
ま

し
た
。メ
タ
ル
パ
ネ

ル
は
約
60
㎝
四
方
で
、

実
際
に
手
に
取
っ
て

ガラス片

■環境省
•地熱・地中熱等の利用による低炭素社会推進事業

⑴地熱・地中熱等利用事業の事業化計画
　補助率：地方公共団体　定額（1,000万円上限）
　民間事業者等2/3
⑵地熱・地中熱等利用事業
　補助率：地方公共団体1/2、2/3
　民間事業者等1/3、1/2、定額

■経済産業省
•再生可能エネルギー熱利用加速化支援対策事業

補助率：⑴地域再生可能エネルギー熱導入促進対策事業 補助対象経費
　　　  　の 1/2 以内
　　　  ⑵再生可能エネルギー熱事業者支援対策事業 補助対象経費の
　　　　　1/3以内

•再生可能エネルギー熱利用高度複合システム案件形成調査事業
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•平成26年度住宅のゼロ・エネルギー化推進事業
補助率：補助対象費用の 1/2 以内。補助限度額　一戸あたり165 万円

•平成26年度ネット・ゼロ・エネルギーハウス支援事業
補助率：補助対象費用の 1/2 以内。補助限度額　一戸あたり350 万円

メタルパネル プラスターパネル

以下に本年度の補助金事業の実績を示します。

出典：環境省および経済産業省ホームページより抜粋。
（ご注意）補助事業の詳しくは、各省のホームページ等でご確認ください。

再生可能エネルギーの積極的な活用を促すため、地中熱関連工事対して国から補助金が用意されています。

❶空気調和機 
室内の除湿（夏季のみ）・換気；循環を行います。

❺地中熱ヒートポンプ 
Uチューブ（地中熱交換器）で
採放熱した熱媒を熱源に冷温
水をつくり、熱源水制御ユニッ
トに供給します。

❻樹脂ヘッダー 
樹脂ヘッダー及びバルブによ
り、Uチューブ毎の流量を調節
します。

❷輻射天井パネル
•メタルパネル

（600×600）
•プラスターパネル

（１２00×２４00）

❹熱源水制御
ユニット

地中熱ポンプから
の熱源水の水温
を調整して、天井
パネル・空気調和
機に供給します。

❸マニホールド（分岐管）
熱源水制御ユニットからの冷温水を天井パネ
ルに送るための分岐管です。

❼熱交換井 
ダブルＵチューブ100ｘ2本、55ｍｘ1本を
設置しています。

■地中熱交換用配管システム
　GEOGRA®

●❶ ●❷

●❷
●❸

●❹

●❻

●❼

●❺

地中熱工事関連の補助金について
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φ
7
5
、1
0
0
の
配
水
管
に
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
管
が
採
用

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
中
で
も
と
り
わ

け
大
き
な
津
波
の
被
害
を
受
け
た
岩
手
県
大
槌

町
。民
宿
の
上
に
乗
っ
た
観
光
船
の
映
像
は
、震

災
の
記
録
と
し
て
今
で
も
記
憶
に
残
る
。そ
ん
な

震
災
か
ら
三
年
が
経
過
し
、復
興
工
事
が
本
格
化

し
て
い
る
。町
の
中
心
地
、町
方
地
区
で
は
ほ
ぼ

全
域
で
工
事
車
両
が
入
り
、沈
下
量
を
量
る
た
め

の
試
験
盛
り
土
が
行
わ
れ
て
い
る
。沈
下
が
安
定

し
た
状
態
で
本
格
的
な
土
木
工
事
が
始
ま
り
、住

宅
や
商
業
施
設
が
建
設
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

 

　
町
内
の
復
興
工
事
で
使
用
さ
れ
る
φ
75
、

φ
1
0
0
の
配
水
管
に
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
が
使

用
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
、本
格
的
な
工
事
の
前

に
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
が
施
工
講
習
会
を
主
催
し

た
。4
月
16
日
、大
槌
町
大
ケ
口
多
目
的
集
会
ホ

ー
ル
に
は
、地
元
の
建
設
会
社
か
ら
20
名
余
り
の

参
加
者
が
集
ま
っ
た
。

　
講
習
会
は
、ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の
耐
震
管
と
し

て
の
歩
み
、基
本
特
性
、E
F
接
合
の
強
度
お
よ

び
基
本
的
な
施
工
方
法
な
ど
を
紹
介
す
る
ビ
デ

オ
の
視
聴
か
ら
ス
タ
ー
ト
。そ
の
後
、ク
ボ
タ
シ

ー
ア
イ
の
技
術
担
当
か
ら
パ
イ
プ
や
継
手
の
紹

介
や
、施
工
ポ
イ
ン
ト
の
解
説
が
あ
り
、一
時
間

ほ
ど
の
座
学
は
終
了
し
た
。

復
興
工
事
を
加
速
さ
せ
る
2
個
同
時

通
電
工
法

　
引
き
続
き
、会
場
の
外
に
出
て
E
F
接
合
の
実

習
が
行
わ
れ
た
。こ
の
実
習
の
テ
ー
マ
は
、ク
ボ

タ
シ
ー
ア
イ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の「
2
個
同
時
通
電
工

法
」。通
常
、一
台
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
に
対
し
て
一

箇
所
の
接
合
を
行
う
と
こ
ろ
を
、2
又
の
ケ
ー
ブ

ル
で
一
気
に
2
箇
所
の
接
合
を
行
な
う
。迅
速
に

配
管
距
離
を
延
ば
す
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
復
興

工
事
に
は
重
要
な
接
合
方
法
で
あ
る
。

　
ま
ず
は
φ
75×

5
ｍ
の
片
受
直
管
の
接
続
部

表
面
を
切
削
。標
線
長
さ
の
記
入
は
ス
ケ
ー
ル
を

使
用
せ
ず
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
マ
ー
キ
ン
グ
治

具
を
使
っ
て
簡
単
に
作
業
が
で
き
る
こ
と
が
紹

介
さ
れ
た
。電
動
ス
ク
レ
ー
パ
ー
で
切
削
し
た
後
、

エ
タ
ノ
ー
ル
で
清
掃
。チ
ェ
ー
ン
ク
ラ
ン
プ
で
パ

イ
プ
を
固
定
し
、同
時
通
電
用
ケ
ー
ブ
ル
の
一
方

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
の
ケ
ー
ブ
ル
に
接
続
し
、も
う

一
方
を
2
箇
所
の
片
受
直
管
の
ソ
ケ
ッ
ト
端
子

に
接
続
し
た
。付
属
の
カ
ー
ド
の
バ
ー
コ
ー
ド
を

読
み
取
り
、通
電
が
開
始
さ
れ
、２
分
半
ほ
ど
で

融
着
が
終
了
。冷
却
終
了
時
間
を
受
け
口
に
記
入

し
て
、冷
却
時
間
10
分
で
接
合
が
完
了
。

　
実
習
の
中
で
は
、清

掃
用
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル

や
ア
ル
コ
ー
ル
の
選
定

方
法
や
電
動
ス
ク
レ
ー

パ
ー
や
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

な
ど
の
工
具
の
正
し
い

使
い
方
な
ど
を
、作
業

者
が
陥
り
や
す
い
失
敗

事
例
も
交
え
な
が
ら
解

説
が
行
わ
れ
、参
加
者

は
注
意
深
く
耳
を
傾
け

て
い
た
。

三
浦
設
備
株
式
会
社 

三
浦 

年
和
さ
ん 

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の

施
工
経
験
は
あ
る
が
、

確
認
の
た
め
に
参
加
。

通
常
は
鋳
鉄
管
な
ど

の
仕
事
が
メ
イ
ン
で
、

そ
れ
と
比
べ
れ
ば
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
は
施
工
方

法
が
簡
単
で
管
も
軽
量
な
の
で
楽
で
あ
る
。明
日

か
ら
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の
工
事
が
始
ま
る
の
で

参
考
に
し
た
い
。 

復興工事に大きな力を発揮する水道配水用ポリエチレンパイプ

復興工事に大きな力を発揮する

講習風景
クボタシーアイ技術担当から、施工のポイントを解説。

接合断面の確認
EF接合の断面を実際に
手に取って確認する参加者。

がんばろう

東 北
がんばろう

東 北
被災地レポート被災地レポート

水道配水用ポリエチレンパイプ
岩手県大槌町

水道配水用ポリエチレンパイプ

座学のようす

EF接合の実習参加者の声

Interview

岩手県大槌町水道事業所
所長　田中 寛之さん

２個同時通電工法　1つのコントローラで2箇所の接合が可能。

バーコードの読み取り
バーコードリーダーで付属の
カードの片受口2個同時通電
のデータを読み込み。

町方地区の復興工事のようす
5mの試験盛り土を行い、沈下が落ち着い
た後に2.2mまで削って住宅が建てられる。

蓬莱島(ほうらいじま)
人形劇『ひょっこりひょうたん島』のモデル
になったとされる大槌町のシンボル。

通電の開始
コントローラの出力ケーブル
を端子に接続して通電を行う。

標線長さの記入
スケールを使わず、マーキ
ング治具を使って簡単に標
線長さを記入。

融着面の切削
電動スクレーパーを使って融着面
を切削。

マーキング
治具

2個同時通電工法

EF片受直管（5m）

コントローラ

同時通電用ケーブル
（ロング）

┃
水
道
関
連
の
復
興
計
画
に
つ
い
て

　
町
内
に
は
何
カ
所
も
被
災
し
た
地
区
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
住
宅
地
の
高
台
移
転
が
計
画
さ
れ
て
、

現
状
の
配
水
池
か
ら
ポ
ン
プ
圧
送
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、神
戸
市
水

道
局
の
協
力
を
得
て
、高
台
移
転
を
カ
バ
ー
す
る

高
さ
に
配
水
池
を
新
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。今
年
か
ら
来
年
に
か
け
て
こ
の
配
水
池
を
含

め
た
大
き
な
工
事
が
控
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、津
波
の
被
害
が
あ
っ
た
所
で
も
、か
さ
上

げ
を
行
い
住
宅
建
設
が
行
わ
れ
ま
す
。こ
れ
ら
新

し
い
造
成
地
を
結
ぶ
幹
線
管
路
に
は
φ
1
5
0

以
上
の
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
、各
造
成
地
内
の
φ

1
0
0
以
下
の
配
水
管
路
に
は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

管
の
採
用
を
決
め
ま
し
た
。配
管
距
離
で
考
え
る

と
φ
1
0
0
以
下
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
は
、幹
線

管
路
よ
り
長
く
な
り
ま
す
か
ら
復
興
工
事
の
中

で
も
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
ま
す
。

┃
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の
採
用
に
つ
い
て

　
大
槌
町
内
で
平
成
19
年
よ
り
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

管
の
採
用
実
績
が
あ
り
、復
興
工
事
で
は
口
径
に

よ
る
管
種
の
使
い
分
け
を
考
え
て
き
ま
し
た
。経

済
比
較
で
は
φ
1
0
0
あ
る
い
は
φ
1
5
0
ぐ

ら
い
で
分
岐
点
が
あ
る
と
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

社
の
試
算
が
あ
り
、φ
1
0
0
以
下
の
口
径
で
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
管
の
採
用
を
決
め
ま
し
た
。

　
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の
性
能
的
な
メ
リ
ッ
ト
は
、

管
の
柔
軟
性
で
す
。新
し
い
住
宅
地
は
碁
盤
目
状

に
区
画
さ
れ
る
と
こ
ろ
ば
か
り
で
は
な
く
、カ
ー

ブ
し
た
道
路
も
あ
り
ま
す
。ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
は

柔
軟
性
を
生
か
し
た
生
曲
げ
が
で
き
る
の
で
、あ

る
程
度
の
カ
ー
ブ
で
あ
れ
ば
小
角
の
ベ
ン
ド
を

使
用
せ
ず
施
工
で
き
る
の
で
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

会
社
も
工
事
計
画
が
立
て
や
す
い
の
で
す
。 

　

　
ま
た
、工
事
会
社
で
も
軽
量
な
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

┃
震
災
に
よ
る
水
道
管
路
の
被
害
に
つ
い
て

　
地
震
に
よ
る
水
道
管
路
の
被
害
は
ほ
と
ん
ど

無
か
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。被
害
の
大
部
分
が

津
波
に
よ
る
も
の
で
、道
路
ご
と
水
道
管
路
や
下

水
管
路
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

特
に
津
波
が
引
い
て
い
く
と
き
に
、ボ
ッ
ク
ス
カ

ル
バ
ー
ト
等
で
流
速
の
速
い
所
が
で
き
、根
こ
そ

ぎ
や
ら
れ
ま
し
た
。し
た
が
っ
て
、管
種
別
の
耐

震
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
。

管
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。人
力
で
パ
イ
プ
の

運
搬
が
で
き
ま
す
し
、軽
量
で
あ
る
と
い
う
こ
と

自
体
が
安
全
な
工
事
に
繋
が
り
ま
す
。現
在
、水

道
管
工
事
を
行
っ
て
い
る
町
内
5
社
の
う
ち
4

社
が
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の
工
事
実
績
を
も
っ
て

い
ま
す
。

┃
復
興
工
事
の
課
題
に
つ
い
て

　
被
災
地
が
沿
岸
部
の
広
い
地
域
に
お
よ
ぶ
た

め
、慢
性
的
な
人
不
足
で
、工
事
会
社
の
指
名
も

難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。町
内
や
周
辺
の
工
事

会
社
だ
け
で
は
間
に
合
わ
な
い
た
め
、県
内
を
対

象
に
入
札
・
指
名
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
復
興
を
遅
ら
せ
る
わ
け
に
い
き
ま
せ
ん
か
ら
、

各
造
成
地
内
は
C
M（
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）方
式※

で
工
事
を
行
え
る
よ
う

現
在
、準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、全

国
の
工
事
会
社
が
参
入
し
、工
事
の
ス
ピ
ー
ド
が

確
保
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
所
と
し
て
は
、各
造
成
地
ま
で
配

管
を
担
当
す
る
予
定
で
す
が
、水
道
工
事
は
基

本
的
に
道
路
が
で
き
た
後
の
作
業
の
た
め
、道

路
工
事
な
ど
他
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
影
響
さ
れ

ま
す
。ま
た
、町
内
各
地
の
住
宅
予
定
地
は
、住

民
と
の
移
転
等
の
合
意
が
で
き
た
と
こ
ろ
か
ら

早
く
進
む
の
で
、ど
う
し
て
も
進
捗
に
ば
ら
つ

き
が
で
ま
す
。こ
の
よ
う
に
進
捗
を
調
整
す
る

の
は
大
変
で
す
が
、水
が
な
い
と
生
活
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、周
辺
の
工
事
と
う
ま
く
同
期
を

取
り
な
が
ら
、何
と
か
早
期
に
復
興
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

※
C
M
方
式
：
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
工
期
遅
延
、予
算
超
過
な
ど

を
防
止
す
る
た
め
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
専
門
に
行
う
C
M
R

（
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）が
、発
注
者
、設
計

者
と
一
体
と
な
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
般
を
運
営
管
理

す
る
方
式
。

大
槌
町
で
水
道
の
復
興
工
事
を
担
当
す
る

大
槌
町
水
道
事
業
所
の
田
中
所
長
に

現
在
の
状
況
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。



PAL/Vol.17210 PAL/Vol.172 9

φ
7
5
、1
0
0
の
配
水
管
に
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
管
が
採
用

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
中
で
も
と
り
わ

け
大
き
な
津
波
の
被
害
を
受
け
た
岩
手
県
大
槌

町
。民
宿
の
上
に
乗
っ
た
観
光
船
の
映
像
は
、震

災
の
記
録
と
し
て
今
で
も
記
憶
に
残
る
。そ
ん
な

震
災
か
ら
三
年
が
経
過
し
、復
興
工
事
が
本
格
化

し
て
い
る
。町
の
中
心
地
、町
方
地
区
で
は
ほ
ぼ

全
域
で
工
事
車
両
が
入
り
、沈
下
量
を
量
る
た
め

の
試
験
盛
り
土
が
行
わ
れ
て
い
る
。沈
下
が
安
定

し
た
状
態
で
本
格
的
な
土
木
工
事
が
始
ま
り
、住

宅
や
商
業
施
設
が
建
設
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

 

　
町
内
の
復
興
工
事
で
使
用
さ
れ
る
φ
75
、

φ
1
0
0
の
配
水
管
に
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
が
使

用
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
、本
格
的
な
工
事
の
前

に
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
が
施
工
講
習
会
を
主
催
し

た
。4
月
16
日
、大
槌
町
大
ケ
口
多
目
的
集
会
ホ

ー
ル
に
は
、地
元
の
建
設
会
社
か
ら
20
名
余
り
の

参
加
者
が
集
ま
っ
た
。

　
講
習
会
は
、ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の
耐
震
管
と
し

て
の
歩
み
、基
本
特
性
、E
F
接
合
の
強
度
お
よ

び
基
本
的
な
施
工
方
法
な
ど
を
紹
介
す
る
ビ
デ

オ
の
視
聴
か
ら
ス
タ
ー
ト
。そ
の
後
、ク
ボ
タ
シ

ー
ア
イ
の
技
術
担
当
か
ら
パ
イ
プ
や
継
手
の
紹

介
や
、施
工
ポ
イ
ン
ト
の
解
説
が
あ
り
、一
時
間

ほ
ど
の
座
学
は
終
了
し
た
。

復
興
工
事
を
加
速
さ
せ
る
2
個
同
時

通
電
工
法

　
引
き
続
き
、会
場
の
外
に
出
て
E
F
接
合
の
実

習
が
行
わ
れ
た
。こ
の
実
習
の
テ
ー
マ
は
、ク
ボ

タ
シ
ー
ア
イ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の「
2
個
同
時
通
電
工

法
」。通
常
、一
台
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
に
対
し
て
一

箇
所
の
接
合
を
行
う
と
こ
ろ
を
、2
又
の
ケ
ー
ブ

ル
で
一
気
に
2
箇
所
の
接
合
を
行
な
う
。迅
速
に

配
管
距
離
を
延
ば
す
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
復
興

工
事
に
は
重
要
な
接
合
方
法
で
あ
る
。

　
ま
ず
は
φ
75×

5
ｍ
の
片
受
直
管
の
接
続
部

表
面
を
切
削
。標
線
長
さ
の
記
入
は
ス
ケ
ー
ル
を

使
用
せ
ず
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
マ
ー
キ
ン
グ
治

具
を
使
っ
て
簡
単
に
作
業
が
で
き
る
こ
と
が
紹

介
さ
れ
た
。電
動
ス
ク
レ
ー
パ
ー
で
切
削
し
た
後
、

エ
タ
ノ
ー
ル
で
清
掃
。チ
ェ
ー
ン
ク
ラ
ン
プ
で
パ

イ
プ
を
固
定
し
、同
時
通
電
用
ケ
ー
ブ
ル
の
一
方

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
の
ケ
ー
ブ
ル
に
接
続
し
、も
う

一
方
を
2
箇
所
の
片
受
直
管
の
ソ
ケ
ッ
ト
端
子

に
接
続
し
た
。付
属
の
カ
ー
ド
の
バ
ー
コ
ー
ド
を

読
み
取
り
、通
電
が
開
始
さ
れ
、２
分
半
ほ
ど
で

融
着
が
終
了
。冷
却
終
了
時
間
を
受
け
口
に
記
入

し
て
、冷
却
時
間
10
分
で
接
合
が
完
了
。

　
実
習
の
中
で
は
、清

掃
用
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル

や
ア
ル
コ
ー
ル
の
選
定

方
法
や
電
動
ス
ク
レ
ー

パ
ー
や
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

な
ど
の
工
具
の
正
し
い

使
い
方
な
ど
を
、作
業

者
が
陥
り
や
す
い
失
敗

事
例
も
交
え
な
が
ら
解

説
が
行
わ
れ
、参
加
者

は
注
意
深
く
耳
を
傾
け

て
い
た
。

三
浦
設
備
株
式
会
社 

三
浦 

年
和
さ
ん 

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の

施
工
経
験
は
あ
る
が
、

確
認
の
た
め
に
参
加
。

通
常
は
鋳
鉄
管
な
ど

の
仕
事
が
メ
イ
ン
で
、

そ
れ
と
比
べ
れ
ば
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
は
施
工
方

法
が
簡
単
で
管
も
軽
量
な
の
で
楽
で
あ
る
。明
日

か
ら
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の
工
事
が
始
ま
る
の
で

参
考
に
し
た
い
。 

復興工事に大きな力を発揮する水道配水用ポリエチレンパイプ

復興工事に大きな力を発揮する

講習風景
クボタシーアイ技術担当から、施工のポイントを解説。

接合断面の確認
EF接合の断面を実際に
手に取って確認する参加者。

がんばろう

東 北
がんばろう

東 北
被災地レポート被災地レポート

水道配水用ポリエチレンパイプ
岩手県大槌町

水道配水用ポリエチレンパイプ

座学のようす

EF接合の実習参加者の声

Interview

岩手県大槌町水道事業所
所長　田中 寛之さん

２個同時通電工法　1つのコントローラで2箇所の接合が可能。

バーコードの読み取り
バーコードリーダーで付属の
カードの片受口2個同時通電
のデータを読み込み。

町方地区の復興工事のようす
5mの試験盛り土を行い、沈下が落ち着い
た後に2.2mまで削って住宅が建てられる。

蓬莱島(ほうらいじま)
人形劇『ひょっこりひょうたん島』のモデル
になったとされる大槌町のシンボル。

通電の開始
コントローラの出力ケーブル
を端子に接続して通電を行う。

標線長さの記入
スケールを使わず、マーキ
ング治具を使って簡単に標
線長さを記入。

融着面の切削
電動スクレーパーを使って融着面
を切削。

マーキング
治具

2個同時通電工法

EF片受直管（5m）

コントローラ

同時通電用ケーブル
（ロング）

┃
水
道
関
連
の
復
興
計
画
に
つ
い
て

　
町
内
に
は
何
カ
所
も
被
災
し
た
地
区
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
住
宅
地
の
高
台
移
転
が
計
画
さ
れ
て
、

現
状
の
配
水
池
か
ら
ポ
ン
プ
圧
送
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、神
戸
市
水

道
局
の
協
力
を
得
て
、高
台
移
転
を
カ
バ
ー
す
る

高
さ
に
配
水
池
を
新
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。今
年
か
ら
来
年
に
か
け
て
こ
の
配
水
池
を
含

め
た
大
き
な
工
事
が
控
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、津
波
の
被
害
が
あ
っ
た
所
で
も
、か
さ
上

げ
を
行
い
住
宅
建
設
が
行
わ
れ
ま
す
。こ
れ
ら
新

し
い
造
成
地
を
結
ぶ
幹
線
管
路
に
は
φ
1
5
0

以
上
の
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
、各
造
成
地
内
の
φ

1
0
0
以
下
の
配
水
管
路
に
は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

管
の
採
用
を
決
め
ま
し
た
。配
管
距
離
で
考
え
る

と
φ
1
0
0
以
下
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
は
、幹
線

管
路
よ
り
長
く
な
り
ま
す
か
ら
復
興
工
事
の
中

で
も
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
ま
す
。

┃
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の
採
用
に
つ
い
て

　
大
槌
町
内
で
平
成
19
年
よ
り
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

管
の
採
用
実
績
が
あ
り
、復
興
工
事
で
は
口
径
に

よ
る
管
種
の
使
い
分
け
を
考
え
て
き
ま
し
た
。経

済
比
較
で
は
φ
1
0
0
あ
る
い
は
φ
1
5
0
ぐ

ら
い
で
分
岐
点
が
あ
る
と
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

社
の
試
算
が
あ
り
、φ
1
0
0
以
下
の
口
径
で
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
管
の
採
用
を
決
め
ま
し
た
。

　
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の
性
能
的
な
メ
リ
ッ
ト
は
、

管
の
柔
軟
性
で
す
。新
し
い
住
宅
地
は
碁
盤
目
状

に
区
画
さ
れ
る
と
こ
ろ
ば
か
り
で
は
な
く
、カ
ー

ブ
し
た
道
路
も
あ
り
ま
す
。ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
は

柔
軟
性
を
生
か
し
た
生
曲
げ
が
で
き
る
の
で
、あ

る
程
度
の
カ
ー
ブ
で
あ
れ
ば
小
角
の
ベ
ン
ド
を

使
用
せ
ず
施
工
で
き
る
の
で
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

会
社
も
工
事
計
画
が
立
て
や
す
い
の
で
す
。 

　

　
ま
た
、工
事
会
社
で
も
軽
量
な
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

┃
震
災
に
よ
る
水
道
管
路
の
被
害
に
つ
い
て

　
地
震
に
よ
る
水
道
管
路
の
被
害
は
ほ
と
ん
ど

無
か
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。被
害
の
大
部
分
が

津
波
に
よ
る
も
の
で
、道
路
ご
と
水
道
管
路
や
下

水
管
路
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

特
に
津
波
が
引
い
て
い
く
と
き
に
、ボ
ッ
ク
ス
カ

ル
バ
ー
ト
等
で
流
速
の
速
い
所
が
で
き
、根
こ
そ

ぎ
や
ら
れ
ま
し
た
。し
た
が
っ
て
、管
種
別
の
耐

震
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
。

管
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。人
力
で
パ
イ
プ
の

運
搬
が
で
き
ま
す
し
、軽
量
で
あ
る
と
い
う
こ
と

自
体
が
安
全
な
工
事
に
繋
が
り
ま
す
。現
在
、水

道
管
工
事
を
行
っ
て
い
る
町
内
5
社
の
う
ち
4

社
が
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の
工
事
実
績
を
も
っ
て

い
ま
す
。

┃
復
興
工
事
の
課
題
に
つ
い
て

　
被
災
地
が
沿
岸
部
の
広
い
地
域
に
お
よ
ぶ
た

め
、慢
性
的
な
人
不
足
で
、工
事
会
社
の
指
名
も

難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。町
内
や
周
辺
の
工
事

会
社
だ
け
で
は
間
に
合
わ
な
い
た
め
、県
内
を
対

象
に
入
札
・
指
名
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
復
興
を
遅
ら
せ
る
わ
け
に
い
き
ま
せ
ん
か
ら
、

各
造
成
地
内
は
C
M（
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）方
式※

で
工
事
を
行
え
る
よ
う

現
在
、準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、全

国
の
工
事
会
社
が
参
入
し
、工
事
の
ス
ピ
ー
ド
が

確
保
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
所
と
し
て
は
、各
造
成
地
ま
で
配

管
を
担
当
す
る
予
定
で
す
が
、水
道
工
事
は
基

本
的
に
道
路
が
で
き
た
後
の
作
業
の
た
め
、道

路
工
事
な
ど
他
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
影
響
さ
れ

ま
す
。ま
た
、町
内
各
地
の
住
宅
予
定
地
は
、住

民
と
の
移
転
等
の
合
意
が
で
き
た
と
こ
ろ
か
ら

早
く
進
む
の
で
、ど
う
し
て
も
進
捗
に
ば
ら
つ

き
が
で
ま
す
。こ
の
よ
う
に
進
捗
を
調
整
す
る

の
は
大
変
で
す
が
、水
が
な
い
と
生
活
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、周
辺
の
工
事
と
う
ま
く
同
期
を

取
り
な
が
ら
、何
と
か
早
期
に
復
興
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

※
C
M
方
式
：
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
工
期
遅
延
、予
算
超
過
な
ど

を
防
止
す
る
た
め
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
専
門
に
行
う
C
M
R

（
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）が
、発
注
者
、設
計

者
と
一
体
と
な
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
般
を
運
営
管
理

す
る
方
式
。

大
槌
町
で
水
道
の
復
興
工
事
を
担
当
す
る

大
槌
町
水
道
事
業
所
の
田
中
所
長
に

現
在
の
状
況
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。
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洋室

クローゼット

シューズ
クローゼット

洋室

MB

TR

玄関

アルコープ

廊下

洗面室
（非常用）

浴室

トイレ

納戸

リビング

洗濯機
置場

PS

PS

貯めてるゾー

2L×9本分

天井裏などデッドスペースに設置可能

メーター
ボックスから

非常兼用給水栓が
台所の場合
非常兼用給水栓が
洗面台の場合

災害自立型の高級マンションに
採用された「貯めてるゾー18L」
災害自立型の高級マンションに
採用された「貯めてるゾー18L」

準
を
策
定
し
、防
災
マ
ン
シ
ョ
ン
と
し
て
認
定
す

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。そ
ん
な
災
害
対
応
マ
ン
シ
ョ
ン

が
建
設
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、名
古
屋
市

の「
ゼ
ス
タ
鶴
舞
」を
取
材
し
た
。

　
ゼ
ス
タ
鶴
舞
が
あ
る
の
は
、名
古
屋
市
昭
和
区

鶴
舞
。最
寄
り
駅
の
地
下
鉄
、鶴
舞
線「
荒
畑
駅
」

か
ら
徒
歩
約
3
分
の
便
利
な
場
所
だ
。そ
ば
に
は
幹

線
道
路
の
山
王
通
り
が
走
っ
て
い
る
が
、こ
の
通
り

か
ら一本
内
側
に
入
っ
て
い
る
た
め
、非
常
に
静
か
で

あ
る
。近
隣
に
は
、明
治
42
年
名
古
屋
市
が
最
初
に

整
備
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
鶴
舞
公
園
が
あ
り
、日

本
さ
く
ら
名
所
百
選
に
選
定
さ
れ
て
い
る
桜
を
は

じ
め
四
季
の
自
然
が
楽
し
め
る
。

　
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
自
立
す

る
ゆ
と
り
の
レ
ジ
デ
ン
ス
」。
18
戸
中
13
戸
が

1
0
0
㎡
超
の
専
有
面
積
を
持
ち
、間
取
り
も

個
々
の
部
屋
を
広
く
す
る
こ
と
で〝
ゆ
と
り
〞の

住
環
境
を
実
現
さ
せ
た
。さ
ら
に〝
自
立
す
る
〞と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
は
、以
下
の
よ
う
な
3
つ
の

内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

⑴
光
や
風
な
ど
自
然
の
恵
み
を
取
入
れ
、快
適
に

生
活
す
る

⑵
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
と
省
エ
ネ
技
術
を
活

用
し
て
、賢
く
生
活
す
る

⑶
水
や
電
気
を
備
蓄
し
、災
害
に
備
え
て
生
活
す
る

　
こ
の
災
害
対
策
が
加
え
ら
れ
た
理
由
は
、や
は

り
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
。ひ
と
た
び
大

地
震
が
発
生
す
れ
ば
、停
電
や
断
水
と
な
り
、住

宅
に
被
害
が
無
く
て
も
生
活
で
き
な
く
な
る
。自

立
し
た
生
活
を
続
け
る
た
め
に
は
、飲
料
水
や

電
気
の
確
保
が
欠
か
せ
な
い
。そ
の
よ
う
な
理
由

か
ら
、飲
料
水
の
備
蓄
に
採
用
さ
れ
た
の
が
、ク

ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
貯
水
機
能
付
防
災
ヘ
ッ
ダ
ー

「
貯
め
て
る
ゾ
ー
18
L
」。

各
住
戸
で
飲
料
水
の
確
保
が
可
能

　
貯
め
て
る
ゾ
ー
は
、断
水
時
に
普
段
使
用
し
て

い
る
水
栓（
非
常
兼
用
）か
ら
、重
力
で
18
L
の
飲

料
水
を
取
水
で
き
る
。ま
た
、通
常
時
は
水
の
使

用
に
よ
り
タ
ン
ク
の
中
が
新
し
い
水
に
入
れ
替
わ

る
た
め
、常
に
新
し
い
水
を
備
蓄
す
る
こ
と
が
可

能
だ
。こ
れ
ら
の
特
長
を
採
用
理
由
と
し
て
あ
げ

た
の
が
、 

売
り
主
で
あ
る
岡
谷
鋼
機
株
式
会
社
・

建
設
部
の
八
幡
樹
幸
さ
ん
。「
も
ち
ろ
ん
、マ
ン
シ
ョ

ン
全
体
で
大
型
タ
ン
ク
を
用
意
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
が
、タ
ン
ク
に
水
を
取
り
行
く
の
は
大
変
で

す
。ま
た
、備
蓄
保
管
倉
庫
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
保

管
も
検
討
し
ま
し
た
が
、や
は
り
保
管
場
所
ま
で

取
り
に
行
く
必
要
や
、賞
味
期
限
切
れ
に
よ
る
買

い
替
え
も
必
要
な
た
め
、そ
れ
ら
が
不
要
な
貯
め

て
る
ゾ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。貯
め

て
る
ゾ
ー
は
各
家
庭
で
飲
料
水
の
備
蓄
が
で
き
、

通
常
の
使
用
で
新
し
い
水
に
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

容
量
も
18
L
あ
り
ま
す
か
ら
、3
人
家
族
で
2
日

ぐ
ら
い
は
保
つ
の
で
安
心
で
す
」。

非
常
時
は
洗
面
台
の
水
栓
か
ら
取
水

　
ゼ
ス
タ
鶴
舞
で
は
、貯
め
て
る
ゾ
ー
を
経
由
し
た

給
水
管
は
洗
濯
機
と
洗
面
台
に
接
続
さ
れ
、非
常
時

に
は
、洗
面
台
の
水
栓
か
ら
取
水
で
き
る
よ
う
に
設

計
さ
れ
た
。当
初
、台
所
の
水
栓
を
非
常
用
に
検
討

し
た
が
、断
水
に
気
が
つ
か
ず
、水
を
流
し
た
ま
ま
に

な
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、洗
面
台
が
選
択
さ
れ
た
。

貯
め
て
る
ゾ
ー
の
設
置
場
所
は
、浴
室
の
隣
り
の
洋

室
で
、入
口
近
く
に
あ
る
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
上
の
デ
ッ
ド

ス
ペ
ー
ス
。ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
横
の
天
井
に
は
、万一の
ト

ラ
ブ
ル
に
備
え
て
点
検
口
が
作
ら
れ
、容
易
に
給
水

管
の
接
続
部
分
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
貯
め
て
る
ゾ
ー
の
施
工
に
つ
い
て
、給
排
水
設
備

を
担
当
し
た
株
式
会
社
増
岡
水
道
設
備
・
工
務
部
の

秋
田
智
史
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。「
特
別
な
技
術
は

必
要
な
い
し
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
ア
ン
カ
ー
を
打
っ
て

し
ま
え
ば
、本
体
の
取
付
け
は
簡
単
。一台
当
た
り
、20

分
ぐ
ら
い
で
取
付
け
作
業
は
終
わ
る
。給
水
管
の
接
続

も一
次
側
、洗
濯
機
、洗
面
台
の
3
箇
所
だ
け
な
の
で

手
間
が
少
な
い
」と
施
工
性
の
良
さ
を
強
調
さ
れ
た
。

　
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
に
は
、便
利
な
立
地
、自
然
豊
か

な
環
境
、広
い
居
住
空
間
な
ど
さ
ま
ざ
ま
長
所
が

あ
る
。こ
れ
ら
に
加
え
て
ゼ
ス
タ
鶴
舞
で
は
、貯
め

て
る
ゾ
ー
の
他
、カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
に
よ
る
発
電
機

を
全
住
戸
に
標
準
装
備
す
る
な
ど
、災
害
時
の「
安

心
」と
い
う
新
た
な
価
値
を
プ
ラ
ス
し
た
。今
後
は
、

高
級
物
件
だ
け
で
な
く
、さ
ま
ざ
ま
な
マ
ン
シ
ョ
ン

に
災
害
対
策
が
行
な
わ
れ
る
と
感
じ
た
。

鉄筋コンクリート造地上7階建、戸数18

コンクリート天井への取付け状態

給水管は上から洗濯機、一次側（流入）、
洗面台（非常兼用）に接続。 接続部は
クイックファスナ継手になっている。

点検口の内部

点検口

給水栓（非常兼用）へ（13A）

給水栓へ（13A）

1次側（13A）

製品案内 貯水機能付防災ヘッダー  貯めてるゾー18L

幅1410mm

高さ
200mm

重 量
約15kg※

※本体重量のみ

シンプルなヘッダー構造
1次側接続口、2次側接続口と非常兼用給水口で構成。
非常時に非常兼用給水口を開栓するだけで取水。

【性能項目】
・耐圧性能
・浸出性能
・逆流防止性能

「貯めてるゾー」配置イメージ

コンパクト＆軽量
高さ200mmで狭い天井裏スペースでも設置可能。
重量も15kg※で軽量です。

1 2

社団法人日本水道協会 認定登録品
安心してご使用いただけます。

3

災
害
時
の
自
立
し
た
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

す
る「
貯
め
て
る
ゾ
ー
」

　
東
日
本
大
震
災
な
ど
大
地
震
の
発
生
を
契
機

に
災
害
に
対
応
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
が
全
国
的
に
増

え
て
い
る
。耐
震
性
、耐
火
性
な
ど
建
物
の
高
い

安
全
基
準
を
ク
リ
ア
し
、被
災
時
の
生
活
維
持
に

求
め
ら
れ
る
設
備
・
施
設
等
を
整
備
し
て
い
る
マ

ン
シ
ョ
ン
で
あ
る
。自
治
体
に
よ
っ
て
は
独
自
の
基

本体は洋室のクローゼット上に設置

万一の災害断水時に備えて
　　　　　 の水道水を備蓄！18リットル

貯めてるゾーの設置位置

販売スタッフへの説明会
（2013 年 11 月）
販売開始を前にクボタシ
ーアイの 技 術 担 当から

「貯めてるゾー」の特長や
注意点が説明され、質疑
応答が行われた。

完成予想図
建設中の「ゼスタ鶴舞」 (2013 年１１月２９日撮影）



貯水機能付防災ヘッダー「貯めてるゾー」

施工現場
レポート

愛知県名古屋市
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洋室

クローゼット

シューズ
クローゼット

洋室

MB

TR

玄関

アルコープ

廊下

洗面室
（非常用）

浴室

トイレ

納戸

リビング

洗濯機
置場

PS

PS

貯めてるゾー

2L×9本分

天井裏などデッドスペースに設置可能

メーター
ボックスから

非常兼用給水栓が
台所の場合
非常兼用給水栓が
洗面台の場合

災害自立型の高級マンションに
採用された「貯めてるゾー18L」
災害自立型の高級マンションに
採用された「貯めてるゾー18L」

準
を
策
定
し
、防
災
マ
ン
シ
ョ
ン
と
し
て
認
定
す

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。そ
ん
な
災
害
対
応
マ
ン
シ
ョ
ン

が
建
設
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、名
古
屋
市

の「
ゼ
ス
タ
鶴
舞
」を
取
材
し
た
。

　
ゼ
ス
タ
鶴
舞
が
あ
る
の
は
、名
古
屋
市
昭
和
区

鶴
舞
。最
寄
り
駅
の
地
下
鉄
、鶴
舞
線「
荒
畑
駅
」

か
ら
徒
歩
約
3
分
の
便
利
な
場
所
だ
。そ
ば
に
は
幹

線
道
路
の
山
王
通
り
が
走
っ
て
い
る
が
、こ
の
通
り

か
ら一本
内
側
に
入
っ
て
い
る
た
め
、非
常
に
静
か
で

あ
る
。近
隣
に
は
、明
治
42
年
名
古
屋
市
が
最
初
に

整
備
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
鶴
舞
公
園
が
あ
り
、日

本
さ
く
ら
名
所
百
選
に
選
定
さ
れ
て
い
る
桜
を
は

じ
め
四
季
の
自
然
が
楽
し
め
る
。

　
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
自
立
す

る
ゆ
と
り
の
レ
ジ
デ
ン
ス
」。
18
戸
中
13
戸
が

1
0
0
㎡
超
の
専
有
面
積
を
持
ち
、間
取
り
も

個
々
の
部
屋
を
広
く
す
る
こ
と
で〝
ゆ
と
り
〞の

住
環
境
を
実
現
さ
せ
た
。さ
ら
に〝
自
立
す
る
〞と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
は
、以
下
の
よ
う
な
3
つ
の

内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

⑴
光
や
風
な
ど
自
然
の
恵
み
を
取
入
れ
、快
適
に

生
活
す
る

⑵
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
と
省
エ
ネ
技
術
を
活

用
し
て
、賢
く
生
活
す
る

⑶
水
や
電
気
を
備
蓄
し
、災
害
に
備
え
て
生
活
す
る

　
こ
の
災
害
対
策
が
加
え
ら
れ
た
理
由
は
、や
は

り
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
。ひ
と
た
び
大

地
震
が
発
生
す
れ
ば
、停
電
や
断
水
と
な
り
、住

宅
に
被
害
が
無
く
て
も
生
活
で
き
な
く
な
る
。自

立
し
た
生
活
を
続
け
る
た
め
に
は
、飲
料
水
や

電
気
の
確
保
が
欠
か
せ
な
い
。そ
の
よ
う
な
理
由

か
ら
、飲
料
水
の
備
蓄
に
採
用
さ
れ
た
の
が
、ク

ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
貯
水
機
能
付
防
災
ヘ
ッ
ダ
ー

「
貯
め
て
る
ゾ
ー
18
L
」。

各
住
戸
で
飲
料
水
の
確
保
が
可
能

　
貯
め
て
る
ゾ
ー
は
、断
水
時
に
普
段
使
用
し
て

い
る
水
栓（
非
常
兼
用
）か
ら
、重
力
で
18
L
の
飲

料
水
を
取
水
で
き
る
。ま
た
、通
常
時
は
水
の
使

用
に
よ
り
タ
ン
ク
の
中
が
新
し
い
水
に
入
れ
替
わ

る
た
め
、常
に
新
し
い
水
を
備
蓄
す
る
こ
と
が
可

能
だ
。こ
れ
ら
の
特
長
を
採
用
理
由
と
し
て
あ
げ

た
の
が
、 

売
り
主
で
あ
る
岡
谷
鋼
機
株
式
会
社
・

建
設
部
の
八
幡
樹
幸
さ
ん
。「
も
ち
ろ
ん
、マ
ン
シ
ョ

ン
全
体
で
大
型
タ
ン
ク
を
用
意
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
が
、タ
ン
ク
に
水
を
取
り
行
く
の
は
大
変
で

す
。ま
た
、備
蓄
保
管
倉
庫
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
保

管
も
検
討
し
ま
し
た
が
、や
は
り
保
管
場
所
ま
で

取
り
に
行
く
必
要
や
、賞
味
期
限
切
れ
に
よ
る
買

い
替
え
も
必
要
な
た
め
、そ
れ
ら
が
不
要
な
貯
め

て
る
ゾ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。貯
め

て
る
ゾ
ー
は
各
家
庭
で
飲
料
水
の
備
蓄
が
で
き
、

通
常
の
使
用
で
新
し
い
水
に
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

容
量
も
18
L
あ
り
ま
す
か
ら
、3
人
家
族
で
2
日

ぐ
ら
い
は
保
つ
の
で
安
心
で
す
」。

非
常
時
は
洗
面
台
の
水
栓
か
ら
取
水

　
ゼ
ス
タ
鶴
舞
で
は
、貯
め
て
る
ゾ
ー
を
経
由
し
た

給
水
管
は
洗
濯
機
と
洗
面
台
に
接
続
さ
れ
、非
常
時

に
は
、洗
面
台
の
水
栓
か
ら
取
水
で
き
る
よ
う
に
設

計
さ
れ
た
。当
初
、台
所
の
水
栓
を
非
常
用
に
検
討

し
た
が
、断
水
に
気
が
つ
か
ず
、水
を
流
し
た
ま
ま
に

な
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、洗
面
台
が
選
択
さ
れ
た
。

貯
め
て
る
ゾ
ー
の
設
置
場
所
は
、浴
室
の
隣
り
の
洋

室
で
、入
口
近
く
に
あ
る
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
上
の
デ
ッ
ド

ス
ペ
ー
ス
。ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
横
の
天
井
に
は
、万一の
ト

ラ
ブ
ル
に
備
え
て
点
検
口
が
作
ら
れ
、容
易
に
給
水

管
の
接
続
部
分
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
貯
め
て
る
ゾ
ー
の
施
工
に
つ
い
て
、給
排
水
設
備

を
担
当
し
た
株
式
会
社
増
岡
水
道
設
備
・
工
務
部
の

秋
田
智
史
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。「
特
別
な
技
術
は

必
要
な
い
し
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
ア
ン
カ
ー
を
打
っ
て

し
ま
え
ば
、本
体
の
取
付
け
は
簡
単
。一台
当
た
り
、20

分
ぐ
ら
い
で
取
付
け
作
業
は
終
わ
る
。給
水
管
の
接
続

も一
次
側
、洗
濯
機
、洗
面
台
の
3
箇
所
だ
け
な
の
で

手
間
が
少
な
い
」と
施
工
性
の
良
さ
を
強
調
さ
れ
た
。

　
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
に
は
、便
利
な
立
地
、自
然
豊
か

な
環
境
、広
い
居
住
空
間
な
ど
さ
ま
ざ
ま
長
所
が

あ
る
。こ
れ
ら
に
加
え
て
ゼ
ス
タ
鶴
舞
で
は
、貯
め

て
る
ゾ
ー
の
他
、カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
に
よ
る
発
電
機

を
全
住
戸
に
標
準
装
備
す
る
な
ど
、災
害
時
の「
安

心
」と
い
う
新
た
な
価
値
を
プ
ラ
ス
し
た
。今
後
は
、

高
級
物
件
だ
け
で
な
く
、さ
ま
ざ
ま
な
マ
ン
シ
ョ
ン

に
災
害
対
策
が
行
な
わ
れ
る
と
感
じ
た
。

鉄筋コンクリート造地上7階建、戸数18

コンクリート天井への取付け状態

給水管は上から洗濯機、一次側（流入）、
洗面台（非常兼用）に接続。 接続部は
クイックファスナ継手になっている。

点検口の内部

点検口

給水栓（非常兼用）へ（13A）

給水栓へ（13A）

1次側（13A）

製品案内 貯水機能付防災ヘッダー  貯めてるゾー18L

幅1410mm

高さ
200mm

重 量
約15kg※

※本体重量のみ

シンプルなヘッダー構造
1次側接続口、2次側接続口と非常兼用給水口で構成。
非常時に非常兼用給水口を開栓するだけで取水。

【性能項目】
・耐圧性能
・浸出性能
・逆流防止性能

「貯めてるゾー」配置イメージ

コンパクト＆軽量
高さ200mmで狭い天井裏スペースでも設置可能。
重量も15kg※で軽量です。

1 2

社団法人日本水道協会 認定登録品
安心してご使用いただけます。

3

災
害
時
の
自
立
し
た
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

す
る「
貯
め
て
る
ゾ
ー
」

　
東
日
本
大
震
災
な
ど
大
地
震
の
発
生
を
契
機

に
災
害
に
対
応
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
が
全
国
的
に
増

え
て
い
る
。耐
震
性
、耐
火
性
な
ど
建
物
の
高
い

安
全
基
準
を
ク
リ
ア
し
、被
災
時
の
生
活
維
持
に

求
め
ら
れ
る
設
備
・
施
設
等
を
整
備
し
て
い
る
マ

ン
シ
ョ
ン
で
あ
る
。自
治
体
に
よ
っ
て
は
独
自
の
基

本体は洋室のクローゼット上に設置

万一の災害断水時に備えて
　　　　　 の水道水を備蓄！18リットル

貯めてるゾーの設置位置

販売スタッフへの説明会
（2013 年 11 月）
販売開始を前にクボタシ
ーアイの 技 術 担 当から

「貯めてるゾー」の特長や
注意点が説明され、質疑
応答が行われた。

完成予想図
建設中の「ゼスタ鶴舞」 (2013 年１１月２９日撮影）



災害用トイレ配管システム

施工現場
レポート

東京都荒川区
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荒川区区民生活部
防災課
佐藤史幸さん

荒川区防災都市づ
くり部道路公園課
高梨純一さん

上園緑地建設株式会社
東京支店工事部
有川健二さん

住宅密集地の防災広場で採用された
マンホールトイレ

住宅密集地の防災広場で採用された
マンホールトイレ

ら
敬
遠
さ
れ
や
す
い
。そ

の
他
、洋
式
で
あ
っ
て
も

手
す
り
が
な
い
ト
イ
レ

や
、照
明
の
な
い
ト
イ
レ

な
ど
使
い
勝
手
の
悪
い

事
例
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。一
方
、宮
城
県
東
松

島
市
で
初
め
て
使
用
さ

れ
た
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
は
、清
潔
と
使
い
良
さ

で
高
い
評
価
を
受
け
た
。

防
災
広
場
に
設
置

さ
れ
た
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ

　
東
日
本
大
震
災
や
こ

れ
ま
で
の
震
災
の
経
験

か
ら
、下
水
直
結
型
の
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
新

た
に
設
置
す
る
自
治
体
や
、増
設
す
る
自
治
体
が

増
え
て
い
る
。今
回
、紹
介
す
る
東
京
都
荒
川
区

も
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
増
設
さ
れ
た
自
治
体
の

一つ
で
あ
る
。荒
川
区
区
民
生
活
部
防
災
課
の
佐

藤
史
幸
さ
ん
の
説
明
に
よ
る
と
、同
区
で
は
、平

成
15
年
ご
ろ
か
ら
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
を

行
っ
て
お
り
、設
置
場
所
は
す
で
に
20
カ
所
以
上

に
お
よ
ぶ
。設
置
に
際
し
て
は
、防
災
の
拠
点
と
な

る「
防
災
広
場
」を
作
り
、そ
の
敷
地
内
に
マ
ン
ホ

ー
ル
ト
イ
レ
や
防
火
水
槽
な
ど
を
設
け
て
い
る
。

防
災
広
場
は
、東
京
都
都
市
整
備
局
が
地
震
に
関

す
る
地
域
危
険
度
測
定
調
査
で
示
さ
れ
た
、地
域

危
険
度
の
高
い
地
域（
ラ
ン
ク
4
〜
5
）で
、3
百

〜
5
百
平
米
の
大
き
さ
を
も
つ
場
所
を
対
象
に

設
置
し
て
い
る
。

　
取
材
を
行
っ
た
西
尾
久
三
丁
目
の
防
災
広
場

は
、都
道
4
8
5
号
線
、通
称
小
台
通
り
か
ら
一
筋

内
側
に
入
っ
た
所
で
、同
区
を
象
徴
す
る
よ
う
な

住
宅
密
集
地
で
あ
る
。こ
の
敷
地
は
平
成
24
年
度

ま
で「
小
台
橋
ひ
ろ
ば
館
」（
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い

の
場
所
）が
建
っ
て
い
た
場
所
で
、こ
の
施
設
の
跡

地
利
用
に
な
る
。

コ
ン
パ
ク
ト
で
コ
ス
ト
を
縮
減

　
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
で
重
要
な
の
が
、地
震
に

耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
配
管
部
で
あ
り
、ク
ボ
タ

シ
ー
ア
イ
は
、軽
量
で
耐
震
性
の
あ
る
リ
ブ
パ
イ

プ
と
リ
ブ
付
き
小
型
マ
ン
ホ
ー
ル
で
構
築
す
る
災

害
用
ト
イ
レ
配
管
シ
ス
テ
ム
を
推
進
し
て
い
る
。

リ
ブ
付
き
小
型
マ
ン
ホ
ー
ル
は
さ
ま
ざ
ま
な
流
入

角
度
の
製
品
が
あ
る
た
め
、い
ろ
ん
な
配
管
形
状

に
対
応
で
き
る
。こ
の
防
災
広
場
で
も
水
飲
み
場

の
排
水
も
リ
ブ
付
き
小
型
マ
ン
ホ
ー
ル
に
合
流
さ

せ
、災
害
時
以
外
で
も
通
常
の
下
水
管
路
と
し
て

使
用
す
る
設
計
と
な
っ
た
。

　
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
災
害
用
ト
イ
レ
配
管
シ
ス

テ
ム
の
採
用
に
関
し
て
、荒
川
区
防
災
都
市
づ
く

り
部
道
路
公
園
課
の
高
梨
純
一
さ
ん
は
、コ
ス
ト
面

の
メ
リ
ッ
ト
を
あ
げ
た
。小
口
径
φ
1
5
0
の
リ

ブ
パ
イ
プ
を
使
っ
て
い
る
た
め
に
、コ
ン
パ
ク
ト
な

設
計
が
可
能
で
、全
体
の
コ
ス
ト
が
抑
え
ら
れ
る
。

同
シ
ス
テ
ム
は
平
成
22
年
度
に
も
採
用
さ
れ
て
お

り
、そ
の
実
績
も
評
価
さ
れ
た
。ま
た
、井
戸
水
を

貯
め
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
マ
ス
の
排
水
部
で
も
、こ

れ
ま
で
差
込
式
分
水
栓
か
ら
ゲ
ー
ト
式
と
な
り
、

信
頼
性
が
高
ま
っ
た
と
い
う
評
価
も
得
ら
れ
た
。

滑
材
で
接
合
す
る
ス
ピ
ー
ド
施
工

　
災
害
用
ト
イ
レ
配
管
シ
ス
テ
ム
の
工
事
は
、約

１
日
半
と
非
常
に
短
い
。半
日
で
掘
削
し
た
後
、

V
ソ
ー
プ（
滑
材
）を
塗
布
し
て
リ
ブ
パ
イ
プ
と
リ

ブ
付
き
小
型
マ
ン
ホ
ー
ル
を
接
合
し
、管
路
を
形

成
し
て
い
く
。管
路
に
可
と
う
性
を
持
た
せ
る
た

め
、下
流
側
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
公
共
マ
ス
に
は
、

リ
ブ
ゴ
ム
可
と
う
マ
ン
ホ
ー
ル
継
手
を
設
置
。埋

め
戻
し
が
行
わ
れ
た
後
、φ
3
0
0
の
立
て
管
を

各
リ
ブ
付
き
小
型
マ
ン
ホ
ー
ル
に
挿
入
し
、鋳
鉄

製
防
護
蓋
を
セ
ッ
ト
し
て
工
事
は
ほ
ぼ
終
了
し
た
。

工
事
を
指
揮
す
る
上
園
緑
地
建
設
株
式
会
社
東

京
支
店
工
事
部
の
有
川
健
二
さ
ん
は
、「
リ
ブ
パ
イ

プ
の
工
事
は
初
め
て
で
あ
る
が
、一
般
の
塩
ビ
管
で

行
う
下
水
道
工
事
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
。正
確
に
勾

配
と
決
め
ら
れ
た
寸
法
を
出
し
て
い
く
だ
け
」と

話
し
た
。リ
ブ
パ
イ
プ
や
リ
ブ
付
き
小
型
マ
ン
ホ

ー
ル
な
ど
、使
用
さ
れ
る
管
材
は
軽
量
で
、ス
ム
ー

ズ
に
工
事
は
進
行
し
て
い
た
。

　
荒
川
区
で
は
、東
日
本
大
震
災
後
、避
難
所
と

な
る
小
中
学
校
で
避
難
所
開
設
訓
練
を
行
っ
て
お

り
、昨
年
よ
り
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
組
み
立
て

も
訓
練
に
盛
り
込
ま
れ
た
。「
地
震
発
生
時
に
は
、

各
避
難
所
に
駆
け
つ
け
ら
れ
る
職
員
は
限
ら
れ
て

い
る
の
で
、各
町
会
・
自
治
会
の
協
力
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。緊
急
時
に
ス
ム
ー
ズ
に
行
動
で
き
る
よ
う
、

話
し
合
い
を
進
め
て

い
ま
す
」と
荒
川
区

の
佐
藤
さ
ん
。マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
な
ど

の
設
備
を
強
化
す
る

一
方
、住
民
と
の
意
思

疎
通
を
欠
か
さ
な
い
。

防
災
能
力
を
高
め
る

た
め
、ハ
ー
ド
、ソ
フ

ト
両
面
で
の
取
り
組

み
の
重
要
さ
を
改
め

て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

管の接合はVソープ（滑材）を
塗布して挿入。

井戸と貯水槽
（450ｘ450ｘ600mm）
貯水槽の内側にゲート式の
排水口

使
い
勝
手
が
悪
い
仮
設
ト
イ
レ

　
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震

災
が
発
生
し
て
丸
三
年
が
経
過
し
た
。被
災
し
た

自
治
体
で
は
、被
害
状
況
や
避
難
所
で
の
生
活
な

ど
を
検
証
し
て
い
る
。震
災
の
た
び
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
ト
イ
レ
に
関
し
て
は
、仮
設
ト
イ
レ
の
機

能
面
で
多
く
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
。ま
ず
、仮

設
ト
イ
レ
で
最
も
使
用

さ
れ
る
便
槽
式
の
和
式

タ
イ
プ
は
、段
差
が
大

き
く
高
齢
者
や
身
障
者

に
と
っ
て
使
い
勝
手
が

悪
い
。簡
易
水
洗
の
仮

設
ト
イ
レ
で
あ
っ
て
も
、

前
使
用
者
の
汚
物
が
残

る
た
め
、子
供
た
ち
か

製品案内

鋳鉄製防護蓋 
和洋兼用（T-14）

リブ付き小型マンホール
150-300 リブパイプ両受け直管

リブゴム可とうマンホール継手
 〈拡径型〉   150 

洋式トイレ椅子
（オプション）

水密性・可とう性を発揮水密性・可とう性を発揮

・軽量で人力による運搬可
・砕石基礎の使用可能

・軽量でコンパクト
・15°までの傾斜地に対応

下水直結型　災害用トイレ配管システム
万一の災害発生時に開蓋すればマンホールが即トイレとして使用可能！ 地震に強い配管材でシステムを安心サポート。

北勢工業（株）製

システムの特長
簡易テントの設置でトイレに早変り。
使用毎に汚物を流下させることが
できるため、衛生的。

1耐震性：砕石基礎が使用できるため、
液状化に強い管路を構成。
2衛生的：定期的に公共下水道に流せ
るので臭いも少なく、衛生的。
3節水型：下水道本管最小のφ150を
使用しているため、少ない水で汚水
を流下させることが可能。
4コンパクト配管:リブ付き小型マン
ホールを使用することで、様々な配
管が可能。
5経済的：使用する管材がφ150と小
さいため、経済的。

汚水ます

貯水槽
リブパイプ　150

リブゴム可とうマンホール継手
（拡径型）

リブ付き小型マンホール

鋳鉄製防護蓋
和洋兼用（T-14）

災害用トイレ 災害用トイレ 災害用トイレ 災害用トイレ 災害用トイレ

勾配 1.5‰ 以上
543 1457 543 1457 543 1457 1457543 543

注：洋式専用防護蓋も
　あります。

立て管を接続して、鋳鉄製
防護蓋の仮置き。

90度合流のリブ付き小型マンホ
ールで、水飲み場の排水を合流。

ソーラー照明灯
水飲み

照明灯

照明灯

消火訓練用標的壁

かまどベンチ

防火水槽
40m3

植栽

植栽

植栽

採水口

貯水槽

防災井戸

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

汚水マス

貯水槽

災害用トイレ配管システムのレイアウト

西尾久三丁目防災広場平面図
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荒川区区民生活部
防災課
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荒川区防災都市づ
くり部道路公園課
高梨純一さん

上園緑地建設株式会社
東京支店工事部
有川健二さん
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さ
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潔
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験
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を
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に
20
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に
お
よ
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に
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し
て
は
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の
拠
点
と
な

る「
防
災
広
場
」を
作
り
、そ
の
敷
地
内
に
マ
ン
ホ
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ト
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レ
や
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火
水
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な
ど
を
設
け
て
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る
。
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災
広
場
は
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京
都
都
市
整
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局
が
地
震
に
関

す
る
地
域
危
険
度
測
定
調
査
で
示
さ
れ
た
、地
域

危
険
度
の
高
い
地
域（
ラ
ン
ク
4
〜
5
）で
、3
百

〜
5
百
平
米
の
大
き
さ
を
も
つ
場
所
を
対
象
に

設
置
し
て
い
る
。

　
取
材
を
行
っ
た
西
尾
久
三
丁
目
の
防
災
広
場

は
、都
道
4
8
5
号
線
、通
称
小
台
通
り
か
ら
一
筋

内
側
に
入
っ
た
所
で
、同
区
を
象
徴
す
る
よ
う
な

住
宅
密
集
地
で
あ
る
。こ
の
敷
地
は
平
成
24
年
度

ま
で「
小
台
橋
ひ
ろ
ば
館
」（
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い

の
場
所
）が
建
っ
て
い
た
場
所
で
、こ
の
施
設
の
跡

地
利
用
に
な
る
。

コ
ン
パ
ク
ト
で
コ
ス
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を
縮
減

　
マ
ン
ホ
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ル
ト
イ
レ
で
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な
の
が
、地
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に

耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
配
管
部
で
あ
り
、ク
ボ
タ
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ー
ア
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は
、軽
量
で
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性
の
あ
る
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ブ
パ
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プ
と
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ブ
付
き
小
型
マ
ン
ホ
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ル
で
構
築
す
る
災
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用
ト
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配
管
シ
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テ
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を
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進
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て
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る
。

リ
ブ
付
き
小
型
マ
ン
ホ
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ル
は
さ
ま
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ま
な
流
入

角
度
の
製
品
が
あ
る
た
め
、い
ろ
ん
な
配
管
形
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に
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で
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る
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の
防
災
広
場
で
も
水
飲
み
場

の
排
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も
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ブ
付
き
小
型
マ
ン
ホ
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ル
に
合
流
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せ
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時
以
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で
も
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常
の
下
水
管
路
と
し
て

使
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と
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ア
イ
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管
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の
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に
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部
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園
課
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純
一
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ん
は
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面

の
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を
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た
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1
5
0
の
リ

ブ
パ
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プ
を
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て
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た
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に
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ン
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な
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が
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で
、全
体
の
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が
抑
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れ
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同
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は
平
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に
も
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も
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を
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と
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が
高
ま
っ
た
と
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も
得
ら
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。

滑
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で
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る
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ド
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工
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用
ト
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レ
配
管
シ
ス
テ
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の
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は
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１
日
半
と
非
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に
短
い
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日
で
掘
削
し
た
後
、
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と
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き
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マ
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を
接
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路
を
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成
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く
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に
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性
を
持
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る
た

め
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の
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ク
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製
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共
マ
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に
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ゴ
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可
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う
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を
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の
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て
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る
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建
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用
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管
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は
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に
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で
は
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日
本
大
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後
、避
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所
と

な
る
小
中
学
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で
避
難
所
開
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を
行
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て
お
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り
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の
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も
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に
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り
込
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た
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る
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会
・
自
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会
の
協
力
は
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せ
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に
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に
行
動
で
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る
よ
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、
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し
合
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を
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る

一
方
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な
い
。

防
災
能
力
を
高
め
る

た
め
、ハ
ー
ド
、ソ
フ

ト
両
面
で
の
取
り
組

み
の
重
要
さ
を
改
め

て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

管の接合はVソープ（滑材）を
塗布して挿入。

井戸と貯水槽
（450ｘ450ｘ600mm）
貯水槽の内側にゲート式の
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使
い
勝
手
が
悪
い
仮
設
ト
イ
レ

　
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震

災
が
発
生
し
て
丸
三
年
が
経
過
し
た
。被
災
し
た

自
治
体
で
は
、被
害
状
況
や
避
難
所
で
の
生
活
な

ど
を
検
証
し
て
い
る
。震
災
の
た
び
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
ト
イ
レ
に
関
し
て
は
、仮
設
ト
イ
レ
の
機

能
面
で
多
く
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
。ま
ず
、仮

設
ト
イ
レ
で
最
も
使
用

さ
れ
る
便
槽
式
の
和
式

タ
イ
プ
は
、段
差
が
大

き
く
高
齢
者
や
身
障
者

に
と
っ
て
使
い
勝
手
が

悪
い
。簡
易
水
洗
の
仮

設
ト
イ
レ
で
あ
っ
て
も
、

前
使
用
者
の
汚
物
が
残

る
た
め
、子
供
た
ち
か

製品案内

鋳鉄製防護蓋 
和洋兼用（T-14）

リブ付き小型マンホール
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リブゴム可とうマンホール継手
 〈拡径型〉   150 

洋式トイレ椅子
（オプション）

水密性・可とう性を発揮水密性・可とう性を発揮

・軽量で人力による運搬可
・砕石基礎の使用可能

・軽量でコンパクト
・15°までの傾斜地に対応

下水直結型　災害用トイレ配管システム
万一の災害発生時に開蓋すればマンホールが即トイレとして使用可能！ 地震に強い配管材でシステムを安心サポート。

北勢工業（株）製

システムの特長
簡易テントの設置でトイレに早変り。
使用毎に汚物を流下させることが
できるため、衛生的。

1耐震性：砕石基礎が使用できるため、
液状化に強い管路を構成。
2衛生的：定期的に公共下水道に流せ
るので臭いも少なく、衛生的。
3節水型：下水道本管最小のφ150を
使用しているため、少ない水で汚水
を流下させることが可能。
4コンパクト配管:リブ付き小型マン
ホールを使用することで、様々な配
管が可能。
5経済的：使用する管材がφ150と小
さいため、経済的。

汚水ます

貯水槽
リブパイプ　150

リブゴム可とうマンホール継手
（拡径型）

リブ付き小型マンホール

鋳鉄製防護蓋
和洋兼用（T-14）

災害用トイレ 災害用トイレ 災害用トイレ 災害用トイレ 災害用トイレ

勾配 1.5‰ 以上
543 1457 543 1457 543 1457 1457543 543

注：洋式専用防護蓋も
　あります。

立て管を接続して、鋳鉄製
防護蓋の仮置き。

90度合流のリブ付き小型マンホ
ールで、水飲み場の排水を合流。

ソーラー照明灯
水飲み

照明灯

照明灯

消火訓練用標的壁

かまどベンチ

防火水槽
40m3

植栽

植栽

植栽

採水口

貯水槽

防災井戸

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

汚水マス

貯水槽

災害用トイレ配管システムのレイアウト

西尾久三丁目防災広場平面図
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展示会出展のお知らせ
　本年も夏季恒例の下水道展が下記の要領で開催され、クボタシーアイも出展いたします。
是非、ご来場いただきますよう、お願いいたします。

■下水道展‘１４大阪
１.開 催 時 期 平成26年　7月22日（火）～25日（金）　4日間
  10：00～17：00　（初日10：30開始、最終日16：00終了）
２.会　　　　場 インテックス大阪　1～5号館
  大阪市住之江区南港北1-5-102
３.弊 社 ブ ー ス 小間番号　5-003（5号館、クボタグループブース）
４.出展予定製品 雨水貯留浸透設備RAIN望スタジアム／災害トイレ配管システム／内副管スマートキャッチ／
  リブパイプ／管更生工法（EX工法・ダンビー工法）

昨年のクボタブース（東京）

昨年のクボタシーアイの展示（東京）

災害トイレ配管システム RAIN望スタジアム 内副管スマートキャッチ 管更生工法（ダンビー工法）

東京都下水道局様、東京都下水道サービス株式会社様共同開発品

新製品紹介

新製品紹介

継手(本体)

本管

管サポート

接着カラー 内副管
(硬質ポリ塩化ビニル管)

90度曲管

10
0

m
m

2. 人孔内での作業性に優れています ! 3. 汚水の飛散を抑制し、優れた集水性・掃流性を発揮 !!
管底から 10cm 下げる
ことにより、雨天時の水
勢による影響を抑え、ま
た集水部をお椀形状とす
ることでラード、固形物
等が付着しにくいので、
汚水の滞留を防げます。

製品がコンパクトにな
り、専有面積が小さく
なったため、人孔内で
の作業領域が拡大し、
作 業 負 担が低 減 。作
業性が向上しました。

内径60cm用の人孔鉄枠から搬入が可能なコンパ
クトな設計のため、人孔鉄枠を撤去したり、現状復
帰などの余計な工事が不要です。取り付けは、人孔
内壁にボルト・ナットで容易に固定ができるため、
施工性が大幅に向上しました。

合流式下水道用内副管継手K型

スマートキャッチ
＜MRL-UTG-K＞

水道配水用ポリエチレンパイプ・継手

EF片受ソフトシール仕切弁
 呼び径　50、75、100　メーカー規格品※

ス
マ
ー
ト
キ
ャ
ッ
チ
の
特
長

標準配管例

品揃え

特許出願中

型式
Ⅰ型
Ⅱ型

副管径
φ200
φ250

適応流入管
250～600内径

700～1000内径

φ
6

0
cm

1. 工費を含めたトータルコストの削減 !

ボルト・ナット
固定可能

広い作業空間

１０cm

水道配水用ポリエチレンパイプ・継手

ダクタイル鋳鉄管用異種管継手GX形
 呼び径　75、100、150、200　メーカー規格品

ソフトシール仕切弁にEF片受口付タイプをラインナップ！

ダクタイル鋳鉄管用異種管継手にGX形をラインナップ!

■直管受口に接合する場合

■異形管受口に接合する場合

従来品による接合 新製品による接合

従来品による接合 新製品による接合

水道配水用
ポリエチレン管

EF ソケット

ダクタイル鋳鉄管用
異種管継手 K 形

P-Link
直管受口

水道配水用
ポリエチレン管

EF ソケット

ダクタイル鋳鉄管用
異種管継手 K 形

G-Link

異形管受口

水道配水用
ポリエチレン管

EF ソケット

ダクタイル鋳鉄管用
異種管継手 GX 形

押輪
異形管受口

水道配水用
ポリエチレン管

EF ソケット

ダクタイル鋳鉄管用
異種管継手 GX 形

直管受口

これまでのPE挿し口付タイプに加え、EF片受口付を
追加しました。

水道配水用ポリエチレンパイプと
ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管の接合時
P-Link、G-Linkが不要

受け口付きなので施工がスピードアップ。
２個同時通電工法もしやすくなります。

※仕切弁及び鋳鉄部とPE受口の接合部の構造は、弊社PE挿し口付ソフトシール仕切弁（PTC B22規格品）の構造と同じです。
※仕切弁は右回り開きとなります。左回り開きをご要望の際は弊社営業までお問い合わせください。

鋳鉄部は、GX形ダクタイル鋳鉄管の塗装と同様になります。

直管＋EF片受ソフトシール仕切弁＋片受直管での2個同時通電

両挿し口
タイプ

EF片受口タイプNEW

同時
通電
同時
通電

●接合時間が短縮
●材料費、接合費の低減
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寺町エリア
191

64

11

191

262

萩城跡
（指月公園）

萩八景遊覧船
乗り場

旧厚狭毛利家
萩屋敷長屋　萩博物館

菊屋家
住宅

旧山村家住宅

松下村塾

東萩駅

萩駅

玉江駅

伊藤博文
旧宅

伊藤博文別邸

木戸孝允旧宅

高杉晋作
誕生地

旧湯川家屋敷

元萩窯

桂太郎旧宅

堀内エリア

JR
山
陰
本
線

指月山
143m

浜崎エリア

橋
本
川

松
本
川

阿武川

萩城城下町エリア

萩 観光マップ

に
っ
ぽ
ん
探
訪   

　山
口
県

近
代
日
本
の
偉
人
を
育
ん
だ
城
下
町
、萩
市

近
代
日
本
の
偉
人
を
育
ん
だ
城
下
町
、萩
市

萩焼窯元 元萩窯 
〒758-0031 山口県萩市川島14 
TEL：0838-25-0842

し
づ
き
や
ま

近
代
日
本
を
切
り
開
い
た

偉
人
の
町

　
関
ヶ
原
の
戦
い
で
破
れ
た
西
軍

側
に
つ
い
た
毛
利
輝
元
は
、慶
長

9
年
、安
芸
・
広
島
を
追
わ
れ
長

門
・
萩
に
築
城
を
開
始
し
た
。以

降
、萩
は
幕
末
ま
で
長
州
藩
36
万

石
の
城
下
町
と
し
て
発
展
し
た
。

阿
武
川
の
三
角
州
に
建
設
さ
れ

た
そ
の
城
下
町
は
、現
在
も
当
時

と
同
じ
町
割
り
を
維
持
し
て
お

り
、江
戸
時
代
の
地
図
が
そ
の
ま

ま
利
用
で
き
る
町
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。町
の
見
所
は
、萩
城
跡
、

上
級
武
士
の
住
ま
い
と
な
っ
て
い

た「
堀
内
」、中
・
下
級
武
士
が
住

ん
で
い
た「
城
下
町
」、港
町
の
町

家
が
残
る「
浜
崎
」、多
く
の
寺

社
が
集
ま
っ
た「
寺
町
」な
ど
数
多
い
。

　
指
月
山
の
山
麓
に
築
城
さ
れ
た
5
層
5
階
の

萩
城
天
守
閣
は
、明
治
７
年
に
廃
城
令
に
よ
り
取

り
壊
さ
れ
た
。現
在
は
堀
や
石
垣
が
残
る
だ
け
に

な
っ
て
お
り
、指
月
公
園
と
し
て
き
れ
い
に
整
備
さ

れ
て
い
る
。ま
た
、指
月
山
は
20
分
ほ
ど
で
歩
い
て

登
る
こ
と
が
で
き
、山
頂
に
は
当
時
の
詰
丸
跡（
非

常
時
に
ろ
う
城
す
る
た
め
の
砦
）が
残
っ
て
い
る
。

　
萩
城
か
ら
水
路
を
挟
ん
で
東
側
に
位
置
す
る

「
堀
内
」は
、毛
利
氏
の
一
族
等
、上
級
武
士
の
住

ま
い
が
あ
っ
た
場
所
で
、一
区
画
が
大
き
く
、現
在
で

も
十
数
棟
の
武
家
屋
敷
が
残
っ
て
い
る
。と
く
に

白
い
土
塀
や
石
垣
が
多
く
の
残
り
、日
本
で
最
初

に
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ

れ
た
。

　
さ
ら
に
、そ
の
東
側
に
は
萩
観
光
の
メ
イ
ン
ス
ポ

ッ
ト「
城
下
町
」が
続
く
。こ
の
辺
り
は「
堀
内
」と

は
違
い
、中
・
下
級
武
士
の
屋
敷
や
商
家
が
建
ち

並
び
、細
い
路
地
が
多
い
。そ
の
代
表
的
な
一つ「
菊

屋
横
町
」は
萩
き
っ
て
の
豪
商
菊
屋
家
の
美
し
い

な
ま
こ
壁
か
ら
続
く
道
で
、「
日
本
の
道
百
選
」に

も
選
ば
れ
て
い
る
。道
沿
い
に
は
、幕
末
の
風
雲
児
、

高
杉
晋
作
や
二
十
六
代
総
理
大
臣
の
田
中
義
一の

誕
生
地
な
ど
が
あ
る
。ま
た
、江
戸
屋
横
町
に
は
、

薩
摩
の
西
郷
、大
久
保
と
と
も
に
維
新
の
三
傑
と

呼
ば
れ
る
木
戸
孝
允（
桂
小
五
郎
）が
江
戸
に
出

る
ま
で
の
約
20
年
間
を
過
ご
し
た
旧
宅
が
あ
る
。

　
堀
内
や
城
下
町
を
歩
く
と
、武
家
屋
敷
に
植

え
ら
れ
た
夏
み
か
ん
が
目
に
付
く
が
武
家
屋
敷
と

夏
み
か
ん
に
は
意
外
な
関
係
が
あ
る
。武
士
の
時

代
が
終
わ
り
明
治
に
入
る
と
多

く
の
武
士
は
職
を
失
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。そ
こ
で
官
職
に
就

い
て
い
た
小
幡
高
政
が
萩
に
戻

り
、夏
み
か
ん
の
栽
培
を
士
族
に

広
め
、彼
ら
の
生
活
を
支
え
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
長
州
藩
は
有
能
な
人
材
を
育

成
す
る
た
め
、藩
校「
明
倫
館
」

を
設
立
。し
か
し
、こ
こ
で
学
べ
る

の
は
武
士
の
子
弟
の
み
。身
分
に

関
係
な
く
誰
も
が
学
べ
る
場
所

を
と
い
う
こ
と
で
、吉
田
松
陰
が

私
塾「
松
下
村
塾
」を
主
宰
し

た
。こ
こ
で
学
ん
だ
者
の
中
に
は
、

倒
幕
で
活
躍
し
た
高
杉
晋
作
、

久
坂
玄
瑞
や
新
政
府
で
活
躍
し

た
伊
藤
博
文
、山
県
有
朋
な
ど

が
い
る
。現
在
で
も
建
物
は
松
陰
神
社
内
に
あ
る
。

ま
た
、松
陰
神
社
の
近
く
に
伊
藤
博
文
の
旧
宅
と

東
京
大
井
に
あ
っ
た
邸
宅
の
一
部
を
移
築
し
た
伊

藤
博
文
別
邸
が
あ
り
、粗
末
な
藁
葺
き
の
家
と
和

洋
が
融
合
し
た
邸
宅
の
対
比
が
非
常
に
面
白
い
。

　
萩
の
町
は
、海
あ
り
、川
あ
り
、山
あ
り
で
変
化

に
富
ん
で
お
り
魅
力
が
尽
き
な
い
。そ
ん
な
豊
か
な

自
然
環
境
が
、近
代
国
家
を
築
い
た
多
く
の
偉
人

を
輩
出
す
る
礎
に
な
っ
た
の
だ
と
思
う
。

萩
長
州
藩
と
時
代
を
と
も
に
し
て
き
た
萩
焼

　藩
主
毛
利
輝
元
が
朝
鮮
人
陶
工
に
御
用
窯
を
焼

か
さ
せ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
萩
焼
。藩
の
手
厚

い
保
護
の
中
、い
く
つ
か
の
御
用
窯
が
作
ら
れ
る
も
の

の
、明
治
に
入
る
と
藩
の
後
ろ
盾
を
失
い
苦
境
に
立

た
さ
れ
た
。し
か
し
大
正
時
代
に
は
茶
の
湯
と
の
結

び
つ
き
を
強
調
す
る
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
確
立
し
、

「
1
楽
、2
萩
、3
唐
津
」と
い
わ
れ
る
ほ
ど
評
価
が

高
ま
っ
た
。今
で
も
百
軒
ほ
ど
の
窯
元
が
萩
焼
の
伝

統
を
受
け
継
い
で
い
る
。

　そ
ん
な
窯
元
の
一つ
が「
元
萩
窯
」。農
業
用
水
用

に
作
ら
れ
た
藍
場
川
の
ほ
と
り
、近
く
に
は
桂
太
郎

旧
宅
や
旧
湯
川
家
屋
敷
な
ど
の
文
化
財
が
あ
る
。

古
民
家
を
改
造
し
た
工
房
兼
シ
ョ
ッ
プ
で
、伝
統
的

な
萩
焼
を
継
承
し
な
が
ら
新
し
い
焼
き
物
を
生
み

出
す
の
は
外
園
元
萩
さ
ん
。。

　萩
焼
の
特
徴
に
つ
い
て
外
園
さ
ん
は「
乾
燥
さ
せ
た

土
の
器
に
釉
薬
を
か
け
て
焼
き
上
げ
た
時
、釉
薬
と

土
の
収
縮
率
が
違
う
た
め
、微
細
な
ひ
び
が
入
り
、萩

焼
独
特
の
土
に
お
茶
等
が
し
み
込
み
、使
用
と
と
も

に
色
が
変
わ
る
」

と
語
る
。

　シ
ョ
ッ
プ
に
は
大

皿
や
花
瓶
の
他
、

日
々
使
え
る
茶
器

や
食
器
な
ど
の
焼

き
物
が
多
く
並
ぶ
。

そ
こ
に
は
、一
点
も

の
に
こ
だ
わ
る
陶

芸
作
家
と
し
て
よ

り
、日
常
的
に
使

わ
れ
る
茶
碗
な
ど

を
し
っ
か
り
作
り

た
い
と
い
う
職
人

と
し
て
の
外
園
さ

ん
の
こ
だ
わ
り
が

あ
る
。

外園 元萩さん

萩城跡（指月公園） 天守閣は
明治初期に解体され、石垣を
残すだけであるが、600本
のソメイヨシノも植えられ、
公園として整備されている。

夏みかんの木 武家屋敷内
から顔をのぞかせる夏みか
んの木は、萩独特の風景。

木戸孝允旧宅 木戸孝允（桂小五郎）は藩医の和田
家に生まれ、向いの桂家に養子に出された。

伊藤博文旧宅 農家の子として生まれた博
文が明治元年兵庫県知事として赴任するま
で過ごした家。博文の父・林十蔵が伊藤家に
入家し、一家で居住した。

伊藤博文別邸 伊藤博文が現在の品川区大
井に住んでいた住居の一部を移築したもの。
玄関、大広間、離れ座敷など非常に広く、和
式の中に巧みに洋式が取り入れられている。 

高杉晋作誕生地 菊屋横町にある高杉晋作が生まれ育った
場所。晋作が産湯に使ったといわれる井戸も残っている。

菊屋家住宅（重要文化財） 毛利輝元の萩入国とともに山口
から萩に移り、藩の御用商人として栄え、その主屋や本蔵な
ど5棟が国の重要文化財指定を受ける。

旧山村家住宅 平成13年に国の重要伝統的建造物群保存地
区に選定された浜崎地区を代表する町家。京都や大阪の豪
商に見られる建築様式で、一旦室内（土間）に入り再び外（中
庭）に出て玄関がある「表屋造り」という建築様式である。 

旧湯川家屋敷 藍場川の水を屋敷内に引き入れ、
庭園や台所などに利用したユニークな屋敷。 

萩八景遊覧船 萩城跡の疎水から橋本川本流
を往復するコース。「堀内」の伝統的建造物群
保存地区を川から見ることができる。橋本川
は川幅が広く爽快な遊覧が楽しめる。 

菊屋家住宅　
書院の庭 素晴ら
しい庭園は、京都
などの寺院を思わ
せる。

孝允が7歳ごろに「今日」と書
いたとされる。右上に「花丸印
」が押され、右下には師匠が朱
で「以之外宜」（もってのほか
よろし）と書き入れている。

松下村塾 吉田松陰の叔父、玉木文之進が
始めた私塾で後に、松陰が引き継いだ。

旧湯川家屋敷台所のハトバ 
庭園からの水を建物の下を
くぐって台所に出てくる。
ここで洗いものに使われた水は、また藍場川に戻る。

げ
ん
し
ゅ
う
が
ま

ほ
か
ぞ
の
げ
ん
し
ゅ
う

菊屋横町 通りの両側には中・下級武士の武家屋敷が集まっていた。日本の道百選にも選ばれた、萩城下町を代表する風景。 

萩の眺望 
陶芸の村展望公園（町東部）から

三角州内が一望できる。 
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近
代
日
本
の
偉
人
を
育
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城
下
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市
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下
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市
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し
づ
き
や
ま

近
代
日
本
を
切
り
開
い
た

偉
人
の
町

　
関
ヶ
原
の
戦
い
で
破
れ
た
西
軍

側
に
つ
い
た
毛
利
輝
元
は
、慶
長

9
年
、安
芸
・
広
島
を
追
わ
れ
長

門
・
萩
に
築
城
を
開
始
し
た
。以

降
、萩
は
幕
末
ま
で
長
州
藩
36
万

石
の
城
下
町
と
し
て
発
展
し
た
。

阿
武
川
の
三
角
州
に
建
設
さ
れ

た
そ
の
城
下
町
は
、現
在
も
当
時

と
同
じ
町
割
り
を
維
持
し
て
お

り
、江
戸
時
代
の
地
図
が
そ
の
ま

ま
利
用
で
き
る
町
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。町
の
見
所
は
、萩
城
跡
、

上
級
武
士
の
住
ま
い
と
な
っ
て
い

た「
堀
内
」、中
・
下
級
武
士
が
住

ん
で
い
た「
城
下
町
」、港
町
の
町

家
が
残
る「
浜
崎
」、多
く
の
寺

社
が
集
ま
っ
た「
寺
町
」な
ど
数
多
い
。

　
指
月
山
の
山
麓
に
築
城
さ
れ
た
5
層
5
階
の

萩
城
天
守
閣
は
、明
治
７
年
に
廃
城
令
に
よ
り
取

り
壊
さ
れ
た
。現
在
は
堀
や
石
垣
が
残
る
だ
け
に

な
っ
て
お
り
、指
月
公
園
と
し
て
き
れ
い
に
整
備
さ

れ
て
い
る
。ま
た
、指
月
山
は
20
分
ほ
ど
で
歩
い
て

登
る
こ
と
が
で
き
、山
頂
に
は
当
時
の
詰
丸
跡（
非

常
時
に
ろ
う
城
す
る
た
め
の
砦
）が
残
っ
て
い
る
。

　
萩
城
か
ら
水
路
を
挟
ん
で
東
側
に
位
置
す
る

「
堀
内
」は
、毛
利
氏
の
一
族
等
、上
級
武
士
の
住

ま
い
が
あ
っ
た
場
所
で
、一
区
画
が
大
き
く
、現
在
で

も
十
数
棟
の
武
家
屋
敷
が
残
っ
て
い
る
。と
く
に

白
い
土
塀
や
石
垣
が
多
く
の
残
り
、日
本
で
最
初

に
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ

れ
た
。
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萩
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光
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萩
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と
い
う
職
人

と
し
て
の
外
園
さ

ん
の
こ
だ
わ
り
が

あ
る
。

外園 元萩さん

萩城跡（指月公園） 天守閣は
明治初期に解体され、石垣を
残すだけであるが、600本
のソメイヨシノも植えられ、
公園として整備されている。

夏みかんの木 武家屋敷内
から顔をのぞかせる夏みか
んの木は、萩独特の風景。

木戸孝允旧宅 木戸孝允（桂小五郎）は藩医の和田
家に生まれ、向いの桂家に養子に出された。

伊藤博文旧宅 農家の子として生まれた博
文が明治元年兵庫県知事として赴任するま
で過ごした家。博文の父・林十蔵が伊藤家に
入家し、一家で居住した。

伊藤博文別邸 伊藤博文が現在の品川区大
井に住んでいた住居の一部を移築したもの。
玄関、大広間、離れ座敷など非常に広く、和
式の中に巧みに洋式が取り入れられている。 

高杉晋作誕生地 菊屋横町にある高杉晋作が生まれ育った
場所。晋作が産湯に使ったといわれる井戸も残っている。

菊屋家住宅（重要文化財） 毛利輝元の萩入国とともに山口
から萩に移り、藩の御用商人として栄え、その主屋や本蔵な
ど5棟が国の重要文化財指定を受ける。

旧山村家住宅 平成13年に国の重要伝統的建造物群保存地
区に選定された浜崎地区を代表する町家。京都や大阪の豪
商に見られる建築様式で、一旦室内（土間）に入り再び外（中
庭）に出て玄関がある「表屋造り」という建築様式である。 

旧湯川家屋敷 藍場川の水を屋敷内に引き入れ、
庭園や台所などに利用したユニークな屋敷。 

萩八景遊覧船 萩城跡の疎水から橋本川本流
を往復するコース。「堀内」の伝統的建造物群
保存地区を川から見ることができる。橋本川
は川幅が広く爽快な遊覧が楽しめる。 

菊屋家住宅　
書院の庭 素晴ら
しい庭園は、京都
などの寺院を思わ
せる。

孝允が7歳ごろに「今日」と書
いたとされる。右上に「花丸印
」が押され、右下には師匠が朱
で「以之外宜」（もってのほか
よろし）と書き入れている。

松下村塾 吉田松陰の叔父、玉木文之進が
始めた私塾で後に、松陰が引き継いだ。

旧湯川家屋敷台所のハトバ 
庭園からの水を建物の下を
くぐって台所に出てくる。
ここで洗いものに使われた水は、また藍場川に戻る。

げ
ん
し
ゅ
う
が
ま

ほ
か
ぞ
の
げ
ん
し
ゅ
う

菊屋横町 通りの両側には中・下級武士の武家屋敷が集まっていた。日本の道百選にも選ばれた、萩城下町を代表する風景。 

萩の眺望 
陶芸の村展望公園（町東部）から

三角州内が一望できる。 
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新製品のご案内

カンペイ君
（延焼防止機能付集合管）

クボタイカシリーズ 「カンペイ君」「カンペイ立て管」

カンペイ立て管
（延焼防止機能付『 受け口付直管』）

カンペイ立て管
（延焼防止機能付『 受け口付直管』）

カンペイ立て管
（延焼防止機能付『 受け口付直管』）

国土交通大臣認定および消防性能評定を取得しています。NEW

耐火二層管 塩ビ管
延焼防止部品

従来配管では クボタイカシリーズでは

「カンペイ君」または「カンペイ立て管」により、立て管と横枝管を塩ビ管とすることができます。

※カンペイ立て管では排水立て管と集合管はグラスウールと遮音シートにより遮音被覆を施してください。カンペイ君の
　遮音対策には、カンペイシート・クボタイカバーをご用意しております。
※横枝管が防火区画の壁を貫通する場合については、別途対策が必要です。

3階

2階

1階

最下階単独配管例

3階

2階

1階

最下階合流配管例
（クボタ最下階専用集合管使用）

納まり例

▶ピット内がスッキリ
▶設計・施工の工数減
▶配管材料減
▶メンテナンス性が向上

最下階専用集合管（4SRシリーズ）
最下階専用集合管（４SRシリーズ）を用いて、最下階住戸の排水も
立て管に取り込むことができます。

NEW

NEW コンパクトLベンド

4SRシリーズ

コンパクト
5Lベンド用
支持金具

コンパクト5Lベンド
（BW-R-5×6） 横主管150

立て管100

最下階専用集合管
（4SR、足切り－30mm）

R1
87

10
5
75

20

H
=2
00

11
9

330

255

18
0

20
0

（ゴム付）

従来品の通常施工
の場合（H=315）
に対し、H寸法が
115mm短縮。
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●編集後記●

返信用のはがきには、お送りしました封筒の宛名に記載されている整理No.をお書きください。お願い

個人情報保護について

どんどんおハガキ            お待ちしております！

第171号の正解
答：B,D,F,G,I
多数のご応募ありがとうございました。
正解者多数のため、抽選により記念品をお届けしました。

※1つの区切りに2つ以上の違いはなく、印刷の汚れ
も数えません。

右の2枚の写真、よ～く見れば少し違う。
上段と下段の写真を見くらべて、5つの違
いを発見してください。解答は、添付の解
答用ハガキのマス目にアルファベットを記
入してお送りください。

違いは
どこにある？

まちがい探し
クイズ

江戸の風情を残した山口県・萩市。今回は美
術館や博物館を完全にスルーし、1日半、懸命
に史跡を回りましたが、全然回りきれず。もちろ
ん史跡が多いからです
が、ボランティアガイドの
方の興味をそそる説明
に足を止めたからかもし
れません。また、じっくり
観たいそんな町でした。

カードケース/約101×80×2(mm) 
ストラップ付全体/約101×540×11(mm) 
ネックストラップ/約830×8(mm)

おみやげは夏みかんを使ったお菓子やジャムがたくさん。

切手を貼らずに平成00年0月00日までにご投函ください。

所在地 〒

整理No. □□□-□□□□

事業所

氏名 年齢

読者クイズ

※ 整理No.は封筒の宛名の右下にある番号
の　 ことです。必ずご記入ください。

172
本誌およびクボタシーアイ製品に対するご意見、ご要望、イラスト、

その他どんなことでも結構です。どしどしお寄せください。
（PALに掲載させていただいた方には、記念品を進呈いたします）

正解者のなかから先着で
300名様にオリジナルカ

レンダーをプレゼント！

解 答 欄
（アルファベット記入）

A

H

B

E
I

F G

C

D

抽選で70名様に
セットでプレゼント
抽選で70名様に
セットでプレゼント

おみやげは夏みかんを使った
お菓子やジャムがたくさん。 大阪府・株式会社スミテクノエンジニアリング

中岡 心さま

福島県・株式会社山上工業
草野 和義さまの作品

千葉県・富津市管工事協同組合
石田 和子さまの作品

新潟県・株式会社拓越
遠田 恵利子さまの作品

山口県・朝日産業株式会社
平井 みゆきさまの作品

※PAL編集部にお寄せいただいたハガキ
の文面やイラスト、写真などは、作者の
同意なく、本誌およびクボタシーアイ
ホームページに掲載させていただくことが
あります。また、ハガキはお返し致しません
ので、予めご了承願います。

よ
い
と
思
い
ま
し
た
。

■
地
中
熱
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
中
で
も
有
力
視
さ
れ
て
い
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
一つ
で
す
。そ
の
大
き
な
理
由

は
、天
候
や
季
節
に
影
響
さ
れ
に
く
い

こ
と
で
、今
後
も
冷
暖
房
や
ロ
ー
ド

ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
活
用
が
拡
が
る
と
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
・
小
樽
市
水
道
局
天
神
浄
水
場

浜
田 

隆
治
さ
ま

浄
水
場
の
お
仕
事

当
た
り
前
の
例
え
と

し
て「
蛇
口
を
ひ
ね

る
と
水
が
出
る
」と

あ
り
ま
す
が
、そ
の

大
元
で
あ
る
浄
水

場（
年
中
無
休
、24

時
間
勤
務
）に
つ
い

て
も
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
よ
う
な
の

で
紹
介
し
ま
す
。

浄
水
場
の
仕
事
は

天
候
に
左
右
さ
れ
ま

す
。雨
が
降
れ
ば
川

が
濁
り
、そ
れ
を
き

れ
い
な
飲
み
水
に
す

る
の
に
普
段
よ
り
多
く
、適
切
な
薬

品
量
を
決
め
て
注
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。日
中
な
ら
ま
だ
良
い
の
で

す
が
、夜
中
一
人
で
勤
務
し
て
い
る
と

き
に
雨
が
降
っ
た
り
す
る
と
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
か
か
り
、翌
朝
の
交
替
ま
で

長
い
時
間
格
闘
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。雨
が
降
ら
な
け
れ
ば
、渇
水
の
心

配
も
あ
り
厄
介
で
す
。

こ
れ
ら
は
ほ
ん
の
一
面
で
す
が
、年
に
一

度
水
道
週
間
が
あ
る
の
で
、そ
れ
を

利
用
す
る
な
り
し
て
多
く
の
方
々
に

直
接
近
く
の
浄
水
場
へ
見
学
に
来
て

い
た
だ
き
、理
解
を
深
め
て
も
ら
え
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
日
本
で
は
、蛇
口
を
ひ
ね
る
と
当

た
り
前
の
よ
う
に
飲
み
水
が
出
て
き

ま
す
。し
か
し
、こ
れ
は
世
界
的
に
見

て
も
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

安
心
し
て
水
が
飲
め
る
の
も
、全
国

の
水
道
事
業
者
さ
ま
の
お
陰
で
す
。

熊
本
県
・
上
天
草
市
水
道
事
業

松
原 

繁
行
さ
ま

透
明
継
手
で
施
工
確
認
を
簡
単
に

透
明
継
手
の
発
想
に

は
参
り
ま
し
た
。〝
コ
ロ

ン
ブ
ス
の
卵
〞的
な
、

「
な
ん
だ
」と
後
で
は

言
え
る
け
ど
目
視
よ

り
確
実
な
も
の
は
な
い

か
ら
、素
人
で
も
作
業

状
態
か
ら
一
目
で
わ
か

る
。以
前
か
ら
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

P
A
L
を
見
て
初
め

て
知
り
ま
し
た
。（
水

道
歴
2
年
目
で
す
）

■
施
工
管
理
を
ス
ム
ー

ズ
に
す
る
た
め
、透
明

継
手
の
需
要
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
で
は
、排
水
・
通
気
・

換
気
用
の
透
明
D
V
継
手
と
水
道

用
の
透
明
継
手
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

静
岡
県・袋
井
設
備
株
式
会
社

松
本 

長
平
さ
ま

地
元
の
観
光
地
を
再
認
識

毎
回
、様
々
な
技
術
面
や
新
し
い
開

発
の
記
事
を
読
ん
で
お
り
ま
す
が
、

今
回
は〝
に
っ
ぽ
ん
探
訪
〞で
沼
津
港

の
展
望
水
門
の
記
事
に
触
れ
、同
じ

県
内
に
住
み
な
が
ら
、ほ
ん
の
外
観

し
か
知
ら
な
い
で
少
し
恥
ず
か
し
い

思
い
を
し
ま
し
た
。特
に
富
士
山
が

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
、こ
こ
沼
津

港
近
郊
か
ら
眺
め
る
富
士
山
の
勇
姿

を
つ
い
思
い
起
こ
し
ま
し
た
。貴
社
の

益
々
の
ご
発
展
を
ご
期
待
申
し
上
げ

ま
す
。

■
特
に
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
富
士
山

が
見
ら
れ
る
確
立
が
高
い
そ
う
で
す
。

我
々
が
取
材
を
し
た
初
夏
の
2
日
間

は
、雲
が
か
か
り
、ま
っ
た
く
そ
の
勇

姿
は
見
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

山
形
県
・
長
井
上
下
水
道
工
業
共
同
組
合

黒
澤 

壽
子
さ
ま

集
中
豪
雨
に
よ
っ
て
発
生
し

た
断
水

つ
い
最
近
、県
内
が
集
中
豪
雨
に
遭
い
、

近
隣
市
町
村
で
断
水
が
あ
り
ま
し
た
。

「
水
が
多
い
の
に
断
水
と
は
」と
思
っ
た

の
で
す
が
、濁
り
が
生
じ
て
飲
料
水
に

は
不
適
格
だ
か
ら
と
の
こ
と
。そ
ん
な

時
、貴
誌
の「
貯
め
て
る
ゾ
ー
」の
記

事
が
目
に
止
ま
り
、目
か
ら
ウ
ロ
コ
で

し
た
。こ
の
方
法
が
あ
っ
た
じ
ゃ
な
い
か

と
。事
前
に
備
え
て
お
け
ば
、心
強
い

も
の
で
す
ね
。こ
れ
か
ら
も
生
活
に
密

着
し
た
製
品
の
開
発
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

■
昨
年
7
月
、山
形
県
で
発
生
し
た

集
中
豪
雨
に
よ
る
断
水
は
市
民
生
活

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
み
た
い
で

す
ね
。飲
料
水
の
備
蓄
が
必
要
だ
と

分
か
っ
て
い
て
も
、め
ん
ど
う
で
、お
ろ

そ
か
に
な
り
が
ち
。「
貯
め
て
る
ゾ
ー
」

を
設
置
し
て
お
け
ば
18
L
、
36
L 

の

飲
料
水
が
確
保
で
き
ま
す
。

宮城県・株式会社光和設備
千葉 とし子さまの作品

大
阪
府
・
富
田
林
市
役
所
上
下
水
道
部

下
水
道
整
備
課

鶴
谷 

法
生
さ
ま

暑
さ
に
耐
え
サ
ッ
カ
ー
指
導

私
が
小
学
生
に
サ
ッ
カ
ー
を
教
え
て
、

今
年
で
早
29
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
今
年
の
暑
さ
は
か
な
り
こ
た
え

ま
す
。私
が
年
を
と
っ
た
せ
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
10
分
〜
15
分
の
ペ
ー
ス

で
休
憩
し
な
い
と
子
供
も
長
く
も
ち

ま
せ
ん
。

年
々
気
温
が
少
し
ず
つ
上
昇
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。省
エ
ネ
等
に
よ
り

地
球
環
境
を
守
る
こ
と
に
も
っ
と
一
人

ひ
と
り
気
を
使
わ
な
い
と
ダ
メ
で
す
ね
。

■
サ
ッ
カ
ー
の
ご
指
導
、お
疲
れ
さ
ま

で
す
。夏
に
な
り
ま
す
と
、連
日
の
よ

う
に
熱
中
症
に
よ
る
健
康
被
害
が
報

告
さ
れ
ま
す
。
特
に
都
市
部
で
は
、

冷
房
に
よ
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現

象
で
極
端
な
気
温
上
昇
を
招
い
て
い

ま
す
。設
定
温
度
に
は
留
意
し
た
い

も
の
で
す
。

長
崎
県
・
大
村
市
水
道
局
下
水
道
課

松
尾 

宙
さ
ま

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

期
待
高
ま
る
地
中
熱

地
中
熱
交
換
用
配
管
シ
ス
テ
ム

G
E
O
G
R
A
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
今
に
と
て
も
よ

い
技
術
で
、特
に
灯
油
価
格
が
上
が
っ

て
い
る
北
日
本
な
ど
に
普
及
す
れ
ば
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本誌同封のハガキにクイズの解答といっしょに
いろんなお便りをお待ちしております。

・クボタシーアイの製品について
・工事で困っていること・本誌の感想
・にっぽん探訪で行って欲しい所
・イラストや写真・皆さまの近況等々

正解者の中から抽選で70名様に記念品を進呈します。
解答のハガキのお名前は、
楷書ではっきりとお書き
ください。

書いて送ってネ！書いて送ってネ！

▼レザーIDカードホルダー
　（ネックストラップ付）

約85×120×13(mm)
▼レザーマルチメモケース

黒色

黒色

WプレゼントWプレゼントダブル



クボタシーアイは、個人情報保護に関する法令やガイドライン等を遵守すべく、個人情報保護方針を定めています。こ
れに則りPALにお寄せいただいた全てのお便り（電子メール含む）に記載された個人情報は、本誌送付先管理や各種
照会に対する回答、クイズ当選景品の発送、一部誌面掲載（お便りコーナー等）等の利用目的に限定し、その範囲を
超えてお客様の個人情報を取り扱うことは致しません。また個人データの安全管理が図られるよう、当社従業員、委託
先等に対する必要かつ適切な監督を行うとともに、印刷や送付等で個人データを第三者との間で共同利用する場合
は、当該第三者との間で契約や取り決めを交わす等、法令上必要な措置を講じます。
＊個人情報保護方針の詳細は、弊社ホームページ（http://www.kubota-ci.co.jp）に掲載しています。

●編集後記●

返信用のはがきには、お送りしました封筒の宛名に記載されている整理No.をお書きください。お願い

個人情報保護について

どんどんおハガキ            お待ちしております！

第171号の正解
答：B,D,F,G,I
多数のご応募ありがとうございました。
正解者多数のため、抽選により記念品をお届けしました。

※1つの区切りに2つ以上の違いはなく、印刷の汚れ
も数えません。

右の2枚の写真、よ～く見れば少し違う。
上段と下段の写真を見くらべて、5つの違
いを発見してください。解答は、添付の解
答用ハガキのマス目にアルファベットを記
入してお送りください。

違いは
どこにある？

まちがい探し
クイズ

江戸の風情を残した山口県・萩市。今回は美
術館や博物館を完全にスルーし、1日半、懸命
に史跡を回りましたが、全然回りきれず。もちろ
ん史跡が多いからです
が、ボランティアガイドの
方の興味をそそる説明
に足を止めたからかもし
れません。また、じっくり
観たいそんな町でした。

カードケース/約101×80×2(mm) 
ストラップ付全体/約101×540×11(mm) 
ネックストラップ/約830×8(mm)

おみやげは夏みかんを使ったお菓子やジャムがたくさん。

切手を貼らずに平成00年0月00日までにご投函ください。

所在地 〒

整理No. □□□-□□□□

事業所

氏名 年齢

読者クイズ

※ 整理No.は封筒の宛名の右下にある番号
の　 ことです。必ずご記入ください。

172
本誌およびクボタシーアイ製品に対するご意見、ご要望、イラスト、

その他どんなことでも結構です。どしどしお寄せください。
（PALに掲載させていただいた方には、記念品を進呈いたします）

正解者のなかから先着で
300名様にオリジナルカ

レンダーをプレゼント！

解 答 欄
（アルファベット記入）

A

H

B

E
I

F G

C

D

抽選で70名様に
セットでプレゼント
抽選で70名様に
セットでプレゼント

おみやげは夏みかんを使った
お菓子やジャムがたくさん。 大阪府・株式会社スミテクノエンジニアリング

中岡 心さま

福島県・株式会社山上工業
草野 和義さまの作品

千葉県・富津市管工事協同組合
石田 和子さまの作品

新潟県・株式会社拓越
遠田 恵利子さまの作品

山口県・朝日産業株式会社
平井 みゆきさまの作品

※PAL編集部にお寄せいただいたハガキ
の文面やイラスト、写真などは、作者の
同意なく、本誌およびクボタシーアイ
ホームページに掲載させていただくことが
あります。また、ハガキはお返し致しません
ので、予めご了承願います。

よ
い
と
思
い
ま
し
た
。

■
地
中
熱
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
中
で
も
有
力
視
さ
れ
て
い
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
一つ
で
す
。そ
の
大
き
な
理
由

は
、天
候
や
季
節
に
影
響
さ
れ
に
く
い

こ
と
で
、今
後
も
冷
暖
房
や
ロ
ー
ド

ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
活
用
が
拡
が
る
と
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
・
小
樽
市
水
道
局
天
神
浄
水
場

浜
田 

隆
治
さ
ま

浄
水
場
の
お
仕
事

当
た
り
前
の
例
え
と

し
て「
蛇
口
を
ひ
ね

る
と
水
が
出
る
」と

あ
り
ま
す
が
、そ
の

大
元
で
あ
る
浄
水

場（
年
中
無
休
、24

時
間
勤
務
）に
つ
い

て
も
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
よ
う
な
の

で
紹
介
し
ま
す
。

浄
水
場
の
仕
事
は

天
候
に
左
右
さ
れ
ま

す
。雨
が
降
れ
ば
川

が
濁
り
、そ
れ
を
き

れ
い
な
飲
み
水
に
す

る
の
に
普
段
よ
り
多
く
、適
切
な
薬

品
量
を
決
め
て
注
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。日
中
な
ら
ま
だ
良
い
の
で

す
が
、夜
中
一
人
で
勤
務
し
て
い
る
と

き
に
雨
が
降
っ
た
り
す
る
と
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
か
か
り
、翌
朝
の
交
替
ま
で

長
い
時
間
格
闘
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。雨
が
降
ら
な
け
れ
ば
、渇
水
の
心

配
も
あ
り
厄
介
で
す
。

こ
れ
ら
は
ほ
ん
の
一
面
で
す
が
、年
に
一

度
水
道
週
間
が
あ
る
の
で
、そ
れ
を

利
用
す
る
な
り
し
て
多
く
の
方
々
に

直
接
近
く
の
浄
水
場
へ
見
学
に
来
て

い
た
だ
き
、理
解
を
深
め
て
も
ら
え
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
日
本
で
は
、蛇
口
を
ひ
ね
る
と
当

た
り
前
の
よ
う
に
飲
み
水
が
出
て
き

ま
す
。し
か
し
、こ
れ
は
世
界
的
に
見

て
も
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

安
心
し
て
水
が
飲
め
る
の
も
、全
国

の
水
道
事
業
者
さ
ま
の
お
陰
で
す
。

熊
本
県
・
上
天
草
市
水
道
事
業

松
原 

繁
行
さ
ま

透
明
継
手
で
施
工
確
認
を
簡
単
に

透
明
継
手
の
発
想
に

は
参
り
ま
し
た
。〝
コ
ロ

ン
ブ
ス
の
卵
〞的
な
、

「
な
ん
だ
」と
後
で
は

言
え
る
け
ど
目
視
よ

り
確
実
な
も
の
は
な
い

か
ら
、素
人
で
も
作
業

状
態
か
ら
一
目
で
わ
か

る
。以
前
か
ら
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

P
A
L
を
見
て
初
め

て
知
り
ま
し
た
。（
水

道
歴
2
年
目
で
す
）

■
施
工
管
理
を
ス
ム
ー

ズ
に
す
る
た
め
、透
明

継
手
の
需
要
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
で
は
、排
水
・
通
気
・

換
気
用
の
透
明
D
V
継
手
と
水
道

用
の
透
明
継
手
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

静
岡
県・袋
井
設
備
株
式
会
社

松
本 

長
平
さ
ま

地
元
の
観
光
地
を
再
認
識

毎
回
、様
々
な
技
術
面
や
新
し
い
開

発
の
記
事
を
読
ん
で
お
り
ま
す
が
、

今
回
は〝
に
っ
ぽ
ん
探
訪
〞で
沼
津
港

の
展
望
水
門
の
記
事
に
触
れ
、同
じ

県
内
に
住
み
な
が
ら
、ほ
ん
の
外
観

し
か
知
ら
な
い
で
少
し
恥
ず
か
し
い

思
い
を
し
ま
し
た
。特
に
富
士
山
が

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
、こ
こ
沼
津

港
近
郊
か
ら
眺
め
る
富
士
山
の
勇
姿

を
つ
い
思
い
起
こ
し
ま
し
た
。貴
社
の

益
々
の
ご
発
展
を
ご
期
待
申
し
上
げ

ま
す
。

■
特
に
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
富
士
山

が
見
ら
れ
る
確
立
が
高
い
そ
う
で
す
。

我
々
が
取
材
を
し
た
初
夏
の
2
日
間

は
、雲
が
か
か
り
、ま
っ
た
く
そ
の
勇

姿
は
見
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

山
形
県
・
長
井
上
下
水
道
工
業
共
同
組
合

黒
澤 

壽
子
さ
ま

集
中
豪
雨
に
よ
っ
て
発
生
し

た
断
水

つ
い
最
近
、県
内
が
集
中
豪
雨
に
遭
い
、

近
隣
市
町
村
で
断
水
が
あ
り
ま
し
た
。

「
水
が
多
い
の
に
断
水
と
は
」と
思
っ
た

の
で
す
が
、濁
り
が
生
じ
て
飲
料
水
に

は
不
適
格
だ
か
ら
と
の
こ
と
。そ
ん
な

時
、貴
誌
の「
貯
め
て
る
ゾ
ー
」の
記

事
が
目
に
止
ま
り
、目
か
ら
ウ
ロ
コ
で

し
た
。こ
の
方
法
が
あ
っ
た
じ
ゃ
な
い
か

と
。事
前
に
備
え
て
お
け
ば
、心
強
い

も
の
で
す
ね
。こ
れ
か
ら
も
生
活
に
密

着
し
た
製
品
の
開
発
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

■
昨
年
7
月
、山
形
県
で
発
生
し
た

集
中
豪
雨
に
よ
る
断
水
は
市
民
生
活

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
み
た
い
で

す
ね
。飲
料
水
の
備
蓄
が
必
要
だ
と

分
か
っ
て
い
て
も
、め
ん
ど
う
で
、お
ろ

そ
か
に
な
り
が
ち
。「
貯
め
て
る
ゾ
ー
」

を
設
置
し
て
お
け
ば
18
L
、
36
L 

の

飲
料
水
が
確
保
で
き
ま
す
。

宮城県・株式会社光和設備
千葉 とし子さまの作品

大
阪
府
・
富
田
林
市
役
所
上
下
水
道
部

下
水
道
整
備
課

鶴
谷 

法
生
さ
ま

暑
さ
に
耐
え
サ
ッ
カ
ー
指
導

私
が
小
学
生
に
サ
ッ
カ
ー
を
教
え
て
、

今
年
で
早
29
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
今
年
の
暑
さ
は
か
な
り
こ
た
え

ま
す
。私
が
年
を
と
っ
た
せ
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
10
分
〜
15
分
の
ペ
ー
ス

で
休
憩
し
な
い
と
子
供
も
長
く
も
ち

ま
せ
ん
。

年
々
気
温
が
少
し
ず
つ
上
昇
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。省
エ
ネ
等
に
よ
り

地
球
環
境
を
守
る
こ
と
に
も
っ
と
一
人

ひ
と
り
気
を
使
わ
な
い
と
ダ
メ
で
す
ね
。

■
サ
ッ
カ
ー
の
ご
指
導
、お
疲
れ
さ
ま

で
す
。夏
に
な
り
ま
す
と
、連
日
の
よ

う
に
熱
中
症
に
よ
る
健
康
被
害
が
報

告
さ
れ
ま
す
。
特
に
都
市
部
で
は
、

冷
房
に
よ
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現

象
で
極
端
な
気
温
上
昇
を
招
い
て
い

ま
す
。設
定
温
度
に
は
留
意
し
た
い

も
の
で
す
。
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も
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で
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る
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本
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に
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す
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集合住宅の配管材は、一棟まるごと
クボタシーアイにお任せください！
集合住宅の配管材は、一棟まるごと
クボタシーアイにお任せください！

建築設備用配管材

貯水機能付防災ヘッダー

貯めてるゾー36L、18L

給水・給湯管

樹脂管
（PB、PEX）継手

給水管（埋設・ピット・立て管）

水道用高密度ポリエチレンパイプ

屋外・屋内消火設備

消火用ポリエチレンパイプ

雨樋・スロップシンク

耐候性カラーパイプ・継手

高温排水システム

タフカラーHTパイプ、HTDV継手（耐熱耐候性カラーパイプ）

排水立て管・集合管

排水集合管、鋳鉄管、クボタイカシリーズ

給
水
・
給
湯

排

　水

消

　火

近代日本の偉人を育んだ城下町、萩市（山口県）
にっぽん探訪

■貯水機能付防災ヘッダー
　「貯めてるゾー」（愛知県名古屋市）
■災害用トイレ配管システム（東京都荒川区）

施工現場レポート

被災地レポート
復興工事に大きな力を発揮する
「水道配水用ポリエチレンパイプ」

特 集
人に優しい理想の空調システム
「輻射冷暖房b!klimaxシステム」

パル
172

2014 春・夏号


